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第1節 基本層序 1

第4章 稲荷遺跡の調査成果

第1節 基本層序

1 層序

当遺跡は､六里遺跡と同様な沖積平地上に立地しており､河道や自然堤防など起伏を活かした集

落や生産域が営まれていた点についても､同じ事が言える｡大きく異なる点は､六里遺跡の集落跡が

立地する微高地が西側であったのに対し､三水川に近い東側に立地していることが上げられる｡

今回の調査では､最も深く掘削した発掘区西端付近の壁面土層を基準に､ Ⅰ～Ⅵ層に基本層序を

設定した｡

(1) Ⅰ層

発掘区内の表土を一括して Ⅰ層とし､東側宅地の土地改良土をIa層､現在の水田耕作土をIb層､

その下の水田敷土をIc層として細分した｡

Ib層は､発掘区全域に認められる｡上面の標高は発掘区西端で約 19.8m､東端 (宅地西側)で

約 19.7mであり､ほとんど差がない｡土色は灰色 (5Y4/1)で､小磯や植物遺体を多く含んでしまり

がない｡ Ic層は､黒褐色 (2.5Y3/1)で､ややしまりがある｡

(2)Ⅱ層

圃場整備以前の水田層と考えられる｡土壌分析では､イネ科のプラント･オパールを多量に検出

した (第5章第1節)｡出土遺物は､六里遺跡と同様に破片が多い｡

DO19グリッド (第 160図⑦)以西に認められる｡非常に薄く､堆積が途切れる場所もある｡また､

DO14から17グリッド(第 160図④･⑤)の間では2層に分層できる(Ⅱa･Ⅱb層)｡いずれも､暗オリー

ブ褐色 (2.5Y3/3)又はオリーブ褐色 (2.5Y4/3)の粘質シル トで､鉄斑やマンガン斑の沈着が顕著に

みられる｡

(3)Ⅲ層

今回の調査において､遺物包含層とした土層である｡Ⅲb･ⅢC層は､土壌分析によってイネ科の

プラント･オパールを多量に検出したため､水田層と考えられる｡主に古代から中世にかけての遺物

が含まれる｡土質等により3層に細分した｡

Ⅲa層 集落域が立地する微高地上 (第 160図⑧～⑭)にみられる土層で､上面が遺構検出面である

Vb層に土質が似る｡Ⅲa層上面には､Ⅱ層がみられない｡DO19からDO20グリッドにかけて､砂磯層(Ⅵ

層)まで及ぶ撹乱があるため､Ⅲb層との先後関係が確認できないが､便宜上 ｢Ⅲa層｣とした｡灰

黄褐色 (10YR4/2)の粘質シル トで､鉄斑やマンガン斑の沈着が顕著にみられる｡ブロック状の混ざ

りが目立ち､耕作土である可能性は高いが､Ⅲb･C層ほど粘性はない｡

Ⅲb層 DO12からDO18グリッド (第 160図③～⑥)にかけて認められ､その範囲は西がDN･DO12

から13グリッドの土坑群､束が南北方向の溝 sD9･10グリッドまでであり､これらの遺構との関

係が考えられる｡土色は灰色 (5Y4/1)で､粘性が強い｡マンガン斑の沈着は僅かで全体に粗砂が混

じるなど､六里遺跡のⅢa層と類似点が多い｡DO12グリッド以西 (第 160図①～③)はⅢb層が無く､









Ⅳb期 古墳時代後期

ⅣC期 古墳時代後期

Ⅳd期 古墳時代後期

Va期 奈良時代前半

Vb期 奈良時代後半

Ⅵa期 平安時代前葉

Ⅵb期 平安時代中葉

Ⅵ C期 平安時代後菓
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(須恵器編年 :美濃須衛窯Ⅱ期後半､蘇原6号窯併行期)

(須恵器編年 :美濃須衛窯Ⅲ期前半､須衛 65号窯併行期)

(須恵器編年 :美濃須衛窯Ⅲ期後半､那加 5号窯併行期)

(須恵器編年 :美濃須衛窯Ⅳ-1期)

(須恵器編年 :美濃須衛窯Ⅳ-2･3-Ⅴ-1期前半)

(須恵器 ･灰粕陶器編年 :美濃須衛Ⅴ-1期後半 ･K-90号窯式期)

(灰粕陶器編年 :0-53号窯式期)

(灰粕陶器編年 :H-72号窯式期～百代寺窯式期)

Ⅶ 期 鎌倉～室町時代 (山茶碗編年 :3型式～ 11型式 ･古瀬戸系施軸陶器隔年 :前～後期)

ⅦⅠ 期 戦国時代 ･安土桃山時代 (大窯編年 :1-4期)

Ⅸ 期 江戸時代以降

(4)遺構一覧表

記載内容は､六里遺跡と統一した｡

2 遺物の概要

(1)概要

今回の調査では､縄文土器､土師器､須恵器､灰粕陶器､中近世陶磁器などの土器と､石器･石製品､

金属製品等が出土した｡この内､土器の出土点数は表 72のとおりである｡なお､｢遺物包含層 (Ⅱ

～Ⅲ層)｣としたものは Ⅱ ･Ⅲ層の区別なく掘り下げた際の出土土器である､また､遺物包含層 (Ⅳ･

Ⅴ層上面)｣としたものは､遺構検出作業で出土したもので本来はⅢ層に含まれるが､一定量が出

土していることからⅢ層と区別して表示した｡この､｢Ⅳ ･Ⅴ層上面｣とした出土土器は､｢Ⅲ層｣

としたものより中世以降のものが少なく､遺構検出面に近い状況を表していると思われる｡遺物包

含層では中世以降の遺物が比較的多く含まれる一方､遺構ではⅢ層上面を除いて古代以前の遺物の

みが出土しており､今回第 1調査面で検出した遺構群が､中世以前に廃絶した状況を示すと考えら

れる｡また､六里遺跡とは異なり､明確に弥生時代と判断できる土器が出土していないが､縄文時

代晩期と考えられる土器はわずかに認められる｡

これらの遺物のうち､遺構の性格や時期などを検討する上で必要な遺物､分類別の代表的な遺

物を中心に抽出して報告した｡

(2)出土遣物の器種 ･分類

各遺物の分類は､六里遺跡と統一した｡

縄文土器 遺物包含層や遺構埋土中からわずかに出土しているが､二次的な混入の可能性が高い｡

いずれも摩耗が著しく､時期や器形が判別できる個体は少ない｡図示したものについては､六里遺

跡のⅣ ･Ⅴ層にも含まれるIe期に属すると考えられる｡

土師器 古墳時代から中世にかけて製作された素焼きの製品を､すべて土師器と表記した｡器種は

古墳時代の襲､古代の聾や鍋､甑､焼塩土器､ロクロ土師器､中世の鍋や土師器皿がある｡古墳時

代後期から古代にかけての喪は､六里遺跡とは異なりB類が目立つ｡

須恵器 美濃須衛窯Ⅳ-2～Ⅴ-1期と考えられる須恵器がまとまって出土している｡六里遺跡で





第3節 古墳時代･古代の遺構 7

石製の剥片石器は出土しなかった｡

木製品 SWlの遺構の構造材として､加工のある杭が3点出土した｡

金属製品 銅製の銭貨1点､煙管1点､鉄製品6点､鉛玉1点がある｡用途不明の鉄製品が1点(925)

Ⅲ層で出土した以外は､いずれもⅡ層より上層から出土した｡

(3)遺物観察表

記載内容は､六里遺跡と統一した｡

第 3節 古墳時代及び古代の遺構 ･遺物

1 竪穴建物

SI1 (第 162図-165図)

検出状況 EM20からENlグリッドにかけて検出した｡遺構検出作業の初期段階で､炭化物を多

く含む堆積 (2層)が露出していた (第 RR3図)｡当初は焼失建物の可能性を念頭において調査

を進めていたが､まとまった炭化材は検出できなかった｡長軸方位はN-80-Eでわずかに束-

傾く｡本遺構の南側でS12と重複し､これより新しい｡また､床面上からSD14を検出した0

堆積状況 埋土はVb層に類似する黄灰色の粘質シル トと､炭化物及び焼土を大量に含む黒褐色

の粘質シル ト (同2層)からなる｡ 2層は掘方の中央部に堆積 しており､ 3層の堆積が廃絶後初

期.段階に流入して残った窪地状の部分に､炭化物を含む2層が堆積 したと考えられる｡

床面 ･掘方 床面はしまりが無く､床面遺構を検出した時点で基盤層に含まれる磯が露出した｡

床面上で重複するSD14を検出したため､貼床や整地土はないと判断した｡

付属遺構 壁際溝は掘方壁面に沿って検出し､カマ ド設置位置のみ途切れる｡壁際溝の断面形は

半円形である｡

主柱穴とした遺構 (P1- 4)は､P3を除いて浅い窪み状であり､いずれも柱痕跡などの柱

穴の特徴は確認できなかったが､その配置から主柱穴とした｡P1･2･4は形状や埋土が類似

する｡P3は他の主柱穴より径が小さくて深く､最下層に黒褐色の粘性が強い土が堆積していた｡

カマ ドは､掘方北壁の中央東寄りに位置する｡炭化物･焼土混じりの堆積土を除去したところ､

炭化物の広がりと燃焼部と考えられる被熱範囲 (4層)､北壁から延びる袖の一部 (7- 10層)

を検出した｡また､被熱範囲北側の壁際から小穴を検出しており､支脚柱が存在 した可能性があ

る｡西側袖部の下面に焼土混じりの埋土をもつ小穴があり､埋土上面の一部が被熱範囲に含まれ

る｡この他､カマ ド設置箇所から掘方の外-約 1.1m北に延びる煙道を検出した｡非常に浅いため､

上面が削平されていると考えられる｡遺構の北端部はやや窪んでおり､煙道の端部と考えられる｡

遺物出土状況 掘方北西部の埋土中から､ほぼ完形の灰軸陶器耳皿 (665)が出土した｡また､

東壁中央の壁際溝上面から､複数の亜角磯と土師器嚢や須恵器､灰粕陶器がまとまって出土した｡

土師器襲 (668)は､口縁部から底部までが破砕 した状態で出土した｡竪穴掘方の壁面に沿 うよ

うに破片が散布 しており､口縁部から体部上半の破片は南側にまとまっていた｡カマ ドからは､
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3層上面で灰粕陶器の壷類 (659･660)､煙道部北端

から須恵器の碗 (653)が出土した (第 164図)0

出土遺物 sll及びその付属遺構からは､須恵器､

灰粕陶器､土師器､石器 1点が出土した｡この内､24

点を図示した｡

647- 658･661は須恵器である｡648- 650は杯蓋 ._旦_

C類で､647はC類に類似するが口縁端部のかえりが

ほとんどみられない｡651は坪身B2類で､器高が低

く口縁部が大きく開く｡底面は回転-ラ切 り痕が残

る｡652は杯身C類である｡底面は-ラ切 り痕がナデ

消され､-ラ記号がみられる｡653- 656は碗である｡

653はカマ ド煙道部内から出土してお り､破片ではあ

るが､口縁から底部までの形態がわかる｡口縁部が緩

(S=1/80)

第162園 SIl埋土炭化物検出範囲

2m

やかに外反する｡657は皿である｡体部から口縁部にかけて緩やかに内湾 しながら立ち上がる｡

底部内面は使用による摩耗がみられる｡底面には回転-ラ切 り痕が明瞭に残 り､焼成前に刻まれ

た 2条の沈線 (-ラ記号)が認められる｡658は短頚壷と考えられる｡661は嚢である｡器壁の

外面にタタキ目､内面に当て具痕が明瞭に残る｡体部中程に指頭成形痕が残る把手が付されてい

る｡

659･660･662- 667は灰軸陶器である｡662･663は椀である｡662は器壁が薄く､灰粕が刷

毛塗 りされている｡口縁端部が強く外反する｡663は器壁が厚く､灰粕の発色がほとんどみられ

ない｡664は皿である｡灰粕や器壁の厚みなどは662に似る｡665は耳皿である｡器壁が非常に薄い｡

ロクロで成形 した皿の口縁部を折 り曲げて､耳皿の形態を作出している｡659･660･666は壷 ･

瓶類である｡660は659とともにカマ ド内から出土してお り､同一個体の可能性もある｡666は

外面全体に灰粕を施す｡667は手付瓶の把手である｡粘土紐を面取りし､細い板状にして器壁に

貼 り付けたと考えられる｡上端には自然粕が付着する｡

668- 670は土師器である｡668･669は聾B類である｡668は小型品で､器高は 15cm程度であ

る｡外面には煤が付着しており､煮炊きに使用したと思われる｡底面は平底で胴の上半に最大径

をもち､口縁部はくの字に屈曲する｡胴部外面は斜方向､口縁部内面には横位の粗いハケを施す｡

胴部と底部ではハケの方向が異なっており､底部側の方が後から施されている｡この部分はやや

器壁が厚くなっており､底部と胴部をつなぎ合わせた痕跡と考えられる｡底面の凹凸から､底面

の粘土板は粘土紐を巻いて成形した可能性がある｡670も668と同様くの字に外反する口縁をも

つが､屈曲部分が厚く端部が面取りされていることから､鍋と考えられる｡

所属時期 出土した須恵器は美濃須衛窯V-1期､灰軸陶暑削まK-90号窯期のものが大半であるこ

とから､Ⅵ a期に位置づけられる｡

sI2 (第 166･167図)

検出状況 ENlからEOlグリッドにかけて検出した｡平面形が隅丸方形であると考えられるが､

南半分が発掘区外に延びるため全容は不明である｡検出した範囲の埋土はVa層に酷似 してお
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可 ･l -/
B 1

19忘二幸4
1 2.5Y4/1 共灰色粘質シル ト しまる 粘性あり 全体に鉄斑 ･マンガン斑沈考 径0,2-2cbの
円辞を5% 炭化物を少食含む 下層との境界明瞭

2oiを脚 品 力駁 .畳 ヒ題 敬 呈力雛 祭 こて競 賢 覧 鵡 芸
3 10YRS/2 灰菜租色粘質シル ト ややしまる 粘性あり 全体に鉄斑 ･マンガン斑沈♯ 径03
-4cEDの円横を3%含む
4 10YR5/1 褐灰色粘質シル ト ややしまる 粘性あり 全体に鉄斑 ･マンガン斑沈jF 径0.2-
2cA)の円熊を7% 炭化物を少皇含む 壁瞭溝

E

1950

o く遺物〉 20cml l ｣

(S=1/10)

第163図 SIl遺構図①

壁際Il上面遺物出土状況

il

㌫

工

.･T

･[

･

･･
W
.
.

･∴

･

･,
-

･
･

二

′

･

"

㌍

.

躯
T

～

L

y

46L

1 2.5Y4/1 黄灰色粘質シルト しまる 粘性あり
全体に漉く鉄粧 ･マンガン粧沈%･､しみ状に鉄斑沈
♯10% 篠1-3cmの円舞を51含む 炭化物を少土含む
pl埋土
2 2.5y4/1 弟灰色粘貫シルト しまる 粘性あり
全体に漉く鉄虹 ･マンガン斑沈XL しみ状に鉄斑沈
着20% 径2-3cmの円蕪を3半含む 炭化物を少皇含む
p2埋土

P3 ･P4

l■
4 -

I 2.5Y4/1 共灰色粘質シルト しまる 粘性あり
全体に漉く鉄凍 .マンガン斑沈潜 炭化物と境土
(26YTS/8 明赤袖色土)を少皇含む 径1-4cmの円
嫌を10%含む
2 2.5Y4/l 洪灰色粘質シルト しまる 粘性あり
全体に溶く鉄克沈廿 炭化物を少丑含む 2.5Y3/i
黒褐色粘土 (全体に鉄斑沈潜)をブロック状に
40%含む
3 25Y3/1 巣鴇色粘土 しまりなし 粘性強い
全体に解放沈甘 雀1-6cTnの円裸を10%含む
4 2.5Y4/1 共灰色粘質シルト しまる 粘性あり
全体に漉く鉄斑 .マンガン斑沈潜､しみ状に鉄鉱
沈潜10% 径1-3cmの円熊を1(瑞含む

I-3.P3塊土 4:P4埋土

0 2m

(S=1/50)
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SIlカマ ド検出状況

･9忘 亘 L'
1 2.5Y4/1 黄灰色粘質シル ト しまる 粘性あり 全体に鉄斑 ･マンガン鑑沈普
径1-3cmの円嫌を5%含む

H 1 H■

19瓦 定7:
1 2.5Y4/1 柴灰色粘質シル ト しまる 粘性あり｣ ｣ 全体に鉄鉱 ･マンガン斑沈着

o く遺物〉 20cm
｣ ｣ ｣
(S=1/10)

o く遺構回〉 1m

(S=1/20)

1 2.5Y4/2 時灰黄色土 しまる 粘性あり 全体に
軟斑 ･マンガン斑沈考 焼土をプロッタ状に5% 炭化
物を少食含む
2 2.5Y4/1 黄灰色粘質シル ト しまる 粘性あり
下面に炭化物が分布 全体に沸く萩斑 ･マンガン妊沈
♯ 径1-4cmの円嫌を5%含む
3 2.5Y3/1 恩褐色粘質シル ト しまりなし 粘性あ
り 全体に炭化物と灰を多く含む 2.5YR5/8 明赤褐
色焼土をブロック状に10%含む 下面に炭化物堆積
4 10YR3/1 騒楢色粒質シル ト しまる 粘性あり
全体に炭化物と灰を含む 2.5YRS/8 明赤褐色焼土を
ブロック状に5%含む 上面が被熱両
5 2.5Y3/1 黒袖色粘質シル ト ややしまる 粘性あ
り 全体に炭化物と姓土粒を含む
6 2.5Y5/2 時灰黄色粘質シル ト ややしまる 粘性
あり 全体に炭化物と灰を含む

7 2.5Y3/1 無褐色粘貫シル ト しまる 粘性あり
全体に炭化物を含む
8 2.5Y5/2 時灰弟色粘質シル ト しまる 粘性あり
全体に鉄雄沈♯ 酸化マンガン沈耕 2.5YR5/8 明赤
褐色 旋土が少量批じる
9 2.5Y5/2 時灰異色粘質シル ト しまる 粘性あり
全体に鉄班 ･マンガン斑沈iit
10 2.5Y4/1 黄灰色粘質シル ト しまる 粘性あり
酸化マンガン沈帯 径1-2czDの円離3%含む SKl埋土
ll 2,5Y4/1 賞灰色粘質シル ト しまる 粘性あり
全体に濃く鉄班沈潜
酸化マンガン沈潜 径1-2cmの円嫌3%含む SXl埋土
12 10YR3/2 ,.%褐色粘質シル ト ややしまる 粘性強
い 全体に鉄班 ･マンガン斑沈♯ 径2-4cn)の円横3%
含む SKl埋土
13 10YR4/2 灰黄褐色粘質シル ト ややしまる 粘性
あり 全体に濃く鉄班 ･マンガン斑沈着 径0.7-4C皿
の円襟15%含む Vb層

第164図 SIl遺構図②
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12 第4章 稲荷連跡の調査成果

8

19.4伽l

C
19.40rl1

1

= = = = =よ こ= = ========= ==== = =

1 2.5Y5/2 時灰黄色粘質シル ト しまる 粘性あり 鉄斑沈潜しみ状に30%
全体にマンガン拡少i沈着 径2-6cmの円撫3%含む

1 10YTM/2 灰井褐色粘質シル ト しまる 粘性あり 全体に鉄虹 ･
マンガン粒沈書
2 LOYR3/1 黒褐色粘質シル ト しまりなし 粘性あり 炭を大畳に
含む 鐘L～4cmの円熊を7%含む 土器を含む
3 10YR4/l 粘灰色粘土 ややしまる 粘性あり 全体に鉄斑沈潜
径2-3cJnの円裸を10%含む
4 10YR4/2 灰共褐色粘質シル ト ややしまる 粘性あり 全体に濃
く鉄斑 .マンガン粒沈書
5 LOYR3/2 鳥褐色粘斉シル ト ややしまる 粘性あり 全体に鉄虹
沈着 径2-6cJlの円額を10半含む
1-3 Pl埋土 4･5 1T2唖土

S12掘方完掘状況

B-
- ｢~~-1炭化物等散布範囲

0 2m

(S=1/50)

P3･P4
D' i1 3i#i
lO･仙守 宅ブ

2 4
1 2.5Y4/2 暗灰異色粘質シル ト しまる 粘性あり 全体に
鉄狂 ･マンガン妊沈潜
2 10YR4/1 袖灰色粘質シル ト ややしまる 粘性あり 全体
に鉄血 ･マンガン鹿濃く沈甘 雀1-2cnの亜円藻を3%含む
3 2.5Y4/2 暗灰糞色粘質シルト しまる 粘性あり 全体に
鉄鉱 ･マンガン斑沈着 径2cmの円韻を3% 土着旨を含む
4 10YR4/1 柚灰色粘質シルト ややしまる 粘性あり 全体
に鉄塊:･マンガン斑濃く沈♯ 篠1-2cE)の亜円襟を3%含む
1-2.P3埋土 3･4.P4埋土

第166園 SI2遺構園

P5･P6

⊥ 1 2 ｣二
19･4hW

1 2.5Y4/2 時灰黄色粘貫シル ト
ややしまる 粘性あり 全体にマン
ガン粧沈着 鹿土塊を10%含む 炭
化物が混じる P5埋土
2 2.5Y4/2 時灰黄色粘質シル ト
ややしまる 粘性あり 全体にマン

ガン斑沈iit焼土と炭化物を少丘含
む P6埋土

P7

｣し1 且
･9･仙上丘ノ
I10YR5/2 灰黄地色粘質シル ト や
やしまる 粘性あり 全体にマンガン
血沈書 径0.7-2ctnの正円嫌を3%含む
旋土と炭化物を少丑含む
2 10YR3/2 愚褐色粘質シル ト やや
しまる 粘性あり 全体にマンガン粧
沈♯ 篠06-1cmの亜円漢を61含む
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り､検出当初からSI2より古いSD14の一部が露出していたことから､埋土が大きく削平されて

いたと考えられる｡長軸方位はN-840 -Eで､SIlとほぼ直交する｡SIl及びSD14と重複 して

おり､SIlより古く､SD14より新しい｡

堆耕状況 埋土が大きく削平されていたため､詳細は不明である.

床面 ･掘方 第 166図下図は､北東角付近でPlを検出した段階で一度掘削を終了し､その後周

囲の土層確認によって埋土が残存していることを確認 し､再度掘 り下げた後に検出した遺構の図

である｡このことから､主柱穴のある床面が存在 してお り､SK3-5を検出した面が掘方底面

と考えられるO

付属遺構 主柱穴としたPl･P2は､柱痕跡は確認できなかったが､形状や振方がよく似てお

り､Plの底面には粘土が堆積 していた｡遺構の北東角付近から焼土と炭化物の集積を検出した

が､カマ ドの痕跡であるかどうかは不明である｡

遺物出土状況 埋土中から遺物が出土しているが､特徴的な出土状況はみられなかった｡

出土遺物 sI2及びその付属遺構からは､縄文土器､須恵器､土師器が出土 した｡この内､ 8

点を図示した｡

図示した遺物はいずれも須恵器である｡671-673は杯蓋C類である｡いずれも体部中程から

頂部にかけて回転ケズリ調整されている｡674･675は杯身B2類である｡674は青みがかった色

調で､美濃須衛窯産ではない可能性がある｡底面に明瞭な回転糸切 り痕が残 り､ 1条の-ラ記号

が付される｡676･677は盤である｡ともに口縁端部が直線的に開き､端部が面取 りされる形態

をとる｡678は聾の底部である｡底面部分が僅かに平らになるが､丸底に近い｡外面にタタキ目､

二d

--ilFt:.)_tilTY.｢村_ll/llrNT.h･い.T1-号､I,

第167図 Sl2出土遺物
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内面に当て具痕が残る｡

所属時期 出土した須恵器は美濃須衛窯Ⅴ-1期に属すると考えられ､埋土中に灰粕陶器が含ま

れないことからVb期に位置付けられる｡

SI3 (第 168- 170図)

検出状況 EN2グリッドで検出した｡平面形は方形である｡周囲の竪穴建物より若干規模が小

さく､長軸方位がN-770-Eである｡S14と重複し､これより新しい｡

堆積状況 黄灰色の粘質シル トが堆積しており､基盤層との識別は容易であった｡

床面 ･掘方 硬化 した貼床はみられないが､主柱穴と思われる遺構を検出した面を床面とした｡

掘方の埋土は､北西一南東の対角線を境にして､土質が異なる (第 168図3･4層)｡掘方完掘後､

底面から4基の土坑 (p6･8- 10)とともに､S14の主柱穴の可能性がある掘り込み (SI4-P4)

を検出した｡

付属遺構 床面の壁際で検出した窪み状の遺構4基を主柱穴 (P1-4) とした｡柱痕跡など柱

穴の特徴は確認できなかったため､配置から判断した｡

カマ ドは､燃焼部と思われる被熱痕と掘方の東壁面から延びる袖の一部を検出した｡東壁に

張りだす部分は煙道部と考えられるが､この部分には､カマ ドの構造材と思われる土とともに被

熱 していない円磯が入れ込まれていた (Ⅰ-Ⅰ'1･3･4層)｡磯は径 20cmを超えるものが4個､

少 し小さめなものが3個あり､埋土上部に集中していた｡これらと同種の磯が､カマ ドに隣接す

るP5と､埋土中から2個出土した｡燃焼部は検出した袖部の間に位置する｡土層図から､カマ

ドの下部土坑の埋土上面 (H-H'6層)が被熱したと判断した｡

この他､床面上と振方底面で土坑を検出した｡P5はカマ ドに接 して掘 り込まれており､北側

の肩が袖部と一体化 している｡貯蔵穴である可能性がある｡

遺物出土状況 カマ ドやその周辺から､灰軸陶器の完形に近い個体がまとまって出土した (第

169図688-692)0

出土遺物 sI3及びその付属遺構からは､縄文土器､須恵器､灰粕陶器､土師器が出土した｡

この内､16点を図示した｡

679-687が須恵器である｡679･680は杯蓋A類である｡ともに口縁部と体部に明瞭な境がみ

られない｡679は体部外面が摩耗 している｡681･682は杯蓋B類である｡内面に短いかえりを有

すが､682はかなり口縁端部に近い位置に付される｡683は坪蓋C類である｡体部上半に回転-

ラケズリ調整を施す｡684は坪身A類で､短い口縁部が内傾する｡685は杯身C類である｡体部

から口縁部にかけて直線的に開く｡高台は残存していない｡686は盤である｡口縁端部が上方に

短く折 り返され､底面のやや外側に高めの高台が付される｡687は嚢の口縁部破片であるが､焼

成不良により全体が摩耗している｡

688-694は灰粕陶器である｡688と689は碗である｡688は体部に丸みがあり､口縁部の外反

がほとんどみられない｡689も同様であるが､径が大きい｡また688は体部外面に-ラケズリ調

整がみられるが､689は回転ナデ調整のみである｡689の底面には､回転糸切 り痕が明瞭に残る｡

灰粕はともに漬け掛けである｡690は､比較的高い高台と外反する口縁端部が特徴の深碗と考え

られる｡灰粕を漬け掛けで施す｡ 691は碗であるが､高台が低く角張る特徴がある｡全体的な
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T

i
t
.1

i

只

Z

C

･l -I

B 土器

2 4

D

1950m

l

Pl･P4

19忘 4 ------ £ 土

1 2.5Y4/1 黄灰色粘質シル ト しま
る 粘性あり 全体に濃く鉄斑 ･マン
ガン斑沈潜 5Y4/l灰色粘質シル ト(坐
体に鉄斑沈着)をブロック状に20%含む
p4埋土
2 2.5Y4/1 黄灰色粘質シル ト しま
る 粘性あり 全体に濃く鉄斑 ･マン
ガン斑沈潜 5Y4/l灰色粘質シル ト(坐
体に鉄斑沈着)をブロック状に30%含む
pl埋土

くb くb

1 2.6Y4/1 葬灰色粘質シル ト しまる 粘性あり 全体に欽
班 ･マンガン血沈着 炭を少量含む 5Y4/1 灰色粘質シル ト

(全体に鉄琴沈着)ブロック状に15%含む
径1-5cmの円礁5%含む
2 5Y4/1 灰色粘質シル ト しまる 粘性あり 全体に鉄班 ･
マンガン斑漉く沈着
3 10YR3/3 暗褐色粘質シル ト ややしまる 径5ctn以下の亜
円硬を少し含む マンガン斑沈着
4 10YR3/4 暗褐色粘質シル ト ややしまる 径3cm以下の亜
円磯を少し含む マンガン斑沈着

..｣P2･P3.L1 F■19･4証｢主一一一一一 一一 一 £~

1 5T4/1 灰色粘質シル ト しまる 粘性あり
鉄鉱沈着しみ状に30% マンガン虹少量沈一着
P2埋土
2 2.5Y4/1 共灰色粘質シル ト しまる 粘性
あり 全体に鉄斑 ･マンガン斑沈方 5Y4/1灰

色粘質シル ト(全体に鉄斑沈着)をブロック状
に15%含む P3埋土

0 2m

P7

6 .旦｣

19140m&

1 2.5Y4/1 黄灰色粘質シル ト
しまる 粘性あり 全体に濃
く鉄雄 ･マンガン班沈着
2 7.5YR5/2 灰褐色粘質シル
トしまりなし 粘性あり 全
体に鉄斑沈着
3 2.5Y5/1 黄灰色粘質シル ト
しまる 粘性あり 全体に濃
く鉄斑､マンガン斑少量沈♯

(S=1/50)

第168園 SI3遺構園①

器高も低い｡灰粕を漬け掛けで施す｡692･693は皿である｡692は内面に焼成時の付着物が著し

く付着する｡693は口縁端部に意図的な窪みが付されており､輸花皿と思われる0692よりやや

高めの高台が付される｡694は,段皿の体部片である｡内面に灰粕を施すが､破片であるため詳細

は不明である｡

所属時期 埋土中の須恵暑削ま破片が多く時期にまとまりがないことから､混入と考えられる.一

方灰粕陶器は完形に近い個体が多く､カマ ド付近に集中することから､竪穴建物廃絶時に遺棄さ

れたと思われる｡出土した灰粕陶器が0-53号窯式期に属すると考えられることから､Ⅵb期に

位置付けられる｡
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sI3カマ ド検出状況 1-I ＼ミ>写､
こ-5ヰ 琶喜7 ---I-==I-:1･･

1 10Y5/1 褐灰色粘質シル ト しまる 粘性あり 全体に
鉄班 .マンガン斑沈jr

1 2.5Y4/2 時灰黄色粘質シル ト しまる 粘性あり 全体に
鉄班 ･マンガン斑沈着 炭化物を少丑含む
2 2.5T4/2 暗灰黄色粘質シル ト しまる 粘性あり 全体に
鉄班マンガン斑沈着 炭化物と灰を含む
(5Y4/2 灰オリーブ色シル ト)をブロック状に40%含む 炭化材

片と族土(7.5YR7/8 黄穫色)を少丑含む
3 10YR4/1 褐灰色粘質シル ト ややしまる 粘性あり 全体
に灰を含む 炭化物をブロック状に10%含む
旋土(2.5YR5/8 明赤褐色)をブロック状に10%含む
4 2.5Y4/1 讃灰色粘質シル ト しまる 粘性あり 全体に溶
く鉄班 ･マンガン斑沈jr
5 10YR3/2 黒褐色粘質シル ト しまる 粘性あり 2.5YR5/8
明赤褐色の族土が多泉に泡じる
6 2.5Y4/1 黄灰色粘質シル ト しまる 粘性あり 全体に鉄
班 ･マンガン斑沈3r
7 10YR4/1 禍灰色粘質シル ト ややしまる 粘性あり 全体
に濃く鉄班沈3r
8 2.5Y4/2 時灰黄色粘質シル ト しまる 粘性あり 全体に
鉄班 ･マンガン血沈jr 炭化物と灰を含む 5Y4/2灰オリーブ
色シル トをブロック状に4(瑞含む 炭化材片と旋土(7.5Y7U/8
来世色)を少食含む
9 2.5T4/2 時灰黄色粘質シル ト しまる 粘性あり 全体に
鉄班 ･マンガン鑑沈着 5Y4/1灰色粘質シル トをブロック状に
20% 5Y5/2灰オリーブ粘質シル ト(浪く鉄斑沈廿)をブロック状
に15先含む
I-7:カマド堆積土 8･9:P5埋土

0 1m

P6
K K'
19.4伽11
-てら-

1 7.5YR5/1 褐灰色粘質シル
ト ややしまる 粘性あり 全
体にマンガン斑沈着 焼土を
少i含む 26Y5/1黄灰色粘質
シル トをブロック状に2(瑞含む

B' P9

M .且_
1940m
iiiii

l lOYR3/3 暗褐色粘質
土 ややしまる 径3cn
以下の亜円韻を少壬含
む マンガン斑沈ji'

第169園 SI3遺構園②

2m

(S=1/20)

P8

L L'

19･40mよ

1 10YR3/1 無褐色
粘質シル ト ややし
まる 径3cm以下の
亜円襖を少し含む
マンガン斑沈廿

PIO

1

19･40m＼ J て ケ

1 10YR4/2 灰黄褐色粘質シ
ル ト ややしまる 雀2皿以
下の亜円硬を少し含む 炭化
物が少し混じる 鉄分沈it

(S=1/50)
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ー-こ二二二二｢ クコ694

､-- 二-;:I:~7-

(S=1/3)

第170園 Sl3出土遺物

sI4 (第 171-174図)

検出状況 EM2からEN3グリッドで検出した｡平面形は､東西方向に広い長方形である｡長軸

方位はN-720-Eである｡S13とSI5､土坑列4のSK51-53と重複し､これらより古い｡

堆積状況 黒褐色の粘質シル トが堆積している｡

床面 ･掘方 貼床や整地土はみられず､主柱穴は掘方底面に直接設置されていた｡掘方が非常に

浅いため､上面が削平されたと考えられる｡

付属遺構 掘方底面で検出した遺構の内､その配置から3基を主柱穴 (P1- 3) とした｡また､

S13の掘方底面で検出した遺構の内､S14の掘方に含まれることが想定される2基を本遺構の

付属遺構とし､その内 1基を主柱穴とした (P4)｡P2- 4は規模が似ており､P2には柱痕跡

と思われる土層がみられる (第 172図)｡

カマ ドは振方北壁中央のほぼ中央に設置されている｡燃焼部と思われる被熱痕と東側の袖の

一部などを確認 した｡被熱痕は残存する袖部の西側に位置し､掘方底面や P9の上面が熱を受け

ている｡この被熱痕の北側に､Pllを掘方とする立石があり､検出面から上に約13cm露出していた｡

支脚柱の可能性があるが､明確な被熱の痕跡は確認できなかった｡残存する袖部の南端からは､

被熟 した長楕円磯を検出した｡長軸の長さが約 35C皿ある大型磯で､カマ ドの構造材として用い

られていた可能性がある｡袖部の除去後､7基の小穴 (Plo-15)を検出した｡どの土坑の埋土

にも焼土や炭化物が混じるが､Pll以外はカマ ドとの関係は不明である｡この他､掘方底面で検

出した土坑 (p5- 8)についても､性格は不明である｡

遺物出土状況 カマ ドの被熱痕上層から､土師器聾の口縁部から頚部にかけての破片がまとまっ

て出土した (第 172図697)｡体部から底部の破片は出土していない｡
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B

19.40nl

1 10YR3/2 巣鴇色粘質シル ト ややしまる 径5cn以下の亜円襟を少し含む 10YR5/3にぷい葬褐色粘質土ブロッ
クを含む マンガン斑沈着
2 10YR4/3 にぷい共褐色粘質シル ト しまる マンガン斑沈方 va盾

C
19.4h

(S=1/50)

第171図 Sl4遺構図(む
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出土遺物 sI4及びその付属遺構からは､須恵器､灰粕陶器､土師器が出土した｡この内､3

点を図示した｡

695･696は､須恵器の杯蓋A類である｡ともに口縁部と体部に明確な境界が無い｡695の体部

上半には､回転-ラケズリ痕が残る｡697は土師器の蛮A類である｡体部外面は斜方向､内面に

横位の同様な工具によるハケ調整を施す｡口縁部内外面を横ナデ調整 し､ハケ目をナデ消す｡口

縁端部を面取りし､上方に摘み上げる｡体部上半の内面には､コゲが付着する｡

所属時期 重複関係が周囲の遺構の中では最も古い｡出土した須恵器杯蓋は破片であるため明確

ではないが､Ⅳb期に位置付けられる｡

sI5 (第 175-178図)

検出状況 EM3からEN3グリッドで検出した｡遺物包含層の掘削を行った時点で炭化物を多く

含む堆積 と集積 した須恵器等の破片を確認 したが､後の遺構検出によって､S15の北壁中央に

近い埋土上面に位置することが判明した｡平面形は､やや歪んだ方形で､煙道部がやや突出して

いる｡長軸方位はN-70-Wである｡掘方の北西でS14と重複 し､これより新しい｡
堆積状況 黒褐色の粘質シル トが堆積していた｡

床面 ･掘方 床面の硬化や整地土は確認できなかった｡掘方が非常に浅いため､上面が削平され

たと考えられる｡

付属遺構 掘方底面で検出した遺構の内､その配置から4基を主柱穴 (P1-4)としたが､い

ずれも浅い窪み状の遺構である｡また､掘方底面の南東隅と中央付近から土坑 (p5･6)を検

出したが､性格不明である｡

カマ ドは､掘方北壁のやや東に寄った位置から検出した｡当該位置には､S15を検出した段

階ですでに埋土上面に炭化物が集中していた｡破却された構造材と思われる堆積を除去後､袖の

一部と被熱痕､炭化物の広がりを検出した｡被熱痕は2箇所あり､南側が燃焼部､北側が被熟し

た煙道部と思われる｡袖部にも円形の焼土がみられるが､断面図から､モグラ穴あるいは植物痕

に焼土が入 り込んだものである可能性が高い｡煙道部が掘方北壁の外-0.15m程度突出してい

る｡袖部除去後には3基の土坑 (p7- 9) を検出した｡この内､p9はカマ ドの焚口正面にあ

たり､カマ ドと何らかの関係があった可能性はあるが､埋土に炭化物が混入するなどの特徴はみ

られなかった｡

遺物出土状況 掘方北西に近い位置の埋土上面から､須恵器や灰粕陶器がまとまって出土した｡

遺構検出作業の際にすでに露出していたため､遺物包含層出土遺物として取 り上げた破片も多

い｡出土状況から､S15の埋没過程で､窪地状になった遺構内に遺棄されたと考えられる｡出

土位置にまとまりがあるものは (第 175図)同時に遺棄された可能性があるが､完形になる固体

は認められない｡猿投産の須恵器の喪 (704)や平瓶 (702)､灰粕陶器の長頭瓶 (703)や小瓶 (706)

など､特徴的な遺物が出土している｡なお､器面がはぜるように割れているものが多いことから､

二次焼成を受けている可能性がある｡

出土遺物 sI5 (埋土上面含む)及びその付属遺構からは､須恵器､灰粕陶器､土師器が出土した｡

この内､10点を図示した｡

698-702･704は須恵器である｡698は杯蓋C類で､カマ ドから出土した｡699は杯身A類である｡
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P1
伝 G■

19･40mて工7-

1 2.5Y5/1 美灰色粘
質シル ト しまる 粘
性あり 全体に鉄斑沈
潜 ･マンガン斑少土沈
廿 25Y4/2 時灰黄
色粘土をブロック状に
15%含む 旋土を少皇
含む

P5
J 1
19･40m｢⊂±r

1 10YR3/3 暗褐色粘
質シル ト ややしまる
径3czu以下の亜円韻を
少し含む マンガン妊
沈書

S14カマド検出状況

1 2.5y4/1 讃灰色粘質シル ト ややしまる 粘性あり 全体に鉄斑沈廿
5Y4/1灰色粘土をブロック状に30%含む
2 5Y4/1 灰色粘土 ややしまる 粘性あり 2.5Y4/1黄灰色粘質シル ト
(全体に軟度沈着)をブロック状に20%含む
3 10YR4/I 1ち灰色粒質シル ト ややしまる 粘性あり 全体に鉄斑沈書
4 10YR3/2 黒褐色粘質シル ト ややしまる 10YR4/3にぷい共褐色土ブ
ロックを30%含む マンガン斑沈着
5 10YR4/2 灰黄色粘質シル ト ややしまる 径3cb)以下の円熊を少し含
む マンガン妊沈着
1-3:P3埋土 4･5:P2埋土

P6
K K'

19･仙 て す
2

1 2.5Y4/1 共灰色粘質シ
ル ト ややしまる 粘性
あり 全体に鉄妊沈着
マンガン斑少i沈着
2 2.5Y5/2 時灰共色粘質
シル ト しまりなし 粘
性あり 全休に鉄鉱 ･マ
ンガン斑淡く沈i'-径0.2
-0.7cDの円襟を3%含む

F,‡

P7

L L'

19■仙下≡才
1 10YR4/l 褐灰色粘質シ
ル ト ややしまる 粘性
あり 全休に沸く酸化マ
ンガン沈着

0

bl(∪
-I E= 霊芸棚

1m

(S=1/20)

第172園 SI4遺構園②

P4
1 Ⅰ●

19㌔ オー
1 10YR3/2 黒褐色鵜質シル ト
しまりなし 粘性あり 全体に
鉄斑沈着 マンガン斑沈着
2 10YR4/2 灰黄色粘東シル ト
ややしまる 粘性あり 全体に
マンガン斑沈着 径4cIZ)以下の
円銀を3≠含む

P8
LJ LlI
'9･仙ー♭

1 10YR3/l 黒褐色粘質
シル ト ややしまる 径
3czn以下の亜円熊を少し
含む マンガン斑沈書

2m

(S=1/50)

(ト
6
9
)

紳
T

_ ｣

ユ室
1 10YR3/3 時鴇色粘質シル ト ややしまる 浜土粒
が少量批じる マンガン血沈廿
2 10YR3/2 黒褐色粘質シル ト ややしまる 細かい
焼土粒が少丑混じる マンガン斑沈着
3 10YR3/2 nq補色粘質シル ト ややしまる マンガ
ン放沈♯
4 10YR3/l 黒褐色粘質シル ト ややしまる 旋土粒
が多生に混じる マンガン鉦沈iF
6 10YR3/3 時袖色粘質シル ト ややしまる 旋土粒
が少主梶じる マンガン粧沈書
6 10YR4/2 灰共鴇色粘質シル ト ややしまる 炭化
物が少立地じる マンガン血沈廿
7 10YR4/2 灰黄褐色粘質シル ト ややしまる マン
ガン斑沈着
8 10YR4/3 にぷい焚袖色粘架シル ト ややしまる
マンガン斑沈有
9 10YR3/L 果褐色粘質シル ト ややしまる 径3cn以
下の亜円襖を少量含む マンガン滋沈着
10 10YR4/2 灰黄袖色粘質シル ト ややしまる 粘性
あり 全体に鉄雄 ･マンガン斑沈♯ pll埋土
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S】4カマド掘状況

P12･P13
R R■
2

19･40m占古

1 25Y3/2 鼎褐色粘質シル ト
ややしまる 粘性あり 全体に
マンガン斑沈着 炭化物を少量
含む 焼土を少量含む P12埋土
2 26Y3/2 巣褐色粘質シル ト
ややしまる 粘性あり 全体に
マンガン斑沈着 炭化物を少量
含む 妹土を少皇含む P13埋土

(/' も696

P9

P P'

19餅 ~

1 7.5YR3/2 黒褐色粘質シル ト しまる
粘性あり 10R5/6赤色塊土を多量に含む
炭化物が少主薩じる
2 10YR4/2 灰黄褐色粘質シル ト しまる
粘性あり 全体にマンガン斑沈着 炭化物
が少呈出じる
3 2.5Y4/2 時灰黄色粘土 しまりなし
粘性強い 焼土と炭化物が混じる
4 10YR4/2 灰黄褐色粘質シル ト しまる
粘性あり 全体にマンガン斑沈着
5 10YR4/2 灰黄褐色粘質シル ト しまる
粘性あり 全体にマンガン斑沈潜 焼土が
少土混じる

P14

S S■
19.40m

-U

1 lOYR4/3 にぷい共褐色粘
質シル ト ややしまる 粘性
あり 全体にマンガン斑沈着
炭化物が少量混じる

2m

(S=1/50)

第173図 Sl4遺構園③

PIO･Pll

O .旦_
19.40m 1

当F

i 2.5Y3/2 黒袖色粘質シル ト
ややしまる 焼土が少皇混じる
粘性あり 全体にマンガン鹿沈着
焼土と炭化物を少量含む 径1cm
の亜円磯を3%含む PIO埋土
2 10YR4/2 灰黄軸色粘土 やや
しまる 粘性あり 全体に鉄塊:
マンガン鹿沈着 族土塊を少量含
む Pll埋土

P15
T T■
19.40m
TJ

1 2.5Y3/2 黒褐色粘質シル
ト ややしまる 粘性あり
全体にマンガン斑沈♯ 焼士
と炭化物を少量含む

♂ ∴ - ∴

(S=1/3)

第174図 Sl4出土遺物

口縁部の立ち上がりは短く､やや強く外反する｡受部は丸みがあり､境界が明瞭である｡底面に

は回転-ラケズリを施す｡700は杯身B2類､701は碗である｡701はSIl出土の653と比較す

ると体部下半に丸みがあり､高台の断面形が矩形に近い｡702･704は埋土上面で出土した｡702

は平瓶である｡口縁部は僅かに外側-傾くが直立に近い｡口縁端部は強く外反する｡胴部との

境には穿孔して差し込んだ製作痕が明瞭に残る｡体部外面上半と底面に回転-ラケズリを施す｡

内外面に被熱によるものか器面荒れがみられる｡704は嚢である｡口径が約 30cmある大型品で､

赤みがかった体部外面の色調が特徴である｡口縁部を回転ナデ､体部をタタキによって成形する｡

体部外面にはタタキ目がみられるが､内面には青海波などの当て具痕はなく､複数の凹凸のみが

残る｡これらの特徴から､猿投産と考えられる｡なお､内面に702と同様な器面荒れがみられる｡

703･705･706は灰粕陶器である｡いずれも埋土上面から出土した｡705は皿であり､口縁端



2

1 5Y3/1 灰色粘質シル ト しまる 粘性あり 全体に濃く鉄斑 ･マン

ガン斑沈着 6Y5/1 灰色粘質シル ト(全体に鉄班沈潜)をブロック状に

16%含む

2 2.5Y3/1 熟視色粘質シル ト ややしまる 粘性あり 全体に鉄班 ･

マンガン斑沈着 椀土(5YR5/8 明赤褐色)をブロック状に10%含む

o く遺構園〉 1m

(S=1/20)

第175園 SI5遺構園(丑

o く遺物〉 20cm
J i ｣
(S=1/10)

部が強く外反する｡灰粕は発色が悪いためほとんど確認できない｡703は長頭瓶である｡胴上半

に最大径がある丸みを帯びた体部をもつ｡底部から体部下半にかけて回転-ラケズリを施す｡高

台は底面ではなく体部側に付されており､断面形は矩形である｡内外面に702と同様の器面荒れ

がみられる｡706は小瓶である｡体部下半の外面が回転-ラケズリ調整されている｡灰粕の施粕

は確認できない｡702と同様の器面荒れがみられる｡

707は土師器の甑である｡把手部分であり､指ナデによる成形痕が明瞭に残る｡

所属時期 埋土上面から出土した遺物はⅥ a期に属すると考えられるが､以下の埋土中からは灰

軸陶器が出土していないことから､一時期古いVb期に位置付くと判断した｡

SI6 (第 179-181図)

検出状況 EM4からEN4グリッドで検出した｡北東部分は発掘区外に延びる｡平面形はほぼ方

形である｡長軸方位はN-180-Wである｡掘方の東壁は掘 りすぎ等により不明瞭であるが､SK112

の掘方壁面でS17との重複関係を確認 し､S16の方が古いことが判明した｡
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P2･P3

1

19150m 1

0 2m

(S=1/50)

1 25Y4/1 黄灰色粘貿シルト しまる 粘性あり 全
体に鉄斑沈井 .マンガン類比3r PJl埋士
2 2.5Y4/) 共灰色粒質シル ト しまる 粘性あり 全
体に鉄血 ･マンガン立沈廿 pl埋土

P5

J ｣L
19,50m
in

1 26Y4/1 費灰色粘貿シル ト
しまる 粘性あり 全体に鉄
斑 ･マンガン斑沈jr 炭化物
を少量含む

I 2,5YJI/1 共灰色粘質シル ト しまる 粘性あり 全
体に鉄鹿沈廿 .マンガン克沈廿 p3埋土

2 2.5Y4/1 賞灰色粘ダシル ト しまる 粘性あり 全
体に紫斑 .マンガン斑沈着 p2埋土

P6

K _且.19.50m

甲
1 2.5Y4/l 黄灰色書占質シルト しまる 書占性あり 全体に鉄
姓 .マンガン斑沈着
2 10YR4/l 軸灰色粘質シルト しまりなし 粘性あり 全体
に鉄斑 .マンガン斑沈jF 2.5Yl16/8明赤禍色焼土を少土含む
3 2.5Y3/2 魚鴇色粘質シルト しまりなし 粘性あり 全体
に鉄斑 .マンガン斑少丑沈着

第176園 SI5遺構園②



SI5カマド完掘状況

～ ｡廼 .2､ 698 "I

Jl喜
1 10YR5/l 褐灰色粘質シル ト しまる 粘性あり 5YR5/8明赤
褐色旋土沈着 炭を含む
2 10YR6/1 槻灰色粘質シル ト しまる 粘性あり 25Y5/2暗
灰葬色粘質シル トをブロック状に30%含む 5YR6/8明赤禍色焼
土をブロック状に40%含む
3 10YR5/1 褐灰色粘質シル ト しまる 粘性あり 2.5YR5/8明
赤褐色競土を大丑に含む
4 10YR3/2黒袖色粘質シル ト しまる 粘性あり 2.5YR5/8明赤
楢色鹿土をブロック状に30%含む 炭を含む
5 5Y3/1 オリーブ.%色粘質シル ト しまりなし 粘性あり 灰
と戊を多く含む
6 10YR4/1 栂色砂質シル ト しまりなし 粘性なし
7 10YR4/4 袖灰色粘質シル ト しまる 粘性あり
8 5Y4/l 灰色粘質シル ト しまりなし 粘性強い 全体に鉄斑
沈廿
9 1OYR3/2 黒褐色粘土 しまりあり 粘性あり 10YR7/6明菜
租色土プロッタ10%含む 礁含まず
10 2.6Y4/1 黄灰色粘質シル ト しまる 粘性あり 全体に鉄妊
･マンガン斑沈♯
ll 7.5YR4/1 資灰色粘質シル ト しまる 粘性あり 全体に軟

舞沈3r 5YR5/8明赤褐色旋土を多く含む
12 2.5Y4/2 時灰黄色粘質シル ト しまる 粘性あり 全体に鉄
雄 ･マンガン雄沈着 l喝埋土

13 2.6Y4/1 黄灰色粒質シル ト しまる 粘性あり 全体に鉄斑
･マンガン鹿沈廿
14 2.5Y4/2 時灰朱色粘質シル ト ややしまる 粘性強い 全体
に欽斑 .マンガン斑沈着 p7埋土
15 10YM/1 楢灰色粘質シル ト しまる 粘性あり 全体に鉄班
･マンガン妊沈♯ 炭化物を多く含む
16 7,5YR4/2 灰褐色粘質シル ト しまる 粘性なし 2.5Y5/8明
赤粕色競土を大量に含む 被熱
17 10YR4/1 楢灰色粘質シル ト しまる 粘性あり 全体に鉄班
･マンガン斑沈♯ vbJg
※16月の断ち割り明重は東西断面でのみ実施

◎ 46 1P9;5Nom

-I 1 10YR4/2 灰IR褐色粘質シル ト しまる
粘性あり全体に鉄斑 .マンガン斑少食沈着

lm 2 2.5Y5/1 黄灰色粘貫シル ト しまる 粘

(S=1/20)
性あり全体に鉄斑 ･マンガン斑沈着

第177図 SI5遺構囲③
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出土遺物 sI6及びその付属遺構からは､須恵器､灰粕陶器､土師器 が出土した｡この内､10

点を図示した｡

708-713は須恵器である｡708は坪身A類である｡口縁部は僅かに外反 しながら上方に立ち

上がる｡休部外面下半に回転-ラケズリ調整を施す｡なお､体部外面に原因不明の摩耗がみられ

る｡709は杯身C類である｡底面が丁寧な回転-ラケズリによって調整され､底面の内側によっ

た位置に断面形が矩形の高台が付される｡710は器種不明の口縁部である｡711は盤である｡口

縁部は短く立ち上がり､体部外面下半に回転-ラケズリ調整を施す｡712は高坪等の脚部と思わ

れる｡薄手で胎土の断面が灰赤色である｡単位は不明であるが､透かしが付される｡713も高杯

等の脚部と考えられる｡

714-717は土師器である｡714はロクロ土師器の柱状高台をもつ皿である｡底面に回転糸切

-/ -/

B

19.6伽l 土器 土器

1 2

I三■

1 5Y4/1 灰色粘質シル ト ややしまる 粘性あり 全体に濃く鮫皮
沈斉 マンガン郎沈♯ 径01-4cmの円凍2%含む

P3

D' E 1
19.COM

31
頂 訂
2

1 2.5Y4/1 賀灰色粘質シル ト しまる 粘性あ
り 全体に鉄妊沈着 濃くマンガン斑沈着 炭化
物を少]臣含む Pl埋土
2 2.6Y4/1 黄灰色粘質シル ト しまる 粘性あ
り 全体に鉄斑沈♯ 漉くマンガン斑沈♯ 炭化
物を少畳含む P2埋土

1 2.5Y4/l 共灰色粘質シル ト しまる
粘性あり 全体に浪く鉄斑沈3r マンガ
ン斑沈潜

2 25Y4/l 葬灰色粘質シル ト しまる
粘性あり 全体に浪く鋲斑沈♯ 濃くマ
ンガン鹿沈方 炭化物と族土 (2.5YR5/8
明赤色)を少i含む

3 25Y4/l 黄灰色粘常シル ト しまる
粘性あり 全体に漉く鉄粧沈着 6Y4/1
灰色粘質シル トをブロック状に20%含む

第179図 SI6遺構図①

0 2m

(S=1/50)
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り痕が残る｡715は嚢A類と思われるが､口縁端部の摘み上げはそれほど顕著ではない｡716･

717は蛮B類の口縁部破片であり､内外面ともにハケ調整が施されている｡

所属時期 出土した遺物に時期差はあるが､カマ ドから灰粕陶器の破片､埋土からロクロ土師器

(714)が出土していることから､Ⅵ a期以降に位置付けられる可能性が高い｡なお､遺構の重複

からS17よりは古いが､S17の遺物出土状況もS16と同様である｡

SI7 (第 182･183図)

検出状況 EM4からEN4グリッドで検出した｡遺構北部は発掘区外に延びる｡平面形は方形に

近い形状であると考えられる｡長軸方位はN-580-Eで､南北軸から東に傾く｡掘方の西壁は掘

りすぎ等により不明瞭であるが､SK112の掘方壁面でS16の重複関係を確認 し､S17の方が新

しいことが判明した｡また､南側で重複するS18よりも新 しい｡なお､水田の取水管を通すた

めに掘 り残していた畦に遺構の西部がかかっており､当初の掘削で畦にかかっていなかった東部

の床面を下げすぎたため､平面図上では床に段がついた状態になっている｡

堆積状況 埋土は黄灰色の粘質シル ト､振方埋土は褐灰色の粘質シル トが堆積 している｡いずれ

も全体的に鉄斑とマンガン斑が沈着し､Ⅵ層に由来する円磯が混じる｡

床面 ･掘方 前述の畦の除去中に床面土坑 (p2)を検出したことから､遺構東部の床面を掘 り

すぎてしまっていたことが判明した｡検出面から床面までの深さは約 0.08m､掘方の埋土も約

0.06mで非常に浅い｡

付属遺構 床面で検出した遺構の内､p3は遺構の半分を確認できなかったため､規模 ･性格と

もに不明である｡Plは､排水溝掘削で確認 した遺構であるが､その位置から主柱穴とした｡た

だし､その他の位置で主柱穴と思われる遺構は確認できなかった｡P2は掘方底面から検出した

土坑であるが､その性格は不明である｡カマ ドは､発掘区外に位置すると想定される｡

遺物出土状況 埋土中から遺物が出土しているが､特徴的な出土状況はみられなかった｡

出土遺物 sI7及びその付属遺構からは､須恵器､灰粕陶器､土師器の他､台石と考えられる

石器 1点が出土した｡この内､7点を図示した｡

718- 722は須恵器である｡718は坪蓋C類である｡体部外面が口縁部付近まで回転-ラケズ

リ調整される｡719･720は杯身A類である｡719は､口縁部が外反 しながら上方に立ち上がり､

受部は横方向に突き出す形状をとる｡体部は直線的で丸みがない｡底面は平坦で､-ラ切 り痕を

不定方向にナデ消す｡底面周縁には僅かに回転-ラケズリ調整を施す｡720は､口縁部が内傾し､

受部の高さとの差が少ない｡721は坪身B2類である｡焼成不良により､色調が灰白色である｡

722は盤である｡今回出土した盤の中では最も高い脚台をもち､身との境に透かしを施す｡

その他､723は土師器の襲A類､724は台石と考えられる｡723は口縁端部の摘み上げと面取

りが確認できるが､表面が磨滅 している｡724は､偏平な川原石の平坦面にやや窪んだ磨面がみ

られる｡

所属時期 出土した須恵器は､最も新 しいもので美濃須衛Ⅴ-1期まで確認できる｡SI6･S1

8より新 しいため､Ⅵ a期以降に位置付けられる｡

SI8 (第 184- 186図)

検出状況 EM4からEN6グリッドで検出した｡平面形はやや不整な方形である｡遺構の南側は
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堆積状況 黄灰色の粘質シル トが堆積しており､多少の差はあるが､埋土の広い範囲で焼土と炭化

物の混じりが認められた｡

床面 ･掘方 硬化した床面や整地層は確認できなかった｡発掘区壁面土層にみられる壁際溝のある

掘方底面と､平面で検出した底面の標高値がほぼ同じであるため､床面の整地は行われていなかっ

たと思われる｡

付属遺構 主柱穴は確認できなかった｡カマ ドと考えられる遺構は､掘方の北東隅に近い底面から

北壁に接して検出した｡A-A'の土層図では､カマ ドの痕跡と考えられる土坑の上面に灰黄褐色

の堆積 (2･3･5層)がみられ､破却されたカマ ドの構造材が堆積していた可能性がある｡埋土

19･仙ノ｢ - / ---

1 10YR4/2 灰黄褐色粘質シル ト ややしまる 粘性あり 全体に鉄班 ･マンガン斑
沈着 25Y4/2 暗灰黄色粘土をブロック状に30%含む 径1-4cmの亜円廉を5%含む

D

19.40m

Pl･P4

E

19.40m

1 10YR4/3 にぷい黄褐色粘質シル ト ややしまる 粘性あり 全体に鉄斑 ･マ
ンガン班沈潜 径1-2cmの亜円磯を5%含む
2 10Ylu/3 にぷい黄祇色粘質シル ト ややしまる 粘性あり 全体に鉄班 .マ
ンガン班沈着 篠3-5cmの亜円襟を10%含む 粗砂を含む
3 10YR3/2 黒褐色粘土 ややしまる 粘性あり 全体に鉄血 .マンガン班沈着
4 10YR4/2 灰責褐色粘土 しまりなし 粘性強い 全体に鉄斑 ･マンガン班汰
着 径2-5C皿の亜円磯を3%含む
1･2･Pl埋土 3･4･P4埋土

｣し

P5
6 6'1I
19140m-&

2

1 10YR3/2 黒褐色粘質シル ト
しまる 全体にマンガン斑沈着
焼土と炭化物が泡じる
2 10YR4/3 にぷい黄軸色粘質
シル ト しまりなし 全体に鉄
班 .マンガン斑沈帯 径1-2cm
の亜円康を3%含む

1 10YR4/2 灰黄褐色粘質シル ト ややしまる 粘性あり 全体に鉄粧 ･
マンガン班沈着 径2-4cmの亜円裸をl【瑞含む P3埋土
2 2.5Y4/2 暗灰発色粘質シル ト しまる 粘性あり 全体に鉄斑 ･マン
ガン班沈着 径1-4cmの亜円硬を20%含む P2埋土

0

第184図 SI8遺構図(》

2m

(S=1/50)
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中に多量の焼土や炭化物を含むが､燃焼部は確認できなかった｡完掘後に複数の小穴を検出した

が､北壁に最も近い小穴 (C-C'5･6層)が位置的に支脚柱の掘方である可能性がある｡

なお､土層図では壁際溝 と考えられる掘方の立ち上が りが確認できるが､平面で検出するこ

とはできなかった｡

遺物出土状況 埋土中から遺物が出土しているが､特徴的な出土状況はみられなかった｡

出土遺物 sI9及びその付属遺構からは､須恵器､灰粕陶器､土師器が出土した｡ほとんどが

破片である｡このうち2点を図示 した｡

728は須恵器の杯蓋である｡カマ ドから出土した｡厚手で､頂部周縁の広い範囲に回転-ラケ

ズリ調整を施す｡また､摘みの痕跡が残る｡ 口縁端部にかえりがなく､内面にわずかな段がある｡

729は土師器の襲A類である｡磨滅が激 しいが､口縁端部の摘み上げと外面のハケ目が確認でき

る｡

所属時期 カマ ドから出土した須恵器杯蓋の時期や､埋土中から灰軸陶器が出土していることか

ら､Ⅵ a期に位置付けられる｡

SIIO(第 189- 191図)

検出状況 EN5からEO6グリッドで検出した｡平面形は隅丸方形である｡長軸方位はN-300-W

である｡当該範囲は検出作業時に複数の竪穴建物が重複 していることが予想されたが､平面では

先後関係が確定できなかったため､断ち割 り調査などで 3軒 (sllO～ SI12)の切 り合いである

ことを確認 した｡また､遺構の掘削過程で､掘方南東部の平面形が判明し､方形に近い形状であ

ることを確認 した｡掘方の北西部で SIllと重複 しこれより新 しく､南側ではSI12と重複 しこれ

より古い｡

堆積状況 埋土は黒褐色の粘質シル トで､磯 と炭化物が混 じる｡掘方埋土も黒褐色の粘質シル ト

だが､含まれる磯が大きく､その量が多い｡

床面 ･掘方 硬化 した床面は確認できなかったが､カマ ドや主柱穴を検出した4層の上面を床面

とした｡整地土除去後の掘方底面はⅥ層まで達しており､完据後は一面僕の状態となった｡掘方

底面の北西部は一段低くなってお り､整地土を充填 して床面を整地 したと考えられる｡

付属遺構 床面の四隅で検出した小穴 (P1-4)を主柱穴とした｡いずれも浅い窪み状の遺構

であり､柱痕跡等はみられない｡

カマ ドは掘方の北東隅に近い床面で､下部土坑と考えられる遺構を検出した｡下部土坑の北

東部が据方の北壁に按 している｡破却されたカマ ド構造材 と考えられる1層 (∫-J')を除去

した下面で被熱痕を確認 した｡南北に細長い範囲で検出しているため､燃焼部だけでなく被熟 し

た煙道の一部を含んでいる可能性がある｡下部土坑の土層から､黒褐色である粘質シル ト (K-

K'5層)を充填 した後に黄褐色の粘質シル ト (∫-J'3層)を敷いてカマ ドを構築したと考

えられる｡この他床面上で埋土に焼土と炭化物を多く含む土坑 1基 (p5)を検出したが､その

性格は不明である｡

遺物出土状況 埋土中から多くの遣物が出土しているが､特徴的な出土状況はみられなかった｡

出土遺物 sllO及びその付属遺構からは､須恵器､灰粕陶器､土師器､石器が出土した｡この内､

22点を図示した｡
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≒ ≡き ≧ も 728
10cm

(S=1/3)

第188図 SI9出土遺物

730- 746は須恵器である｡730･731は杯蓋C類である｡ともに項部周縁の広い範囲に回転-

ラケズリ調整を施す｡732と733は杯身A類でともに青黒く焼き締まった胎土が特徴である｡732

は休部と受部の境が明瞭で､口縁部は内偵する｡体部外面下半に回転-ラケズリ調整を施す｡外

面の摩耗が著 しい｡733は底部と思われる｡底面が窪んで平底のような形状をとる｡734- 736

は杯身B2類である｡いずれも焼成不良で白っぽい色調である｡なお､736はカマ ドから出土し

ている｡737- 741は坪身C類である｡737と739は突出した底面に回転-ラケズリが施 され､

その外側に断面形が矩形の高台が付される｡738と740は底面が薄く平らで､740には渦状の明

瞭な回転-ラ切 り痕が残る｡741は他のものに比べ大型品で全体的に角張った印象を受ける｡内

底面に摩耗がみられる｡742･743は盤である｡743は底面が突出し､737･739と同様な調整を施

す｡744- 746は嚢である｡いずれも外面にはタタキ目､内面に青海波状の当て具痕が残る｡

747- 750は土師器である｡747は台付聾の脚部と考えられる｡748は襲B類である｡カマ ド

から出土した｡非常に薄手で､外面にに粗いハケ調整を施す｡内面にはコゲが付着する｡749と

750は襲A類である｡748とは異なり､厚手で赤みがかった胎土をもつ｡またハケ目が細かい｡

751は砥石である｡角柱状で4面に砥面がみられる｡砥面の中央部がやや窪む｡砥面が広く､

いずれの面を下にしても安定することから､刃物等を研ぐための置き砥石と考えられる｡

所属時期 出土した須恵器の時期には若干ばらつきはあるが､美濃須衛Ⅳ -2～Ⅴ-1期に時期的

なまとまりがある｡これらの須恵器から､Vb期に位置付けられる｡

SIll(第 192･193図)

検出状況 EM5からEN6グリッドで検出した｡平面形は方形である｡長軸方位はN-230-Wで

南北軸から西に傾く｡遺構の西部については､通常の検出面から約 0.05m掘 り下げた段階で遺

構掘方の識別が可能となった｡振方の南東部でSIIOと重複 し､これより古い｡

堆積状況 遺構埋土 ･掘方埋土ともに､黒褐色の粘質シル トである｡掘方埋土は､場所によって

磯の含有率が異なる｡全体的にマンガン斑が沈着する｡埋土に含まれる磯はⅥ層に由来すると考

えられる｡

床面 ･掘方 硬化した貼床はみられないが､主柱穴を検出した面を床面とした｡掘方底面は平坦

でなく､一部Ⅵ層の磯が露出していた｡

付属遺構 掘方の北西及び南西部の隅で検出した小穴 (Pl･P2)を主柱穴とした｡いずれも

浅い窪み状の遺構であり､柱痕跡等はみられない｡東側の主柱穴は確認できなかった｡

カマ ドの構造は確認できなかったが､床面の北東隅に焼土や炭化物が集積する土坑状の窪み (P

4)があり､そこから平面形が不定形の土坑が振 り込まれていた｡この土坑がカマ ドの下部土坑

と考えられるが､明確な被熱面は残存していなかった｡

遺物出土状況 埋土中から多くの遣物が出土しているが､特徴的な出土状況はみられなかった｡

出土遺物 sllO及びその付属遺構からは､須恵器､灰粕陶器､土師器が出土した｡この内､17
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点を図示した｡

752- 767は須恵器である｡752- 755･764は杯蓋C類である｡カマ ドから出土 した 754は

内面が摩耗 し､墨痕のような染みがみられる｡転用硯の可能性がある0756は杯身B2類､757

- 761が杯身C類である｡762は青黒い色調で､外面にカキ目を施す｡ハソクの可能性がある

が､注口部分は残存していない｡763･765は盤である｡763は口縁部の折り返しがやや外反する｡

766･767は壇である｡766は762と同様に青黒い色調で､焼き締まった印象を受ける｡頚部に横

位のカキ目を施す｡

768は土師器で餐A類と思われるが､磨滅のため詳細は不明である｡

所属時期 遺構の重複ではSIIOより古いが､出土した須恵器の大半は美濃須衛Ⅳ-2～Ⅴ-1期

で時期差はなく､Vb期に位置付けられる｡

sI12(第 194- 196図)

検出状況 EO6グリッドで検出した｡遺構の南側が発掘区外-続 くため､全容は不明である｡

検出した当初は､焼土や炭化物を多く含む範囲のみを当該遺構としていたが､SIIO･11との切

り合いを確認する断ち割 り調査によって遺構東部の掘方を確認 したため､当初検出した範囲は

sI12のカマ ドとした｡ しかし､カマ ドを検出した標高が南壁土層で確認できる遺構埋土の上面

に近いため (B-B')､それぞれ別の遺構の重複とも考えられる｡SIIOと重複 しこれより新 し

いことは判明したが､土層断面図作図後にSIIO周辺が埋土の誤認により掘 り下げてしまったた

め､平面図に切 り合いは反映されていない｡

堆積状況 埋土は､黒褐色粘質シル トの上層と灰黄褐色粘質シル トの下層 (A-A')に分層す

ることが可能で､発掘区南壁でも2層の堆積を確認 した｡

床面 ･掘方 硬化 した床面は確認できなかった｡検出範囲が狭いため､詳細は不明である｡

付属遺構 カマ ドの燃焼部と思われる被熱範囲は､ 1層 (D-D')除去後に確認 した｡下部土

坑埋土である7･8層が被熱しており､下部土坑上面にカマ ドの上部構造があったことが推定さ

れる｡なお､下部土坑底面に不定形の窪みがみられ､支脚柱の据方であった可能性がある｡

この他､掘方完掘後に北東隅や SK114と接する部分で窪みを確認 したが､床面遺構として調査

していないため詳細は不明である｡

遺物出土状況 埋土中から遺物が出土しているが､特徴的な出土状況はみられなかった｡

出土遺物 sI12及びカマ ドからは､須恵器､土師器が出土した｡この内､4点を図示した｡

図示した遺物はいずれも須恵器で､771を除きカマ ドから出土した｡769･770は杯蓋C類であ

る｡ともに項部周縁に回転-ラケズリを施す｡771は杯身C類である｡底面がやや突出し､回転

-ラケズリ調整を施す｡高台は断面形が矩形でやや端部に寄った位置に付される｡底部内面が摩

耗している｡772は盤である｡口縁部がやや外反して折 り返される｡底部内面のみ摩耗 している｡

所属時期 遺構の重複ではSIIOより新しいが､出土した須恵器は美濃須衛Ⅳ-3-Ⅴ-1期で時

期差はなく､Vb期に位置付けられる｡

SI13(第 197･198図)

検出状況 EM6からEN6グリッドで検出した｡遺構の北側が発掘区外-続くため､全容は不明

である｡SK129､SI14- 17と重複 している｡この内､sK129及び SI14より古く､SI15- 17より
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SH2掘方完掘状況

0 2m

(S=1/50)

第195図 SI12遺構図②

(S=1/3)

第196園 SI12出土遺物

sI14(第 199･200図)

検出状況 EM7からEN7グリッドで検出した｡遺構の東側と北側が発掘区外-続くため全容は

不明であるが､検出した一辺が4mを超えており､今回検出した竪穴建物の中では最大の規模と

なる可能性がある｡長軸方位はN-30-Wでほぼ南北軸に近い｡遺構の西側でSI13･SI15-18､
sK129と重複しているが､そのいずれよりも新しい｡

堆積状況 埋土は黄灰色､整地土は褐灰色である粘質シル トが堆積 していた｡振方底面がⅥ層に

達しているためか､埋土中の磯が多い｡

床面 ･掘方 硬化した貼床は確認できなかった｡整地土はVb層に非常によく似ているが､遺物

が混入することから整地土であることを確認 した｡

付属遺構 遺構南西隅の床面上で検出した小穴を､主柱穴 (pl)とした｡Plの南側と掘方底

面から土坑を3基 (P2- P4)を検出したが､いずれも浅い窪み状の遺構である｡

遺物出土状況 埋土中から遺物が出土しているが､特徴的な出土状況はみられなかった｡

出土遺物 sI14からは､須恵器､灰粕陶器､土師器が出土した｡この内､8点を図示した｡

774-776は須恵器である｡774は須恵器の坪蓋C類であり､頂部外縁に回転-ラケズリ調整

を施す｡内面には重ね焼き痕が残る｡775は杯身B2類である｡底面に回転-ラ切 り痕が残る｡

776は聾の口縁部と考えられる｡

777-780は灰粕陶器である｡777は碗であり､690と同様な深碗 と思われる｡底面に回転-

ラケズリ調整が施され､灰粕がわずかに確認できる｡778は碗の底部であり､内面が摩耗 してい

る｡779は高台がやや低く体部が直線的に開くことから皿類と思われる｡内面に灰粕が施和され､

圏線が描かれる｡780も皿と思われる｡底面に回転糸切 り痕が明瞭に残る｡内面が著しく摩耗 し､
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壁際溝 P1
B B■

19.60TTl

､よ

1 10YR3/1 崩褐色粘質シ
ル ト しまる 粘性あり
全体に鉄鉱沈着 マンガン
少皇沈潜

CC'1960m
寅

1 10YR3/l 鼎鴇色粒質シ
ル ト しまる 粘性あり
全体に鉄斑沈着 マンガン
少量沈着

2 10YM/l 袖灰色粘質シ
ル ト しまりなし 粘性あ
り 全体に鉄斑 ･マンガン
少量沈着

第197園 S113遺構園

(S=1/3)

第198圃 SI13出土遺物

朱墨が付着 していることから転用硯と考えられる｡

781はロクロ土師器である｡柱状の高台部分であり､底面に回転糸切 り痕が残る｡

所属時期 周囲の竪穴建物で出土しない灰粕陶器が認められ､遺構の切 り合いも周辺の竪穴建物

の中で最も新 しい｡灰粕陶器は0-53号窯期に比定されることから､Ⅵb期に位置付けられる｡

SI15(第 201-203図)

検出状況 EM7からEN7グリッドで検出した｡遺構の東部はSI14･SK126､北部はSI13と重複 し､

これより古い｡また､遺構の北西部で重複するSI16よりは新 しく､さらに床面上でSI17･18を

検出した｡複雑な重複状況から､本来の平面形は不明である｡長軸方位はN-230-Wである｡本

遺構の検出段階で､焼土を含んだ埋土を遺構酉辺中央付近で確認 し (B-B')､カマ ドを備えた

竪穴建物として調査を進めた｡

堆積状況 埋土の南部に黒褐色､北部に灰黄褐色の粘質シル トが堆積 しており､差異が認められ

た｡全体的にⅥ層に由来するものと思われる磯を含む｡

床面 ･掘方 硬化 した床面や整地土は検出できなかったが､カマ ドを検出した面を床面とした｡

同じ面でSI17の掘方や SI18の壁際溝､小穴3基を検出した｡小穴については､本遺構の主柱穴

にあたる位置でないことや､sI18の範囲内であることから､SI18の床面遺構 (sI18-Pl～P3)

として取 り扱ったため､第201図の平面図には図示 していない｡

付属遺構 主柱穴は確認できなかった｡カマ ドは､掘方西壁中央に接 した位置で検出した｡今回

の調査で掘方の酉壁にカマ ドが設置されるのは本遺構のみである｡また､土坑状の窪み底面に設

置する点も特異である｡袖の一部が残存 してお り､SI15掘方から西-若干張 りだした部分から

二股に延びる｡燃焼部と考えられる被熱痕は､基盤層上面にみられた｡また､袖の一部にも被熱
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痕が認められた｡カマ ドの北側にはカマ ドと同質な埋土で埋没 した不定型な張り出しがあるが､

その性格は不明である｡なお､袖部の除去後に支脚柱痕の可能性がある小穴 (P1)を検出した｡

遺物出土状況 カマ ド内部から､須恵器がまとまって出土した｡カマ ド本体となる土坑からだけ

でなく､北側の張り出し部からも出土している｡完形に近いものは､坪身 ･坪蓋が多い｡いずれ

もカマ ドの3層 (B-B')より高い位置で出土してお り､廃絶後に意図的に投棄 したと思われる0

出土遺物 sI15及びその付属遺構からは､須恵器 と土師暑銅ミ出土した.この内､19点を図示 し､

その内782-784･789- 796･798･800がカマ ドの一括出土遺物である｡782-789･791- 798

は須恵器である｡782- 787は坪蓋C類である｡782はほぼ完形で､頂部外縁に回転-ラケズリ

を施す｡783は完形に近いが口縁部のみ残存 しておらず､意図的な打欠きの可能性もある｡788

は杯身A類である｡青黒い色調で､口縁部が外反 しながら上方-立ち上がる｡789･791･792は

坪身B2類である｡789は回転-ラ切 り痕が丁寧にナデ消されている｡793- 797は杯身C類で

ある｡底面が残存するものは､いずれも丁寧に回転-ラケズリ調整され､厚みがある｡793には｢大

口｣と書かれた 2文字の墨書がある｡798は盤である｡杯身C類 と同様に底面が突出し､回転-

ラケズリ調整を施す｡

790は内外面の磨滅で回転ナデ痕が判別できないことや胎土から土師器 とした｡器形は杯身B

2類に類似する｡内面に何 らかの付着物がみられる｡799･800は土師器の嚢で､799は襲A類の

胴部破片､800はB類である｡800は薄手で口縁部が強く屈曲し､外面に粗いハケ調整を施す｡

口縁部内面にも横位のハケ目が残 り､その下に横位の板ナデがみられる｡

所属時期 カマ ドから出土した一括遺物は､美濃須衛Ⅳ -3-Ⅴ-1期でまとまりがあるため､遺

構の時期もVb期に位置づけられる｡

sI16(第 204図)

検出状況 EM7からEN7グリッドで検出した｡北西隅部分のみ残存 しているため､平面形の全

容は不明である｡掘方の東部分が SI13･SI15と重複 し､これ らより古い｡SI17･18などとも重

複するはずであるが､SI15によって同じ高さまで削平されているため､新旧を確認することが

できなかった｡

1 土器 1 4 2

19■仙 ー==〒 ｢
カマド埋土

第201園 SI15遺構園①

＼イセ も ､

1 10YR3/1 巣褐色粘質シル ト しまる 粘性あり
全体にマンガン斑沈着 炭化物を少量含む 径0.7
-1.5cnの亜円硬を5%含む
2 10YR4/2 灰黄褐色粘質シル ト しまる 粘性あ
り 全体に鉄斑沈着 径1-5ctDの亜円磯を3‡含む
3 10YR4/2 灰黄槻色粘質シル ト しまる 粘性あ
り 全体に軟度沈着 径1-5cnの亜円硬を3%含む
炭化物と焦土が少長坂じる
4 7.5YR4/1 袖灰色粘質シル ト ややしまる 粘
性あり 全体に漉く鉄斑 ･マンガン斑沈i'

0 2m

(S=1/50)
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./,,7ち､ー_ ⊂_I,7,I:
=~
一796

(S=1/3)

第203図 S115出土遺物出土

堆積状況 黒褐色の粘質シル トが堆積 していた｡

床面 ･掘方 硬化 した床面や整地土は確認できなかった｡

付属遺構 主柱穴やカマ ドは確認できなかったが､掘方壁面に沿 う壁際溝を検出した｡壁際溝が

浅いため､SI13･SI15との重複部分は削平された可能性が高い｡

遺物出土状況 遺物は出土しなかった｡

所属時期 遺構の重複からSI13･SI15より古い遺構であり､Vb期以前に位置付けられる｡

SI17(第205図)

検出状況 EM7からEN7グリッドの SI15床面で検出した｡長軸方位や掘方の西壁が SI13とほ

ぼ一致 している｡調査時の所見で重複を整理するとSI17- SI15- SI13の順 となり､同様な長

軸方位で建て替えが繰 り返された結果､sI17が偶然 sI13を南側-拡張したような据方になった

と考えられる｡遺構の西側はSK129と重複 し､これより古い｡SI18との重複関係は不明である｡

堆積状況 埋土がVb層に類似 してお り､黒褐色シル トのブロックを含むことから､人為的に埋

め戻された整地土と判断した｡SI13･SI15によって大きく上面が削平されているため､検出し

た段階で整地土が露出したと考えられる｡

床面･掘方 大きく削平されているため､本来の掘方形状は不明である｡掘方底面はⅥ層に達 し､

磯が露出していた｡
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付属遺構 整地土上面で検出した土坑 1基 (p1)

と振方底面で検出した土坑 2基 (p2･P3) を

付属遺構 としたが､いずれも性格不明である｡

遺物出土状況 遺物は出土しなかった｡

所属時期 遺構の重複か らSI13･SI15より古い

遺構であり､Vb期以前に位置付けられる｡

SI18(第 206図)

検出状況 EN7グリッ ドで検出した｡SI15の床

面で掘方南壁 と西壁に沿 う壁際溝を検出したが､

SI15掘方西壁中央に設置 されたカマ ドに重複 し 19･40mー竜壷｣

て東に延びる溝を検出したことから､これを北壁

とした別の竪穴建物に伴 うと判断 した｡ しか し､

sI15と南側の掘方を完全に共有 しているため､

sI18の据方を北側に拡幅 してSI15が建てら

れた可能性 も考えられる｡遺構東部はSI14と重

複 しており､これより古い｡

∫

.._
U

r..･･･IJ

S日7検出範囲

B <l
1

19■40m三 軍 車 1｣ 2

PI

C C■

19.40m 3 1 3

号

1 2.5Y3/1 .%楢色粘質シル ト
ややしまる 粘性あり 飲斑を
しみ状に2(瑞含む
2 2.5Y3/2 黒紬色粘土 しま
りなし 粘性執い
3 10YR3/3 暗褐色粘質シル ト
しまる 粘性あり 全体に鉄班
･マンガン斑沈着 径2皿以下
の亜円康を3%含む

B, ･l喜

A' 1 2.5Y3/2 榊 色粘質シル ト ややしまる
一一L 2 1 - 粘性あり 全体にマンガン枇 者 径.cnの

円廉を1米含む
2 10YR3/2 黒袖色粘質シルト ややしまる
粘性あり全体に軟妊 ･マンガン妊沈着

0 2m

(S=1/50)

第204図 SI16遺構図

S]17掘方完掘状況 kr

1 10YR3/1 黒褐色粘質シル ト ややしまる 粘性あり 全体にマンガン斑沈方
2 10YR4/3 にぷい黄褐色砂質シル ト ややしまる 10YR3/1黒褐色粘質土をブロック状
に30%含む 全体に鉄斑沈着 マンガン斑沈iAt 径5皿以下の円磯を7%含む

P2

D D■

19.仙定 一

1 10YR4/2 灰失格色粘質シル ト
ややしまる 粘性あり 全体に
マンガン斑沈* 径10Cn以下の
亜円&を40%含む

P3

E E■

19･仙1 1 2

i買≡ ⊇

1 10YR3/2 .%禍色粘質シル ト
ややしまる 粘性あり 全体にマ
ンガン斑沈着 径7cn以下の亜円
韻を7¥含む 旋土粒が少量混じる
2 10YR4/3 にぷい元祖色砂質シ
ル ト ややしまる 粘性あり 全
肘 こ鉄斑沈廿 マンガン鹿沈廿
径2cJl以下の亜円簾を15%含む

第205図 SI17遺構図

0 2Jll

(S=1/50)
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2m

<l毒

SI18掘方完掘状況

Pl･P2

C C■

19･40m上→

1 10YR3/2 愚褐色粘質シル ト
ややしまる 粘性あり 全体
に鉄班 ･マンガン斑沈i'.

声ヱ

1 10YR3/2 巣褐色粘質シル ト ややしまる 粘性あり 全体に鉄斑 .マンガン此沈♯ 径3cm以下の亜円熊を7%含む
壁際糖埋土

2 10YR3/2 黒褐色粘質シルト ややしまる 粘性あり 全体に鉄斑沈着 マンガン斑沈着 p3埋土
3 10YR4/3 にぷい黄袖色砂質シルト ややしまる 粘性あり 全体に鉄斑 ･マンガン鑑沈着 径2cn以下の亜円襖を
3%含む P3埋土
4 2.5Y3/2 崩禍色粘土 ややしまる 粘性強い 軟度沈井しみ状に15%含む P4埋土
5 10YR3/l 黒褐色粘質シルト ややしまる 粘性あり 全体に鉄克 ･マンガン斑玖二廿 P4埋土
6 2.5Y3/2 黒褐色粘質シルト ややしまる 粘性あり 全体に鉄斑 ･マンガン斑濃く沈着
7 10YR4/3 にぷい黄軸色砂質シルト しまりなし 粘性あり 2.5Y3/2 魚地色粘質土をブロック状に40%含む
径5cm以下の円漢を7%含む

第206図 SI18遺構図

堆棟状況 検出時点ですでに床面が露出していた.整地土はVb層に類似する砂質シル トに黒褐

色粘質シル トのブロックが混入する土質であり､磯を多く含む｡

床面 ･掘方 検出した床面の高さはSI15と同じで段差はないが､壁際溝が浅いことから､SI15

に伴 う掘削によって上面が削平された可能性もある｡振方底面はⅥ層に達し､磯が露出していた｡

付属遺構 床面上で小穴4基を検出し､この内､掘方南西隅に近い1基を主柱穴 (P1)とした｡

その他の遺構 (P2- P4)はいずれもSI18検出面から掘 り込まれており､SI15の床面遺構と

もいえるが､SI15の主柱穴といえる位置にないため､SI18に含めた｡なお､P4は掘方底面で検

出したため完掘状況の図に示したが､土層断面図 (B-B')から床面から掘 り込まれた遺構と

考えられる｡

遺物出土状況 遺物は出土しなかった｡

所属時期 遺構の重複からSI15より古い遺構であるが､SI15がSI18の建て替えとすれば､Vb

期に位置付けられる｡

2 溝状遺構

(1)DM16-DO19グリッド溝状遺構群 (第207-209図)

竪穴建物が集中する微高地と生産域と考えられる低地の間に､南北に近い方位で設置された

溝状遺構群であり､集落域と水田域を区画する区画溝と考えられる｡なお､長軸方位が南北軸に

ほぼ一致する溝状遺構については､大野郡の条里地割導入後に設置された可能性がある｡

SD6･7
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検出状況 DM16からDO18グリッドで検出した｡長軸方位は､SD6がN-390-W､SD7が 350で､

ほぼ平行している｡SD6の方が新しく､若干浅い｡

堆積状況 SD6は単層で､流水の痕跡は認められない｡SD7は､上層の埋土にブロックが多く､

人為的に埋め戻されたと思われる｡流水の痕跡は認められない｡また､土層の堆積状況から､再

掘削が行われた可能性がある｡

掘万 両遺構ともに､遺構の南北で底面レベルがほぼ同じであり､流水の方向は不明である｡SD

6はSK43と重複 しているが､SK43東側に接するSD6底面が窪んでおり､この窪みとSK43の埋

土が同一であることを確認 した｡SK43とSD6底面の窪みがSD6に付属する何らかの遺構であり､

一括して埋め戻された可能性がある｡

遺物出土状況 SD6は､埋土中から須恵器を中心に土器が出土している｡須恵器の鉄鉢 (804)

や平瓶 (806)のように復元可能な個体も認められる｡SD7は遺物がほとんど出土しなかった｡

出土遺物 sD6からは須恵器､灰粕陶器､土師器が出土している｡この内､9点を図示した｡

801- 807は須恵器である｡801は杯身B2類の可能性がある｡焼成不良により樺色で､非常

に脆い｡胎土から美濃須衛産ではないと考えられる｡802･803は杯身C類である｡802は底面に

回転-ラ切 り痕が残 り､内面が摩耗 している｡804･805は鉄鉢である｡804はほぼ完形品であるが､

まとまっては出土していない｡やや焼成不良で､灰白色である｡805は804より若干径が小さい｡

底部内面に自然粕が付着している｡806は平瓶である｡口縁部と把手､底面を欠く｡S15の埋土

上面から出土した 702と比較すると若干小型で丸みのある印象を受ける｡体部上半まで回転-ラ

ケズリによって調整される｡807は襲又は鉢の底部と思われる｡底面には調整の痕跡が認められ

ない｡

808は灰粕陶器の壷 ･瓶類である｡外面全体が回転-ラケズリによって調整される｡外面上半

に灰粕を施す｡精微な胎土が特徴的で､東濃産である可能性がある｡

809は土師器の鍋である｡外面と口縁部に粗いハケによる調整が施され､体部内面には板ナデ

痕が残る｡破片の下端には把手の一部が残存する｡

所属時期 出土した須恵暑削まVb期のものが目立つが､同一層内に808などの灰粕陶器も混在し

ている｡そのため､最終的に埋没した時期はⅥ a期以降と考えられる0SD7は､SD6と平行 し

て設置されていることから､SD7からSD6-付け替えが行われた可能性が高い｡

SD8･9

検出状況 DM18からDO18グリッドで検出した｡SD8 ･9ともに長軸方位がN-10-Eで､平行

して設置されている｡ ともにSDIO･SD13と重複 してお り､これより新 しい｡なお､発掘区北壁

の土層観察により､SD9がⅢ層上面から掘 り込まれている状況を確認 してお り､Ⅶ期以降の遺

構と考えられる｡

堆積状況 SD8は単層で､粘質のある埋土が堆積 していた｡SD9は､下層埋土にブロックが多

く混じる｡両遺構とも流水の痕跡は認められない｡

底面 ･掘方 両遺構ともに､南北で底面の高さがほぼ同じであり､流水方向は不明である｡

遺物出土状況 埋土中から土器の破片が出土しているが､特徴的な出土状況はみられなかった｡

出土遺物 sD8 ･9ともに､縄文土器､須恵器､灰粕陶器､土師器が出土している｡いずれも
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破片であり､図示可能な遺物は出土しなかった｡

所属時期 sD8 ･9などの北から西-傾く長軸方位とは異なり､南北方向に近いことから､条里

プラン導入以降に設置されたと考えられる｡またSD9は､SD8を踏襲して設置された溝状遺構と

推定される｡

SDIO･ll

検出状況 DM17からDO18グリッドで検出した｡SDIOの長軸方位はN-360-W､SDllは310傾いており､

ほぼ平行 している｡両遺構とも直線的に設置されているが､SDllの南半は､削平により残存して

いなかった｡SDIOの南端でSD8 ･9と重複し､これより古い｡

堆積状況 SDIOはE-E'断面で掘方の壁面から流出したような堆積 (3層)が認められ､常時

滞水 していなかった可能性が高い｡SDllは､埋土にブロックが多く認められ､人為的に埋め戻さ

れたと考えられる｡なお､SDIOの埋土下層を対象に花粉分析を実施 したが､花粉化石は検出でき

なかった (第5章第1節)0

底面 ･掘方 両遺構ともに､南北で底面レベルがほぼ同じであり､流水の方向は不明である｡SDIO

は明確な断面逆台形の掘方をもつが､SDllは非常に浅い｡SDllは､本来検出面より高い位置から

掘り込まれていたが､Ⅲ層に伴う耕作などによって削平されたと考えられる｡

遺物出土状況 SDIOからは遺物が出土しなかった｡SDllは埋土から土師器が1点出土した｡

出土遺物 図示可能な遺物は出土しなかった｡

所属時期 出土遺物から時期を判断することはできない｡長軸方位がほぼsD6･7と同じであり､

同じ性格の遺構である可能性がある｡

SD12

検出状況 DM19からDO19グリッドで検出した｡長軸方位はN-30 -Wで南北軸に近いが､他の溝状

遺構とは異なり､平面形がやや湾曲している｡

堆積状況 埋土にブロックが多く認められ､Ⅵ層に由来する円磯を多く含む｡流水の痕跡はみられ

なかった｡

底面 ･掘方 南側の方が僅かに深くなることから､設置の際に流水の方向が意識されていた可能性

がある｡非常に浅いため､本来は検出面より高い位置から掘り込まれていたと考えられる｡

遺物出土状況 埋土中から土器の破片が出土したが､特徴的な出土状況はみられなかった｡

出土遺物 須恵器､灰粕陶器､土師器の破片が出土したが､図示可能な遺物は出土しなかった｡

所属時期 出土遺物から時期を判断することはできない｡DM19からDO19グリッド付近は上層が撹

乱されておりⅢ層が残存していないが､米軍撮影の空中写真 (第7図)によれば､当該地付近に水

路が存在しているため､その影響を受けていると考えられる｡SD12は､その前身となる水路であ

る可能性があり､時期的に新しい遺構と判断される｡

SD13

検出状況 DM16からDO19グリッドで検出した｡長軸方位はN-300 -Wで､SD6などとほぼ平行し

て直線的に設置されている｡北端でSD9､南端でSD12と重複し､これらより古い｡

堆積状況 埋土の上層にはブロックが多く混じり､人為的に埋め戻された可能性が高い｡一方下層

にはブロックがなく､自然堆積である可能性がある｡なお､SD12と同様にⅥ層を基盤とすること
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第209図 DM16-DO19グリッド溝状遺構群出土遺物

から､埋土に円磯が多く含まれる｡流水の痕跡は認められなかった｡

底面 ･掘方 南北で底面の高さがほぼ同じであり､流水の方向は不明である｡掘方の断面は逆台

形に近く､周辺の溝では最も深く掘り込まれている｡

遺物出土状況 埋土中から土器の破片が出土したが､遺構の規模に比して出土遺物は少ない｡

出土遺物 須恵器と土師器の破片が出土した｡この内､ 1点を図示した｡

810は平瓶の口縁部と考えられる｡頚部から直線的に開き､口縁端部が僅かに内湾する｡

所属時期 出土遺物から時期を判断することはできない｡長軸方位がほぼsD6･7と同じであり､

同様な性格の遺構と考えられる｡

(2)sD14(第210-212図)

検出状況 DM20からEOlグリッドで検出した｡長軸方位はN-180 -Wである｡わずかに蛇行 し

ており､西側の溝状遺構群とは様相が異なる｡SIl･2･SK125と重複し､いずれの遺構より古い｡

堆積状況 比較的遺物を多く含む 1層とその下層 (2-10層)で様相が異なる｡ 1層はほぼ同

質の堆積で一括して埋没している｡磯が多く､出土遺物はこの層に限定される｡下層は砂質の堆

積が目立ち､流水があった可能性がある｡また､5層の状況から､5層埋没後に少なくとも1回

の再掘削があったと考えられる｡なお､埋土下層を対象に花粉分析を実施したが､花粉化石は検

出できなかった (第5章第 1節)0
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底面 ･掘方 底面の高さが南に向かって低くなっており､流水が意識されている｡掘方の断面形

は逆台形又は方形に近い形状であるが､ 1層の堆積部分で若干広がっている｡振方の再掘削が行

われた可能性がある｡このような改修は､六里遺跡の溝状遺構でも複数確認 した(第3章第4節)｡

遺物出土状況 すべての出土遺物が､SD14の検出面から0.2m下までで出土してお り､ 1層に

含まれていたと考えられる｡第211図は､主な出土遺物の出土位置を示したものである｡ ドット

は出土遺物の7割程度を表示しているが､①北端に集中していること､②検出面に近いレベルか

らも遺物出土していることがわかる｡①については､出土した遺物に破片が多いことから一括

廃棄とは考えにくいため､SIlなどとの重複によって､遺物が多い 1層が削平された結果と考

えられる｡②については､灰軸陶器や古代の須恵器が該当し､SIlなどで使われていた土器が､

僅かな窪みとなって残っていたSD14に入 り込んだことが予想される｡それ以外の遺物はⅣ期の

ものが多いため､当該時期にSD14の大部分が埋没した可能性が考えられる｡

出土遺物 SD14からは青黒い胎土である須恵器や横瓶などの特徴的な遺物の他､土師器､灰軸

陶器が出土した｡この内､11点を図示 した｡

811-816は須恵器である｡811は杯蓋A類の頂部である｡胎土が青黒く､頂部の回転-ラ切

り痕が未調整で残される｡812は杯身Bl類の底部である｡底面は回転-ラ切 り痕がナデ消され

ている｡813は須恵器の椀である｡底面に-ラ記号が認められ､内底面が摩耗 している｡814は､

鉢又は喪と考えられる大型器種の口縁部である｡外面に2条の横位沈線を施す｡815は横瓶であ

る｡体部外面のタタキ目と内面の当て具痕が明瞭に残る｡美濃須衛窯産の可能性がある｡816は

聾の頚部から体部上半にかけての破片と考えられる｡青黒い色調で､焼き締まる｡休部外面に平

行タタキ目と内面の当て具痕が明瞭に残 り､その後に施したカキ目調整が認められる｡

817･818は灰軸陶器である｡817は皿又は鉢の口縁部と思われる｡口縁部が強く屈曲する｡内

外面に灰粕を施す｡818は小碗である｡ 口縁端部が強く外反する｡器壁が薄く､底面を除き灰粕

を施す｡

819･820は土師器の嚢A類である｡休部外面には斜位､内面上半には横位のハケ調整を施すが､

内面のハケの方が粗い｡休部内面下半には指頭調整痕が残る｡口縁部は横ナデによって調整され､

口縁端部の面取 りと摘み上げが認められる0820は口縁部の器壁が厚く､2段の横ナデを施すO

内外面のハケ調整は､よく似た工具が用いられる｡

所属時期 Ⅳb期以前に水路として設置され､何度かの改修を経てその役割を終えたと思われ

る｡その後､Ⅵ a期の段階で浅い窪地となっていたが､SIlの設置等に伴い完全に埋没 したと

考えられる｡

(3)sl)16(第213･214図)

検出状況 EN7からEO7グリッドで検出した｡発掘区東部の重複する竪穴建物群の南側に位管

する｡長軸方位がN-740 -Eであるが､この方位はSD6などの溝上遺構とは直交せず､Ⅵ b期の

竪穴建物であるS13の長軸方位とほぼ同じである｡SK113と重複 し､これより新しい｡

堆積状況 埋土は単層で､特徴的な状況は認められない｡

底面 ･堀方 非常に浅く､断面形状は半円形である｡底面の高さは東西でほぼ同じであり､流水

の方向は不明である｡
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第212図 SD14出土遺物

遺物出土状況 遺構の底面から､完形のロクロ土師器の碗 (823)が出土 した他､多数のロクロ

土師器片が出土している｡また､排水溝掘削の際出土したロクロ土師器の耳皿 (911)もこの遺

構から出土した可能性が高く (第 213図)､本遺構に意図的に廃棄された可能性が高い｡なお､

遺物包含層掘削の際出土したロクロ土師器 (同図908- 910)も､本遺構の周辺から出土している｡

出土遺物 須恵器､灰粕陶器､土師器が出土した｡この内6点を図示した｡

821は須恵器の杯蓋C類である｡口縁端部外面のみ自然粕が付着しており､重ね焼き痕と考え

られる｡822は灰粕陶器の深椀である｡底面は回転-ラケズリで調整されている｡口縁部から体

部の内外面に灰軸が漬け掛けで施される｡内面が摩耗している｡

823- 826はロクロ土師器である｡823は碗であり､ほぼ完形で､柱状の底面に回転糸切 り痕

が残る｡824も碗 と思われるが､内面に煤やタールが付着 しているため､灯明皿として使用され

たと思われる｡825･826は皿で､825の底面には不鮮明な回転糸切 り痕が残る｡

所属時期 出土した灰粕陶器から､Ⅵ b期に位置付けられる｡
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第214図 SD16出土遺物
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(4)畝溝状遺構群 (第 215･216図)

検出状況 DN15からDO17グリッドのSD6西側で検出した｡10条の溝が平行して配置されており､

いずれも長軸方位がN-150-Wである｡隣接するSD6や sK43とは重複 しておらず､長軸方位も
異なる｡

堆積状況 Ⅲ a層に類似した土壌に､基盤層であるVb層のブロックが混入する｡全体的に鉄斑

が沈着するが､マンガン斑が沈着 しない特徴が認められた｡なお､D7･D9 ･DIOの埋土を対

象に花粉分析及びプラン ト･オパール分析を実施 した｡その結果､花粉分析ではコウヤマキ属な

どの樹木の他､イネ科の花粉が卓越 し､プラント･オパール分析でもイネが9,000個 /g前後検

出されており､水田耕作土の可能性が高い上層のⅢ層の影響が強いと考えられる｡また､ネザサ

節型が多いことから､周辺が開けた日の当たる場所であったことが推定される (第5章第 1節)0

分析の目的であった米以外の栽培食物に関する知見は得ることができなかった｡

底面 ･掘方 底面は全体的に凹凸が多く､一定でない｡耕作の痕跡という性格を反映していると

考えられる｡SD3･SD4は､上面が削平されて底面の凹凸のみが残った結果､連続する小穴と
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して検出したと推定される｡

遺物出土状況 埋土中か ら､土器の破片が出土

している｡図示 した須恵器の壷 ･瓶類 (827)は､

sD6から出土した破片と接合した｡

出土遺物 縄文土器､須恵器､灰粕陶器､土師器

が出土しているが､ほとんどが破片である｡この

内､ 1点を図示 した｡

827は須恵器の壷 ･瓶類である｡体部外面下半

は回転-ラケズリ調整が施され､内面には不定方

向の深い-ラナデのような痕跡が残る｡

l
-

∴

(S=1/3)=

第215図 SNl出土遺物

所属時期 出土 した 827は､SD6から出土 した

破片と接合 してお り､埋没時期の近似性を示す｡また､灰軸陶器片が出土していることから､Ⅵ

a期以降の遺構と考えられる｡水田化により当時の耕作土が削平されたと推定される｡推定

3 柱穴状遺構 (第 217- 219図)

今回の調査で検出した土坑の内､柱が立てられていた可能性がある遺構を柱穴状遺構 として抽

出した (第4章第 2節)｡ これ らの遺構が掘立柱建物や柵を構成する可能性について､竪穴建物

の底面から検出した遺構を含めて検討 したが､等間隔や平行な配置を確認できなかった｡

検出状況 DM20からENlグリッドで3基 (sp1-3)､EN6･7グリッドで 6基 (sp4- 9)､

EN9グリッドで1基(splO)を検出した｡平面形が円形や楕円形であるものが多いが､隅丸方形(sp

4 ･5)や不定形 (SP3･9)のものもある｡

SPlは単独で､周囲に同様な遺構は認められない｡SP2とSP3は約 2mの間隔で近接 して

いるが､この方位で他に並ぶ遺構は確認できなかった｡また､SP3の南側に約 1mの間隔で同

規模の土坑が 2基 (sK48･SK50)並んでおり､東側にこの並びに直交する方位で土坑列 (SK51-

56)が存在するが､その関係は不明である｡SP4- 8はSIIOとSI15の間にある空閑地に集まっ

てお り､周囲に同規模の土坑もみられるが､配置に規則性は認められない｡SP9はSI14と重複

してお り､これより新 しい｡やや離れた位置で検出した SPIOも､周囲に同様な遺構は確認でき

なかった｡

堆積 ･掘方 掘方では､柱当たりの部分が一段深くなるもの (SP2･SP3･SP5･SP6･SP8･

SP9) とならないもの (SPl･SP4･SP7･SPIO)に分けられる｡SP4･SP6･SP8･SP9では､

深くなった部分の周囲にⅥ層に由来する磯群が集中してお り､柱を埋め戻す際にⅥ層の磯を利用

した可能性がある｡

土層堆積では､柱痕跡の上面に別の堆積があるもの (SP4･SP7- 10) と無いもの (SP1-

3･SP5)に分けられる｡無いものについては廃絶時まで柱が残 されていたと考えられるが､

あるものについては､廃絶後の僅かな窪みに落ち込んだ堆積や柱を抜き取る際の再掘削が想定

される｡ しかし､再掘削すれば掘方の形状が変化するはずであり､その可能性を指摘できるの

は SP9のみである｡柱痕跡が埋土上面まで達しない原因としては､柱痕跡が断面観察した位置
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に無い場合 (sp6)や､柱そのものが傾いてる場合も考えられるが､柱あたりの状態などから

考えると柱は真っ直ぐ立っていた可能性が高い｡そのため､掘方が掘削され柱が立てられたもの

の､次の段階に移る前に柱が抜かれ､廃絶した事が想定される｡このような堆積をもつ柱穴状遺

構はEN6･7グリッドに集中しており､同規模な土坑を含めて規則的な配置がみられない状況は､

掘立柱建物 (柿)が実際に建てられなかったことを示唆しているのかもしれない｡

遺物出土状況 SP3とSP7を除いて土器片は出土したが､特徴的な出土状況はみられなかった0

出土遺物 sp2･SP6･SP9からは須恵器､灰粕陶器､土師器､その他は須恵器と土師器が出

土した｡この内､10点を図示した｡

828は須恵器の杯身C類と思われる｡829は土師器の餐B類であるが､破片であるためかハケ

目が確認できない｡830は須恵器の盤であり､底面に高台の痕跡が残る｡831は土師器の聾であ

る｡小型で口縁部外面に炭化物が付着する｡口縁端部の面取りや内面のハケ目からA類の 1種と

思われる｡832は須恵器の碗である｡口縁端部が僅かに外反する｡833･834は須恵器の杯蓋C類､

835は杯身A類､836が杯身C類である｡837は灰粕陶器の碗であり､底部内面が摩耗 している｡

所属時期 遺構の重複から､SP9はSI14より新しいため､Ⅵ b期以降に位置付けられる｡同様

な遺構のSP4 ･6･8も同時期の可能性がある｡その他の遺構も､V b期以降と考えられる｡

4 土坑

土坑とした遺構の内､配置に規則性があるものを抽出し ｢土坑列｣として記載した｡

(1)土坑列 1- 3 (SK13- 34､第 220- 222図)

検出状況 DM19からDO14グリッドで検出した｡当該遺構周辺は､Ⅲ層の掘削後にⅣ層上面で遺

構検出を実施 したが､不定形でシミ状の落ち込みを多数確認 したことから､半割前にその範囲を

段掘 りし､明確な掘方の有無を判定する作業から行った｡その結果､掘 り込みを確認できたもの

を遺構として取り扱った｡

遺構としたものの内､一定の間隔で一列に配置がみられる土坑を ｢土坑列｣として抽出した｡

土坑列 1は最も西に位置し (DMIO～ DOll)､軸の方位は北 -260 -Eである｡土坑列 2は土坑列 1

から東-約 12mに位置 し､軸の方位がほぼ南北軸に一致する｡土坑列 3は土坑列 2の南端から

派生するように北東に延びてお り､軸の方位はN-500 -Eである｡それぞれの土坑の平面形は､

土坑の並びの軸に直交する方位に長軸がある楕円形若 しくは不定形で､土坑列 1が5基 (sK13

- sK17)､土坑列 2が 9基 (sK18- SK26)､土坑列 3が8基 (sK27- SK34)で構成される｡

堆積状況 いずれの土坑もⅢC層とほぼ同質の埋土に､Ⅳ層がブロック状に混入する｡マンガン

斑の沈着はみられない｡

掘方 いずれも非常に浅く､底面形状も不定なものが多い｡意図的に掘 り込んだ遺構ではなく､

上層からの踏み込みなど､水田耕作に関する遺構と推定される｡

遺物出土状況 SK19の埋土から土師器が 1点出土した以外に､遺物は出土しなかった｡

出土遺物 図示可能な遺物は出土しなかった｡

所属時期 Ⅲ層が耕作土であった時期に､何らかの作業に伴ってⅣ層に痕跡が残されたと推定さ

れる｡Ⅲ層にはⅦ期までの遺物が含まれるが､古代以前にも水田が存在 した可能性があるため､



SK13
A A■

19･30mヽ j二｢

1 5Y4/1 灰色粘質シル ト しまる 粘
性あり 全体に鉄鉱沈着 2.5Y4/2暗灰
黄色粘質シル ト(しみ状に鉄鉱15%沈着)
をブロック状に30%含む

SK15

C 1 C'
19･30m､⊂±r

1 5Y4/1 灰色粘質シル ト しまる 粘
性あり 全体に鉄斑沈着 25Y4/2暗灰
黄色粘質シル ト(しみ状に鉄血15%沈着)
をブロック状に60%含む

SK17

E l .旦_

sK14Cb-~ ~ 51'̂T

∴二 1p-ポ'じ

: ≡ :

/

守 9 ,< J

. 0 2m 19帖

(S=1/80)
1 5Y4/1 灰色粘質シル ト しまる 粘
性あり 全体に鉄斑沈着 2.5Y4/2暗灰
黄色粘質シル ト(しみ状に鉄鉱15%沈潜)
をブロック状に15%含む

第220図 土坑列1遺構図
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SK14

B 1 B■

･9二面 て 土 戸-⊥~

1 5Y4/1 灰色粘質シル ト しまる 粘
性あり 全体に鉄斑沈着 2.5Y4/2時灰
黄色粘質シル ト(しみ状に鉄斑16%沈着)
をブロック状に10%含む

SK16

.旦_ 1 .旦｣
19130m*

1 5Y4/1 灰色粘質シル ト しまる 粘
性あり 全体に鉄斑沈♯ 2.5Y4/2時灰
A一色粘質シル ト(しみ状に鉄斑20%沈着)
をブロック状に30%含む

0 2m

(S=1/40)

詳細な所属時期は不明である｡

(2)土坑列4 (SK51- 56､223･224図)

検出状況 EM2からEM3グリッドで検出した｡N-700-Eで､5基の土坑が一列に配置されている｡

この方位は､隣接する竪穴建物群の長軸とほぼ直交する｡平面形はいずれも円形や楕円形である｡

検出当初は掘立柱建物の柱穴である可能性を考えたが､間隔が 1.0- 1.1mと短く､柱痕跡が確

認できないことから､性格不明の配置をもつ土坑群とした｡ 5基の内､西から3基 (sK51- 53)

はS14の北壁に沿 うように重複 しており､これより新 しい｡SK54･SK55は一部発掘区の北壁に

かかっているが､配置の間隔等から同様な遺構と判断した｡また発掘区壁面の精査でも土層の落

ち込みを確認 しており (SK56)､位置的に､SK54の東側に連なる土坑掘方の南端と考えられる｡

堆積状況 SK52- SK55まで共通 して､上層にブロックや磯が混じる黄灰色粘質シル トがみられ

るため､人為的に埋め戻されたと考えられる｡SK53は単層であるが､それ以外は下層の一部に

黒色の粘質が強い堆積が認められた｡SK56は上層の一部を検出したと考えられる｡

掘方 sK52･SK54･SK55は､底面の高さがほぼ一致し､断面形が逆台形や方形である明瞭な掘方

をもつ｡SK53は他の土坑より深く､埋土が単層である点を含めて他の土坑と異なる｡

遺物出土状況 SK51- SK53･SK55から須恵器と土師器が出土している｡SK51は､比較的出土量

は多いが､完形になる個体は認められない｡ 1層からの出土遣物が多い (第 223図)ことから､

人為的に埋め戻した埋土に､大部分の遺物が含まれていたと考えられる｡

出土遺物 本遺構群から出土した遺物の内､6点を図示した｡

図示 した遺物はいずれも須恵器である｡838は杯蓋C類である｡839･840は杯身C類である｡
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SK44(第 225図) EMlからENlグリッドで検出した｡SIlと重複 し､これより古い｡平面形

はほぼ円形である｡断面形は底面がやや狭い逆三角形に近い形状である｡遺物は､土師器の破片

が出土している｡SIlより古いため､Ⅵa期以前の遺構 と考えられる｡

sK48(第 225図) EMlグリッドで検出した｡竪穴建物がない空閑地に､SP3･SK50などととも

に設置されている｡この3基の並びは､土坑列4と直交するような方位にみえるが､その関係は

不明である｡平面形は東西に長い楕円形で､断面形は2段になっている｡ 2段の掘 り込みに対応

する土層がみられないことから意図的にこのような形状にされたと思われるが､その理由は不明

である｡なお､埋土にはブロックやⅥ層に由来する円僕が多く混じり､人為的に埋められたと考

えられる｡遺物は､土師器 と須恵器の破片が出土している｡時期判別可能な遺物が出土していな

いため､詳細な時期は不明である｡

sK49･50(第 225･230図) ENlからEN2グリッドで検出した｡両遺構は重複 してお り､SK49

の方が新 しい｡平面形はSK49が円形､sK50が方形に近い形状である｡SK50は断面形も方形に近く､

特に南側が底面に対 し壁面が垂直に近い形状をとる｡埋土にはブロックやⅥ層に由来すると思わ

れる円磯が多く混 じるため､人為的に埋められたと考えられるが､土層の状況から､複数の遺構

であった可能性がある｡遣物はSK49から灰粕陶器 (845)､SK50から須恵器 と土師器の破片が出

土している｡SH49は灰軸陶暑銅ミ出土したことから､Ⅵa期以降の遺構と考えられる.

sK63(第 225･230図) EN2グリッドで検出した｡西側にSI3､北側にS14が隣接 しているが

重複 しない｡平面形は円形､断面形は半円形である｡埋土は単層であるが､比較的多くの遺物が

含まれる｡遣物は大半が土師器の破片であり､わずかに須恵器 (846)と灰軸陶器の破片が混じる｡

詳細な時期は不明であるが､灰粕陶器が混入することから､Ⅵa期以降の遺構と考えられる｡

sK76(第 225図) EM2グリッ ドの排水溝底面で検出した｡遺構の北半が発掘区外に延びる｡

SK58と重複 し､これより古い｡全容は不明であるが､検出した範囲の平面形は方形である｡また､

断面形も方形に近く､底面に対して壁面がほぼ垂直に掘 り込まれる｡土坑列4の北側に位置 して

いるが､その関係は不明である｡出土遺物がないため､所属時期は不明である｡

sK78(第 225図) EN3グリッドで検出した｡平面形は円形で､断面は三角形に近い形状をとる｡

埋土中に焼土や炭化物が混入 してお り､土師器や灰粕陶器の破片が含まれる｡以上の状況から､

掘方が削平された竪穴建物のカマ ドに関連する遺構である可能性がある｡詳細な時期は不明であ

るが､灰軸陶器が混入することから､Ⅵa期以降の遺構 と考えられる｡

sK83(第 225･230図) EN5グリッドで検出した｡西側にS19が隣接するが､重複 しない｡平

面形は南北が長い楕円形で､断面形は半円形である｡遺構底面の北部が若干深くなっているが､

詳細は不明である｡埋土中に焼土や炭化物が混入 してお り､須恵器 (848等)が出土している｡

sK78と同様に､掘方が削平された竪穴建物の一部である可能性がある｡所属時期は､灰軸陶器

が混入 しないことや 848の時期から､Vb期に属すると考えられる｡

sK85(第 225･230図) EN5グリッドで検出した｡東側でSIIOと重複 し､これより新 しい｡平

面形は方形で､断面形も方形に近い｡長軸方位がSIIOとほぼ直交 しており､この点はSP4のよ

うな方形の遺構 と共通 している｡埋土中から須恵器(849･850等)や土師器の破片が出土している｡

出土した須恵器から､Vb期に属する遺構と考えられる｡



70 第4章 稲荷遭跡の調査成果

SK12

-トーー＼､-
†◎‡
19.50m

､-≡I--I;
i2.5Y3/2 黒褐色粘質シル ト
しまる 粘性あり しみ状に鉄
瓜沈着l(瑞含む
2 2.5Y3/2 .%鴇色粘質シル ト
しまる 粘性あり しみ状に鉄
斑沈潜10‡含む 2.5Y4/2時灰異
色粘質シル ト(しまる 粘性あり
鉄斑15%沈肴)をブロック状に
50‡含むSK49･SK50

19.50m

二 二一:=一一三 _A-1 Al

一国 19雪才｢19■5頂好一
1 2.5Y3/3 暗オリーブ鞄色粘質
シル ト しまりなし 粘性あり
全体に鉄雄沈着
2 2.5YJL/3 オリーブ褐色粘質シ
ル ト しまりなし 粘性あり
全体に鉄斑沈潜

I 25Y4/2 時灰斉色粘貿シル ト
ややしまる 粘性あり 全体に
鉄斑沈3r マンガン斑沈jr
SY4/L灰色粘貫シル トをブロック
状に20%含む
2 25Y4/2 時灰黄色粒質シル ト
ややしまる 粘性あり 全体に
鉄斑沈着 マンガン鹿沈着

二tニ ー : 二 ∴

L 2.5T4/1 貧灰色粘質シル ト しまる 粘
性あり 全体に浪く鉄斑沈着 マンガン斑沈
iit径1-3cnの円康2斗含む
2 2.6Y3/2 .%補色粘常シル ト しまる 粘
性あり 全体に鉄鹿沈♯ マンガン故少女沈
廿 2.5Y4/1黄灰色粘質シル トをブロック状
に15%含む
3 2.5Y3/2 鳥相色粘質シル ト しまる 粘
性あり 全体に破く依然沈書 マンガン錐沈
♯ 径1-5cznの円凍5%含む
4 2.5Y3/2 黒褐色粘質シル ト しまる 粘
性あり 全体に浸く鉄姓沈二着 マンガン斑沈
着 2.6Y4/1黄灰色粘質シル ト(全体に鉄斑沈
♯)をブロック状に30半含む
5 2.5Y3/2 .%褐色粒質シル ト しまる 粘
性あり 全体に浸く鉄尭沈方 戊を少丘含む
6 2.5Y4/1 責灰色粘耳シル ト しまる 粘
性あり 全体に濃く鉄淡沈書 マンガン班沈
書 径3-9czDの円額を15%含む

l･2SK49埋土 3-6:SK50埋土

19.5h

て妄7~
モグラ穴か

1 2.5Y4/1 黄灰色粘質シル ト
ややしまる 粘性あり 全体
に鉄斑沈着 マンガン虹沈着
5Y5/1灰色粘土(全体に鉄兜沈
♯)を20%含む 従2-4cnの小
捷3≠含む

FgKI◎づ
I:- -:-I-~

I 2.5Y4/1 黄灰色粘質シル ト し
まる 粘性あり 全体に鉄紅沈着
裁くマンガン斑沈♯ 奄05- 1cm
の円攻を3%含む 旋土 (2.5YR5/8
明赤裾色)少皇含む
2 6Y4/1 灰色粘質シル ト ややし
まる 粘性あり 全体に漉くマン
ガン斑沈書 径0.2-0.3czLの円鎌
を2‡含む
3 2.5Y4/1 賞灰色粘質シル ト や
やしまる 全体に紫粧沈着

1 2.5Y4/l 井灰色粘質シル ト しま
る 粘性あり 全体に軟度沈着 マン
ガン斑沈,r 5y4/1灰色粘質シル ト(全
体に鉄鉱沈甘)をブロック状に15%含む
篠2-8cmの円韻7%･炭を少皇含む
2 2.5Y4/2 時灰共色粒質シル ト し
まる 粘性あり 全体に軟度沈廿 マ
ンガン斑沈着 5Y4/L灰色粘質シル ト
をブロック状に25%含む 径1-381の
円俳LO%含む

19'h 蘭 ~

1 2.5Y4/1 貧灰色粘質シル ト
ややしまる 粘性あり 全体に
沸く紫斑沈篇 漉くマンガン斑
沈♯ 径0.5-1cJlの円漢3%含む
2 2.5Y5/1 共灰色粘質シル ト
しまりなし 粘性あり 全体に
濃く解放沈着

sKI国字
19㌔ ゴ~土善2
1 2,5Y4/1 黄灰色粘質シル ト
しまる 粘性あり 全体に鉄
庄沈着 マンガン斑沈着 径
O5-2czIの円凍2半含む
2 5Y4/】 灰色粒質シル ト し
まる 粘性あり 全体に浪く
マンガン斑沈潜

第225園 その他の土坑遺構園①

SK78

- ト ≠=ゝ

ユ ⑦ェ
A A'

19車 軒 ~

i 10YR4/1 軸灰色粘質
シル ト しまる 粘性あ
り 全体に涜く軟度沈,I
マンガン鹿湧く沈3F 炭
化物と姓土(2.5YR5/8明
赤地色)少量含む
2 25Y3/2 束袖色粘質
シル ト しまる 粘性強
い 全体に鉄斑沈3r マ
ンガン虹濃く沈着 炭化
物と焼土(26YR6/8明赤
禍色)少女含む
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sK86(第 226･230図) EN7からEO7グリッドで検出した｡SD15と重複 し､これより新 しい｡

平面形は円形で､南側にやや浅い掘 り込みが付属するような形状をとるが､この浅い部分は

sD15の延長 と思われる｡断面形は不定な形状で､底面も平坦にならない｡本遺構の周辺に､方

形や円形である柱穴状遺構や土坑が複数存在するが､それぞれの関係は不明である｡埋土中から

須恵器 (851等)･土師器 ･灰粕陶器 (852)が比較的多く出土している｡散布状況を比較すると､

土師器や灰粕陶器は表層に近い 1層から出土しているのに対 し､須恵器は底面に近い2層からも

出土している｡そのため､1層と2層が異なる経緯で埋没 した可能性が考えられる｡なお､851は､

出土遺物の中で最も深い位置から出土している｡所属時期は､灰軸陶器が混入することからⅥ a

期以降に埋没したと考えられる｡

sK89(第226図) EN7グリッドで検出した｡SI15･18の南側に位置 し､SP5･SK92とも隣接するが､

どの遺構とも重複 していない｡平面形は方形で､断面形は逆台形の形状をとる｡長軸方位は北か

ら西に傾いてお り､他の方形土坑と共通する｡埋土の上層 (1層)と下層 (2- 4層)で大きく

堆積が異なってお り､特に2層は黒褐色粘質シル トはかなり粘質が強く､磯が混入しない特徴が

ある｡掘方壁面の崩落 (3･4層)-滞水等による堆積 (2層)-人為的埋没 (1層)の過程が

想定されるが､土坑の性格は不明である｡遺物は､須恵器の破片が出土している｡遺構の重複や

時期判別可能な出土遺物がないため､所属時期は不明である｡

SK109･110(第 226･230図) EN4グリッドで検出した｡両遺構は重複 してお り､SK109の方が

新 しい｡また､両遺構の検出位置がS18の埋土上面であり､S18より新 しい遺構である｡掘方

には複数の段があり､複雑な形状である｡埋土の状況から考えると､SK109が4回､SKllOが 2

回の掘削 ･再掘削を経ていると考えられる｡このような状況は､後述するSK113･SK121･SK122

でも確認できる｡遺物は､SK109から土師器 ･須恵器 (854等)､灰軸陶器の破片が出土している｡

所属時期は､埋土に灰軸陶器が混入 し､S18より新 しいことから､Ⅵ a期以降と考えられる｡

SK112(第226･230図) EM4グリッドで検出した｡SI6･S17の埋土上面で検出してお り､こ

れらの遺構より新 しい｡平面では確認できなかったが､土層の状況から2つの土坑が重なってい

る可能性が高い｡遺物のほとんどは上層 (1- 4層)中に含まれてお り､下層 (5 ･6層)から

の出土は少ない｡土師器 (856等)､須恵器 (855等)の破片が出土しているが､856は 1層 と6

層から出土したものが接合しており､上層の再掘削によって埋土に混入 したと考えられる｡所属

時期はSI6･S17より新 しいためⅥ a期以降に位置付けられる｡

sK114･SK116(第 226･230図) EN6グリッドで検出した｡ ともにSI12と重複 してお り､SK114

はSI12より新 しく､SK116はSI12より古い｡ したがって､SK116-SI12-SK114の順で構築さ

れたことになる｡発掘区南壁にかかっているため全容は不明であるが､検出した範囲ではともに

方形に近い平面形である｡SK114は底面南部が一段低くなってお り､この部分のみ SK116よりも

深くなる｡SK114の埋土中には炭化物や焼土が目立つが､元々はSI12の埋土中に含まれていたも

のと思われる｡遣物は､ともに須恵器 (862-864等)や土師器 (865)が出土している｡所属時

期は､SK116がSI12よりも古いことや出土遺物からVb期に位置付けられる｡SK114は､埋土の

状況から出土遺物がSI12からの混入である可能性があり､遺構の重複から所属時期が周囲の遺

構よりは降ると考えられる｡
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三 : 信 二 ∴ 二 ∴ 二 二

1海 19忘 宜
1 2.5Y4/l 黄灰色粘質シル ト しま
る 粘性あり 全体に鉄斑沈着 漉く
マンガン鹿沈帯 下居とのせ界明株
雀1-5C皿の円横を10%含む
2 2.5Y3/1 黒褐色粘質シル ト しま
る 粘性あり 鉄斑しみ状に15%沈三着

SK86遺物出土位置

19.50rTl

1 2.5Y4/l 葬灰色粘質シル ト し
まる 粘性あり 全体に鉄鹿沈jr
浪くマンガン蝕沈方 径2-3cnの
円鶴を3%含む
2 2.5Y3/1
やしまる
に20%沈着
3 10YR4/l
やしまる
鉄斑沈書
4 10Yfu/l
やしまる
鉄斑沈着

1二三目 蓋冨蓋等

無私色粘質シルト や
粘性強い 欽鮭しみ状

鞄灰色粘質シル ト や
粘性あり 全体にatく
マンガン斑沈書
禍灰色粘質シル ト や
粘性あり 全体に浪く
マンガン塩沈潜 鐘L～

4mの円鎖を10%含む

A
1950m 5 1

i 10YR3/2 .%褐色粘質シル ト ややしまる 径5cm以下の亜円漢を含む
2 10YR2/3 TW 色粘質シル ト ややしまる 径5cD以下の亜円康を含む
3 2.5Y3/2 黒袖色粘質シル ト ややしまる 径5cJZ)以下の亜円襟を含む
炭化物が少し溢じる
4 10YR3/3 時枯色粘質シル ト ややしまる 径3cJZl以下の亜円廉を含む
粗砂が混じる
5 10YR3/2 恩褐色粘質シル ト しまる 粘性あり 全体に鉄鹿沈廿
マンガン斑少i沈着 径1-44の円熊を10%含む
6 10YR3/1 鳥相色粘耳シル ト ややしまる 粘性あり 全体に鉄斑沈
着 マンガン威沈着 径2-3ロ1の円群を15‡含む

1-4'SKIO9埋土 5I6:SKl10埋土

__A_ 1
19.50m 2 i# 1

1 10YR4/2 灰共褐色粘質シル ト しま
る 粘性あり 全体に鉄斑沈方 硬化マ
ンガン沈着 径2-3cnの円顔を5半含む
2 LOYR3/3 暗袖色粘質シル ト ややし
まる 粘性あり 全体にマンガン紅沈
着 径1-4czLの円錐7%含む
3 10YR5/1 袖灰色粘質シル ト しまる
粘性あり 全体にマンガン法沈iit
4 10Y713/3 時鴇色粘質シル ト ややし
まる 粘性あり 全体に濃く鉄斑沈耕
鐘1-4czLの円庚1(瑞含む

5 2.5Y5/1 賞灰色砂質シル ト しまり
なし 粘性あり 全体に鉄功･沈着 径1
-7cmの円廉乃含む
6 5Y5/1 灰色砂質シル ト しまりなし
粘性あり 全体に鉄庇沈廿

19怠 宮 人'

2 -

1 2.5Y3/1 具視色粘質
シル ト ややしまる
粘性あり 全体に鉄斑沈
♯ マンガン斑少量沈帯
2 2.5Y3/2 黒褐色粘質
シル ト やや しまる
‡占性あり 全体に鉄塊･沈
書 マンガン斑沈書
3 2.5Y4/2 時灰黄色粘
質シル ト ややしまる
粘性あり 全体に鉄鍾沈
着 マンガン滋沈着

1 10YR2/2 患褐色粘質シル ト ややしまる 焼土粒 ･炭
化物を多く含む 径2n以下の円&を少し含む
2 10YR3/2 黒袖色粘質シル ト ややしまる 径5czL以下の
亜円藻を少し含む
3 10YR3/2 ,%褐色粘質シル ト やや暗色 ややしまる
径3cn以下の円庚を少し含む 炭化物浪人
4 10YR2/2 黒褐色粘質シル ト ややしまる 径5czL以下の
亜円鎌を含む 炭化物が少皇混入 全体にマンガン斑沈着
5 1DYTH/3 にぷい黄鴇色粒質シル ト しまる Vb居

1SKl14埋土 2:SKl16埋土 3･4:SI12埋土

0 2JTl

(S=1/40)

第226園 その他の土坑遺横国②



第3節 古墳時代･古代の遺構 73

SK115(第 226図) EN6グリッドで検出した｡SIIOとSI15の間にある空閑地に位置 し､SP6､

sp4､SK118と直線的に並んでいるようにみえるが､平面形状や埋土などに共通点がなく､等間

隔にならないことから､土坑列とはしなかった｡平面形は円形で､断面形は方形に近い｡周辺の

sK86や sK89とは異なり､下層 (3層)にVb層に類似 した埋土がみられる｡遺物は須恵器の破

片が1点のみ出土している｡遺構の重複や時期を判別できる出土遣物がないため､所属時期は不

明である｡

sK113･SK121･SK122(第 227･230図) EN7グリッ ドで検出した｡複雑に重複するSI13- 18

の竪穴建物群の南側に位置し､検出当初は竪穴建物であることを想定していた｡掘削を進める過

程で､複数の土坑が複雑に重複する遺構であることが判明した｡遺構の北側でSI14と重複しこ

れより新 しく､南側のSD16よりは古い｡EN7グリッドの発掘区東壁の土層では､さらに多くの

遺構が重複する状況が観察され (第227図5- 10層)､当該箇所で集中して掘削が行われている｡

なお､各務原市広畑野口遺跡において､｢廃棄土坑｣とされる7世紀後半の遺構 (SK24)が検出

されており､複雑な堆積状況や掘方に共通点がみられる (岐阜県文化財保護センター2010)C本

遺構群からは須恵器 (858- 861等)､土師器､灰軸陶器が比較的多く出土しているが､いずれ

も破片である｡所属時期は､SI14より新 しいことからⅥ b期以降と判断される｡

sK120･SK123(第 227･230図) EM7グリッドで検出した｡SK120はSI13及びSK125の完掘後に

その底面から検出した遺構であり､これらより古い｡またSK123は､SK120完掘後にその底面か

ら検出した｡SK120･SK123ともに北部が発掘区外であるため全容は不明であるが､平面形は方形

に近い形状と考えられるoSK120は､上面をSI13や sK125によって削平されているためか非常に

浅い｡一方sK123は断面形が方形に近い形状をとり､本来はSK85や sK89のような方形土坑であっ

たと考えられる.出土遺物は､SK120から須恵器 (866)が 1点のみ出土している｡所属時期は､

遺構の重複からVb期以前と考えられる｡

sK128 (第 228･230図) ENlからEOlグリッドで検出した｡掘方の南側が発掘区外であるため､

全容は不明であるO掘方の北側でS12と重複し､これより新しい｡S12との重複関係を誤認 し

ていたため､S12の掘削中に平面形を確認 した｡埋土は､しまりのない黒褐色シル トが堆積 し

ていた｡なお､南北方向の断面で確認 した褐灰色の粘質シル ト (A-A'5層)は､発掘区南壁で

は確認できなかった｡掘方の形状から竪穴建物である可能性を考慮して調査を起こったが､硬

化した床面や整地土は確認できなかった｡遺物は､須恵器､土師器が出土した｡所属時期は､S1

2より新しいことから､V b期以降に位置付けられる｡

sK129 (第229･230図) EM7からEN7グリッドで検出した｡振方の北側が発掘区外であること

や､多くの遺構と重複するため､全容は不明である｡掘方の東側でSI14と重複しこれより古い｡

SI13とSI15とも重複し､これより新しい｡SI13･SI15の掘削後に検出し､その後の土層確認によっ

てSK129の方が新しいことが判明したため､SI13･SI15掘削後の据方を図示しているo埋土の上

層の状況は不明であるが､当初検出できなかったことから､周囲の竪穴建物と類似 した埋土であっ

たと思われるO検出した面から下は､黒褐色粘質シル トが堆積していたO掘方の形状から竪穴建

物である可能性を考慮 して調査を起こったが､硬化した床面や整地土は確認できなかった｡掘方

底面はⅥ層に達 し､磯が露出した｡遺物は､須恵器､土師器が出土した｡所属時期は､SI14よ
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SK113･SK121･SK122

L 2.ちYS/2 黒褐色粘質シル ト しまる 粘性あり 全
体に濃くマンガン妊沈二着 径1-7cnの亜円熊を3%含む
2 2.5Y4/1 黄灰色粘土 しまりなし 粘性強い 全体
に濃くマンガン沈3r
3 10YR3/3 時鴇色粘質シル ト しまりなし 粘性あり
全体に鉄斑沈3B 鐘4-8cnの亜円嶺を含む
4 2.5Y4/2 暗灰黄粘質シル ト しまりなし 粘性あり
全体に沸く鉄妊沈ii' Vb届
I SKl13埋土 2:SK121埋土 3.SK122埋土

0

__A_
19.40m
3 3

1 2.5Y3/2 嵐地色粘土 しまりなし
粘性強い 粗砂を少量含む
2 2.5Y3/l 黒褐色粘土 しまりなし
粘性強い しみ状に鉄斑15%沈着

B̀

1 2.5Y3/2 .W 色粘質シル ト やや
しまる 全体にマンガン斑漉く沈ガ
径1-5czlの円集を20%含む

第227図 その他の土坑遺構図(卦

り新しいことから､Ⅵb期以前に位置付けられる｡また､掘方西壁の方位が周辺の竪穴建物と長

軸方位がほぼ同じであり､Vb期に属する可能性がある｡

(4)その他の土坑出土遺物 (第 230図)

844は土師器の嚢A類である｡体部外面と口縁部内面にハケ調整を施す｡口縁部は2段に横ナ

デされ､口縁端部は面取りと摘み上げがみられる｡845は灰軸陶器の短頭壷である｡口縁部が僅

かに外反し､体部上半に自然粕が付着する｡846は須恵器の坪蓋A類と思われる｡焼成不良によ

り胎土が灰白色である｡内面に畿内系の特徴 とされる同心円状の当て具痕が残る (渡辺 1996)0

847は須恵器の杯蓋C類である｡848は須恵器の杯身C類である｡底面が突出し､回転-ラケズ

リで調整されているO内面に墨痕が残 り､転用硯と考えられる｡849は須恵器の杯蓋C類､850

は大型の杯身C類か盤 と思われる｡850の底面はナデ調整を施す｡851は須恵器の坪身B2類で
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ある｡852は灰粕陶器の碗である｡高台は低く､底面の外側に付される｡底面に回転糸切 り痕が

残る｡853はロクロ土師器の柱状高台碗又は脚高高台皿と思われる｡854は須恵器の杯身A類で

ある｡′｣､型であるが器壁が厚い｡855は須恵器の杯身C類である｡高台の位置が底面の外縁寄り

に付され､口縁部が緩やかに外反する｡856は土師器の襲B類である｡休部外面と口縁部内面に

粗いハケ目が残る｡口縁部は強く外反し､口縁端部は指ナデによって面取 り状になっている｡体

部の器壁は薄く､外面に煤が付着する｡857は土師器であり製塩土器の可能性がある｡口縁端部

には粘土板を折 り曲げた際に生じるひび割れが残 り､指オサェや板ナデによって成形されてい

る｡特に口縁部の器壁が厚い｡858は器種不明であるが､青黒い色調であり畿内系と考えられる｡

859は須恵器の杯蓋C類､860は瓶類の体部､861は器種不明の口縁部である｡860は体部上半が

屈曲するため､平瓶の可能性がある.862は須恵器の杯蓋C類､863は額部下に横位の沈線がめ

ぐるため､水瓶と思われる｡底部には高台の痕跡が残る｡864は須恵器の盤､865は土師器の喪

B類である｡865は屈曲が強く内面に粗いハケ目が残る｡866は須恵器の蓋類の口縁部と考えら

れる｡867は須恵器の坪蓋B類である｡内面にかえりがあり､口縁部より僅かに突出する｡868

は須恵器の杯蓋C類である｡外面に重ね焼きによる融着を剥がした痕跡が残る｡869は須恵器の

杯身C類である｡口径に比して器高が低い｡
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第4節 そ の他 の 時 代 の遺 構 ･遺 物

DM12からDO16グリッドにおける遺物包含層掘削作業中に確認 した遺構群で､Ⅲ層上面から検

出した｡大畦畔の痕跡と考えられる遺構とこれに伴 う杭痕､土坑､溝状遺構などがある｡層序か

ら､六里遺跡の第 1調査面に対応する遺構群と考えられる｡

1 大畦畔 (SMl 第 238- 241図)

検出状況 DM15からDO15グリッドにかけて検出した.遣物包含層掘削過程で､DM15グリッドの

北東隅付近から円磯で構成される集石を検出したため､この面で周囲の遺構検出を実施したとこ

ろ､杭穴と南北に延びる帯状の鉄分沈着を確認 した｡磯は北側の一部にのみ集積し､南側には続

かない｡杭痕 (sp)は平面形が円形の小穴として検出した｡その多くは帯状の鉄分沈着範囲に含

まれる｡以上の状況から水田遺構の大畦畔の痕跡と判断した｡この遺構の位置は､大野郡条里プ

ランの坪境推定位置に近い (第2章第2節参照)ことから､何らかの関連が考えられる｡

堆積状況 集石は､南北方向に延びる溝状の掘 り込みの上面で､平面的に検出した｡集石の散布

状況から､この溝状遺構と集石が必ずしも関連するとは言い難いが､溝状掘 り込みから離れた範

囲に磯はみられなかった｡溝状遺構の埋土は､上層のⅡ層と類似する｡杭痕はすべて断ち割 り調

査を実施 した｡その結果､SP19･SP22･SP29の 3基から杭を検出した (第 240図 ･241図)0 3

基とも検出面から0.5m程度の深さまで達しており､その他の杭穴とは様相を異にする｡また､

断面図を図示した杭穴は深さ0.1mを超えるもので､集石の東側に多い｡その他の穴はいずれも

0.1m未満の深さであった｡これらの杭穴の埋土は､いずれもⅡ層に類似する｡

遺物出土状況 集石周辺から､須恵器､土師器､灰軸陶器､山茶碗の破片が出土した｡

出土遺物 図化可能な遺物は出土しなかった｡

所属時期 遺構を確認 した面は､層序的に六里遺跡の第 1調査面と同じと考えられる｡そのため､

Ⅶ【期以降の遺構であると考えられる｡

2 その他の遺構

sMlの他､杭列 (SAl) 1条､構状遺構 5基､土坑 10基を検出した｡SAlは南北方向に並ぶ

3基の杭穴である｡SMlと平行して設置されてお り､SMlからの距離は約 2.6mある｡南北方

向の畦畔に伴 う遺構の可能性がある｡溝状遺構はSMlの西側に分布 し､長さ1.5- 2m､幅 0.3

m以下の形状で､いずれも南北方向に近い長軸を持つ｡土坑は､SMlの西側に分布する平面形

が不定形なものと､東側の平面形が長方形の一群があり､長方形のものは溝状遺構と同様に南北

方向の長軸をもつ｡いずれの遺構もⅡ層と類似する埋土で埋没しており､上層における耕作に関

連する遺構と思われる｡

遺物は須恵器､土師器､灰粕容器､山茶碗､中近世陶器などが出土しているが､いずれも破片

である｡この内､sK8から出土した 1点を図示した｡870は古瀬戸系施粕陶器の縁粕小皿である｡

口縁部内外面に鉄粕が施される｡
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第 5節 遺物包含層出土遺物

本項では､遺物包含層であるⅡ層及びⅢ層､試掘坑等から出土した遺物について一括 して掲

載する (第 243-245図)0

871-873は縄文土器である｡破片であるため詳細は不明であるが､五貫森式から馬見塚式に

比定される土器 と思われる｡871は第Ⅱ群A2i類 とした｡ 口縁端部が面取 りされ､端部からや

や下に突帯が貼 り付けされる｡突帯の上部と側面がナデ調整されるが下部は未調整である｡突帯

には-ラ状工具によるD字刻みが施される｡872はA4類とした｡外反する口縁部の屈曲部外面

に低い突帯が貼 り付けられる｡突帯には-ラ状工具による縦位の連続刻みが施される｡873は浅

鉢と思われる｡異系統土器 (第Ⅱ群D類)と考えられ､明赤褐色で撤密な胎土をもつ｡外面には

眼鏡状付帯文が貼 り付けられ､内面は受口状に拡幅されている｡

874は土師器の台付聾の脚台である｡内外面は指オサエで成形し､端部を内面に拡幅する｡

875-897は須恵器である｡大半は 7世紀～9世紀にかけての美濃須衛窯産と思われるが､中

には880のように5世紀代まで時期が遡るものも含まれる｡875は杯蓋A類で､焼成不良で胎土

が灰白色である｡口縁部と体部に明確な境はなく､項部に不定方向のナデが施され､ケズリ調整

はみられない｡休部外面が摩耗 している｡876は杯蓋B類である｡項部に先端が尖り気味の宝珠

摘みが付され､内面の反 りは口縁部より下に突出しない｡877-879は坪蓋C類である｡877は

頂部に回転ケズリ調整が施されるが､その上から再度回転ナデを行っている｡878は径が小さく､

口縁端部のかえりが短い｡879は外面に花弁を描いたような墨書がみられる｡880･881は杯身A

類である｡880は口縁部がほとんど外反せず､直線的に内傾する｡ 口縁端部に明瞭な段がつけら

れる｡受部は斜め上に向かって直線的に開く｡体部外面は回転-ラケズリ調整が施 される｡881

は､口縁部がやや外反 しながら上方-立ち上がる｡器高が低 く､身が浅い｡882･883は坪身B

2類である｡ ともに体部から口縁部が直線的に開く｡882は底部外面の回転-ラ切 り痕が未調整

であるが､883は板ナデによって平滑に仕上げられ､-ラ記号がみられる｡884は杯身C類である｡

やや丸みのある潰れた高台が付される｡885-888は碗である｡885は底部から口縁部にかけて

内湾気味に立ち上がり､口縁端部のみ僅かに外反する｡底部外面は回転-ラケズリ痕がナデ消さ

れ､体部下半は回転-ラケズリで調整される｡底部内面は摩耗 している｡886は口縁部破片で坪

身の可能性もある｡内面に蓮弁文のような墨書が措かれる｡887は内面が摩耗 し､墨痕が認めら

れることから転用硯 とした｡888は底部外面に ｢吉｣の文字がみられる｡889は金属器写しの椀

と思われる｡体部から口縁部に掛けて強く内湾 し､口縁端部は外反する｡体部外面下半には丁寧

な回転-ラケズリが施 される｡890･891は須恵器の皿である｡ ともに底部から口縁部にかけて

直線的に開く｡891は底部外面に回転-ラケズリ調整が施され､底部内面は摩耗 している｡892･

893は盤である｡892は口縁部が玉線状になる､遺構出土資料には見られない形状をとる｡また

底部外面が静止-ラケズリ調整 される点も特異である｡893は盤の脚台であるが､3箇所の小円

孔による透かしをもつ｡稲田山2号窯 (各務原市)などに類例がある｡894は鉄鉢である｡ 口縁

部が内湾 している｡895は長頭瓶である｡体部中程のやや上に最大径をもつ｡底部外面は回転へ







第5節 遺物包含層出土遺物 111

10cm

第245図 遺物包含層出土遺物③

ラ切 りがナデ消され､体部下半は回転-ラケズリによって調整される｡高台は底部外面の端部に付

される｡896･897は嚢である｡896は頚部から体部にかけてラッパ状に開く｡口縁部内面が肥厚され､

受口状になる｡897は口縁の立ち上がりが短く､中程から上方-折れて二重口線状になる｡口縁端

部内面が896と同様に肥厚される｡体部外面に平行タタキ目､内面に青海波模様の当て具痕が残る｡

897は全体的な形状から､体部に把手がつく器形になる可能性がある｡

898- 903は灰軸陶器である｡遺構から出土した灰粕陶器と同様に､冗-90号窯～ 0-53号窯式に

比定される｡898･899は碗である｡898は底部外面は-ラケズリ調整され､その外縁に高台が付さ

れる｡休部は内湾しながら開き､口縁部が僅かに外反する｡口縁端部には煤が付着し､底部内面は

摩耗している｡灰粕は漬け掛けで施される｡899は小椀で非常に薄手で丁寧なっくりであるが､胎

土に砂粒が多く含まれる｡体部は内湾しながら開き､口縁部が外反する｡内面に自然粕が付着する

が､灰軸は発色が悪いためか確認できない｡900は深椀である｡899と同様に法量が小さいが､高

台が高く器壁が厚い｡灰粕は漬け掛けで施される｡901は皿である｡焼成不良により胎土が灰白色で､

軟質である｡休部に丸みがあり､口縁部が外反する｡外面は不明瞭であるが､口縁部と底部の内面

に刷毛塗りと思われる灰粕が明瞭にみられる｡902･903は段皿である｡902はやや厚手で高い高台

が付され､内面の段の位置から口縁部が開く｡903は薄手で底部から口縁部にかけて直線的に開く｡

902は内面のみ､903は内外面に漬け掛けで灰粕を施粕する｡ともに底面に重ね焼き痕が残る｡

904- 907は､Ⅴ ･Ⅵ期に属すると考えられる土師器である｡904は襲B類である｡全体の器壁



112 第4章 稲荷遺跡の調査成果

が薄く､口綾部のみ折り返しによって肥厚している｡体部外面と口縁部に粗いハケ調整が施され､

内面には指頭痕が残る｡905･906は焼塩土器の可能性がある口縁部破片である｡薄手で､指オサ

エによって成形される｡907は器種不明の口縁部である｡口縁部が肥厚し､口縁端部から内面にか

けて横ナデ調整される｡外面には指頭痕が残る｡

908- 912はロクロ土師器である｡910を除き､底部外面に回転糸切 り痕が認められる｡第3節

で述べたように､多くがSD16に関連する遺物と考えられる｡908は柱状高台椀である｡ほぼ同じ

もの (823)がSD16底面から出土している｡909も柱状高台碗としたが､908と比べると器高が低い｡

911は柱状高台の耳皿である｡912のような皿の口縁部を折 り曲げて成形している｡910は脚高高

台皿､912は柱状高台皿である｡

913は､平瓦である｡表面に成形時の布目痕がわずかに残る｡遺跡の西に位置する大陸寺跡との

関連が示唆される遣物である｡

914-920は中世陶磁器である｡山茶碗や古瀬戸系施粕陶器､貿易陶磁器があり､いずれもⅦ期

に属する｡914は尾張型山茶碗で､底部内面が著しく摩耗している｡見込み部分に重ね焼きによっ

て粘着した別個体の高台が一部付着している｡915は東漠型山茶碗の碗､916が皿である｡917は白

磁の椀である｡体部は直線的に開き､口縁端部のみ外反する｡内外面に白磁軸が施される｡918は

龍泉窯系青磁の椀である｡体部下半の破片であり､外面に鏑蓮弁文が施される｡919は古瀬戸系施

粕陶器の卸皿である｡見込み部分に格子状の卸目が施される｡口縁部の内外面には灰軸が施され､

底部外面に回転糸切り痕が残る｡920は古瀬戸系施粕陶器の縁粕小皿である｡口縁部内外面に鉄粕

が施され､底部外面に回転糸切り痕が残る｡

921･922はⅦ期に属すると考えられる土師器であり､921が羽釜､922が伊勢型鍋である｡

923-928は金属製品である｡923･924は角釘である｡いずれも基部が折損している｡925は器

種不明の鉄製品である｡断面形状が楕円形に近い｡926は鉛玉である｡火縄銃の弾と考えられる｡

927は銅製の煙管である｡雁首と吸い口､羅字が一体となっている｡銅板を丸めて製作したと見ら

れ､吸い口から羅字にかけて合わせ目が残る｡928は銅銭の寛永通賓である｡所謂 ｢新寛永｣であり､

初鋳年は 1668年である｡

929-932は石器･石製品である｡929は叩石である｡届平で細長い川原石の両端に蔽打痕が残る｡

それ以外の使用痕は見られない｡六里遺跡から出土した磨石 ･叩石類に形態が類似するのもがある

ことから､縄文時代晩期に属する可能性がある｡930- 932は砥石である｡930は残存する面すべ

てに砥面がみられるが､原石の凹凸によって､一部表面に自然面が残る｡砥面の状況から手持ち砥

石と考えられる｡931も角柱状の砥石であるが､携帯用のためか穿孔されている｡折損面を除く全

面に赤い付着物があり､赤錆の可能性がある｡932は､他の2つと同様折損しているが､2つの砥

面によって断面形状が三角形になるまで使い込まれている｡手持ち砥石と考えられる｡
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第5章 自然科学分析

第 1節 分析の概要と成果

1 花粉分析及びプラント･オパール分析

分析の経緯 六里遺跡･稲荷遺跡では､試掘･確認調査において水田耕作土と推定される堆積 (Ⅲ層)

を確認した｡これを受けて､水田跡であることを検証し､さらに他の作物の有無､種類及び周辺の自

然環境を把握することを目的に､花粉分析及びプラント･オパール分析の実施を計画した｡その後の

調査の進展により､水田跡だけでなく畑跡の可能性がある畝溝状遺構群や古墳時代から古代の溝を検

出し､これらの遺構が花粉化石やプラント･オパールを含む可能性がある粘質シル トや粘土で埋没し

ていることから､古代以前の古環境を検証することも分析の目的に含めた｡

分析結果と考察 今回の分析試料で､最も古い土壌は六里遺跡のⅣ層 ･Ⅴ層及び稲荷遺跡のⅣ層であ

るが､花粉化石を検出することができなかった｡プラント･オパールはネザサ節型が多量に産出して

いるが､このことから当該地は､開けた目の当たる場所であったことが推定され､Ⅳ ･Ⅴ層の堆積段

階が乾燥状態にあったとする花粉分析の結果とも矛盾しない｡以降の時代においても､ネザサ属のプ

ラント･オパールが卓越する状況から､縄文時代晩期以降の地形形成段階において開けた地形とな

り､大きく地形が変わらなかったと推定される｡遺構では､古墳時代前期に設置されたと考えられる

sD35の埋土で分析を行ったが､後の遺構やⅢ層と大きな違いを見出すことはできなかった｡古墳時

代中期以前のSD42も同様である｡7世紀代の遺構と考えられるSD54や sD60では栽培植物と考えら

れるベニバナ属の花粉が僅かに検出されており､新たに栽培が始まった可能性がある｡六里遺跡 ･稲

荷遺跡の畝溝状遺構群については､イネ科のプラント･オパールを産出したものと産出しないものが

認められる｡いずれの遺構もⅢ層の耕作によって耕土が失われているため､検出されたプラント･オ

パールもその影響を受けていると思われる｡条里地割施行前後の遺構と考えられる六里遺跡のSD24･

SN27-D13､稲荷遺跡のSNlが揃ってコウヤマキ属が卓越する現象が見られ､当時の植生を反映して

いる可能性がある｡ Ⅲ層の花粉分析の結果から､丘陵地にコナラ属アカガシ亜属やシイノキ属-マ

テバシイ属などの照葉樹林が発達し､その上部の山地にはコナラ属コナラ亜属やブナ属などの落葉広

葉樹林が分布し､スギ林も存在していたとされる植生が推定されているが､前述のように古墳時代前

期以降大きな植生の変化はないと思われる｡なお､Ⅲ層には多量のイネ科のプラント･オパールに加

え､ソバ属の花粉が検出されており､中世段階から付近でソバの栽培が始まった可能性がある｡ま

た､一時期古い水田層と推定される六里遺跡のⅢb層でもイネ科のプラント･オパールが検出されて

おり､中世以前にも水田耕作が行われていたと考えられる｡六里遺跡 ･稲荷遺跡ともⅡ層の土壌では

スギ属の花粉化石が減少し､マツ属が増える傾向にある｡中世以降､近世から現代にかけての周辺の

植生の変化を反映していると推測される｡

2 樹種同定及び放射性年代測定

分析の経緯 樹種同定は､六里遺跡第3調査面のSK112出土炭化材を対象に実施した｡検出状況 (第
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3章第5節)から､当時の人々が意図的に集めた材の可能性があり､当時の用材に対する試料を得る

と共に､遺跡の古環境の復元や縄文時代晩期の年代の推定に対する一助とするために実施した｡また､

sI4出土炭化物の年代測定については､S14が六里遺跡発掘区内の集落跡における最終段階の遺構

と考えられたが､これを示す明確な遺物が出土しなかったため､時期を考えるための手段として､年

代測定を実施した｡

分析結果と考察 六里遺跡sK112出土の炭化材は､いずれもクリ材であった｡分析においては燃料材

として優秀である点に触れられているが､縄文時代においてクリは製品や建物の構造材として広く用

いらることや､板材の可能性があることを考えると､手元にあった木材を何らかの目的で燃やした可

能性も考えられる｡また､六里遺跡で活動した当時の人々が選択的にクリ材を入手できる環境にいた

ことを示していると思われる｡年代測定では､第3章第5節でも述べたように､周囲で出土する縄文

土器の推定年代とほぼ一致しており､重要なデータを得ることができたと考える｡一方S14の炭化

材については､概ね7世紀代の測定結果が得られた｡これは､遺構の推定年代とは矛盾しないが､年

代を絞り込む結果を得ることはできなかった｡

3 鉄梓の成分分析

分析の経緯 今回の調査では鍛冶関連遺構を確認することはできなかったが､六里遺跡のSD26で出

土した鉄梓は､7世紀代の可能性がある｡遺跡の西方には赤鉄鉱を産出する金生山があり､当該地域

を支配する上で金生山の鉄鉱脈が重要であったとの見解がある (八賀2005)が､現状ではこれに関

連する遺構は確認されていない｡そのため､鍛冶関連遺物である鉄梓を分析し､鉄に関する資料を蓄

積すると共に､遺跡の性格を考える一助とすることを分析の目的とした｡

分析結果と考察 分析の結果､分析した3点とも鍛錬鍛冶の鉄梓の可能性が高いとされた｡六里遺

跡の東に位置する上保本郷遺跡では､集落において中世の鍛錬鍛冶が営まれていたことが判明して

おり (岐阜県文化財保護センター2015)､当該地においても付近に同様な遺構が存在した可能性があ

る｡ただし､県内において､古代以前の鍛冶関連遺構は弥勘寺官衝遺跡群 (関市教育委員会2012等)

や野内遺跡 (財団法人岐阜県教育文化財団文化財保護センター2007)など､ごく限られた遺跡での

み確認されており､SD26出土の鉄梓が7世紀以前のものとすれば､重要な資料の一つと考えられる｡

なお､前掲書において八賀氏は､赤坂赤鉄鉱にヒ素が多く含まれることについて述べられており､例

として､当時未公表であった東町田遺跡出土の6世紀後半の椀形梓を挙げている｡一方東町田遺跡の

発掘調査報告書 (大垣市教育委員会2004)では､赤鉄鉱を素材とする可能性が高いとしながら､こ

れまで示されている赤坂産の赤鉄鉱とは特徴が異なるとされており､真相の解明には至っていない｡

今回の分析では､SD26出土品のみ僅かにヒ素の酸化物が含まれることを確認したが､このような自

然科学分析の蓄積が今後重要になってくると考えられる｡





分析結果

①六里遺跡 (表 109･110､第247図)

六里遺跡の30試料から検出した花粉 ･胞子

の分類群数は､樹木花粉 42､草本花粉 35､形

態分類を含むシダ植物胞子3の総計80である｡

分布図の樹木花粉は樹木花粉総数を､草本花

粉 ･シダ植物胞子は全花粉胞子総数を基数とし

た百分率で示してある｡なお､樹木花粉200未

満の試料については検出の有無のみを分布図

に示したが､一部の試料 (sN3･SN9のⅡ層)

については産出傾向を把握するために分布図に

示した分類群がある｡また､図表においてハイ

フン (-)で結んだ分類群は､それらの分類群

間の区別が困難なものを示す｡さらに､クワ科

やユキノシタ科､マメ科の花粉には樹木起源と

草本起源のものがあるが､各々に分けるのが

困難なため､便宜的に草本花粉に一括して入れ

た｡

30試料の検鏡を行った結果､10試料 (sN3

のⅡ層 ･Ⅳb層､sN9のⅡ層 ･Ⅳb層､sN17

のⅤ層､sN24のⅡ層 ･Ⅴ層､sN27)には十分

な量の花粉化石が含まれていなかった｡十分な

量の花粉が得られた試料で産出が目立つ分類群

は､マツ属複維管束亜属､コウヤマキ属､スギ

属､コナラ属コナラ亜属､コナラ属アカガシ亜

属､シイノキ属-マテバシイ属などである｡マ

ツ属複維管束亜属はSN3とSN9､SN14のⅡ

層において産出が目立つ｡コウヤマキ属は0.5

- 41%の産出率を示し､SN27-D23とSD24にお

いて産出が多い｡スギ属は1- 27%の産出率

を示 し､SN14､SN17では上位層に向かって減

少する｡コナラ属コナラ亜属とコナラ属アカガ

シ亜属､シイノキ属-マテバシイ属の産出率は､

それぞれ6-43%､1-23%､1-24%である｡

草本花粉ではイネ科が多く産出しており､8-

61%の産出率である｡また､アブラナ科の産出

はSN3､SN9､SN14で多い｡その他では､栽
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培植物のソバ属とベニバナ属が産出しており､ソバ属はSN3のⅡ層､SN14のⅡ層とⅢ層､SN17のⅡ

層､SN24のⅡ層とⅢ層､SN26-D4で､ベニバナ属はSD60とSO54で産出している｡

②稲荷遺跡 (表 111､第248図)

稲荷遺跡では､14試料から検出した花粉 ･胞子の分類群数は､樹木花粉28､草本花粉29､形態分

類のシダ植物胞子2の総計59である｡分布図の樹木花粉は樹木花粉総数を､草本花粉 ･シダ植物胞

子は全花粉胞子総数を基数とした百分率で示してある｡なお､樹木花粉 200未満の試料については検

出の有無のみを分布図に示した｡また､図表においてハイフン (-)で結んだ分類群は､それらの分

類群間の区別が困難なものを示す｡さらに､クワ科やマメ科の花粉には樹木起源と草本起源のものが

あるが､各々に分けるのが困難なため､便宜的に草本花粉に一括して入れてある｡

14試料の検鏡を行った結果､DO13グリッドのⅣ層とDO15グリッドのVa層､SDIO､SD14では十

分な量の花粉化石が得られなかった｡十分な量の花粉が得られた試料で産出が目立つ分類群は､マツ

属複維管束亜属､コウヤマキ属､スギ属､コナラ属コナラ亜属､コナラ属アカガシ亜属､シイノキ

属-マテバシイ属などである｡マツ属複維管束亜属は各グリッドのⅡ層において産出が目立つ｡特に

DO15グリッドⅡ層では55%の産出率を示し､突出している｡コウヤマキ属は1-37%の産出率を示し､

特に畝溝状遺構群で採取した試料(SN26-D3-5)で産出が多い｡スギ属は5- 26%の産出率を示し､

上位層に向かって減少する｡コナラ属コナラ亜属とコナラ属アカガシ亜属､シイノキ属-マテバシイ

属の産出率は､それぞれ7- 37%､0.5- 19%､4- 21%である｡草本花粉ではイネ科が最も多く

産出しており､25-60%の産出率である｡また､アブラナ科がDO15グリッドのⅡ層で突出しており､

33%の産出率を示す｡その他では､栽培植物のソバ属がDOllグリッドのⅡ層とDO13グリッドのⅡ層､

DO15グリッドのⅡ層とⅢ層で産出している｡

古植生について 六里遺跡では､縄文時代晩期の遺物包含層であるⅤ層 (sN17､SN24下層)は､花

粉化石がほとんど含まれていなかった｡一般的に花粉は湿乾を繰り返す環境に弱く､酸化的環境に堆

積すると紫外線や土壌バクテリアなどによって分解され消失してしまう｡そのため､堆積物が酸素と

接触する機会の多い堆積環境では花粉が残りにくい｡Ⅴ層の堆積当時の試料採取箇所周辺は乾燥状態

にあったと推測される｡Ⅳ層では3試料の分析を行ったが､うち2試料では十分な量の花粉が得られ

なかった｡よって､Ⅳ層堆積時においても一部の場所では乾燥状態にあったと考えられる｡SN14の

Ⅳ層では十分な量の花粉化石が得られ､プラント･オパール分析でイネ機動細胞珪酸体も産出してお

り､草本花粉で水田雑草を含む分類群であるミズアオイ属やキカシグサ属の産出も見られる｡しかし､

後の確認で､上層との撹拝が認められる箇所の試料を採取したことが判明し､Ⅲ層の分析結果を反映

している可能性が高い｡

Ⅲ層から産出した樹木花粉では､落葉広葉樹のコナラ属コナラ亜属や照菓樹のコナラ属アカガシ

亜属､温帯性針葉樹のスギ属の産出が目立つ｡中部 ･東海地方の植生は ｢中部 ･東海地方の植生史｣

(守田ほか 1998)にまとめられており､それによると標高約 500m以下の丘陵帯では下部にシイやカ

シが優占し､上部にカシの優占する常緑広葉樹林が発達する｡標高500- 1700mの山地帯ではブナ

やミズナラを主とする冷温帯性落葉広葉樹林が発達するが､太平洋側の丘陵帯上部から山地帯下部の

移行帯ではモミやツガなどの針葉樹が混交し､しばしば優占する｡Ⅲ層から産出する上記の分類群は

こうした丘陵帯から山地帯にかけての植生を反映していると考えられる｡すなわち､当遺跡周辺の丘
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表111 稲荷遺跡から産出した花粉胞子一覧表
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ArbQrealpollen 樹木花粉
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Tott1Poll｡爪&恥E｡S花粉 ･胞子飴歎
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陵地にはコナラ属アカガシ亜属やシイノキ属-マテバシイ属などの照葉樹林が発達しており､その上

部の山地にはコナラ属コナラ亜属やブナ属などの落葉広葉樹林が分布していた｡また､丘陵帯から山

地帯にかけて分布を広げる照葉樹林や落葉広葉樹林のなかにはスギ林も存在していたであろう｡

古墳時代から中世にかけての遺構や堆積層から採取した試料の樹木花粉では､顕著な花粉組成の

相違がみられず､それほど大きな植生の変化はなかったと考えられる｡ただし､スギ属は上位層に

向かって減少傾向を示し､時期を経るにしたがって分布を縮小させていたかもしれない｡さらに､

sN27-D13やSD24ではコウヤマキ属が突出しており､コウヤマキが分布を広げていたと推測される｡

なお､コウヤマキ属の突出した産出状況については､堆積環境の相違が影響している可能性や､局地

的な植生を反映している可能性などが考えられるが､詳細は不明である｡
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近世以降の耕作土であるtl層 (sN3とSN9､SN14)では､マツ属複維管束亜属が増加している｡

十分な量の花粉が得られなかったSN3のSN14においても樹木花粉で多産するのはマツ属複維管束亜

属である (表 109)｡これらの採取箇所は六里遺跡の西部に位置するため､おそらく､近世以降では

遺跡西部にニヨウマツ類などの二次林が広がっていたと考えられる｡さらには､マツ属複維管束亜属

の産出が顕著な試料では､アブラナ科の産出も顕著である｡稲荷遺跡と同様に水田の一部でアブラナ

科が栽培されていたか､水田周辺の畦畔などに野生種が生育していた状況などが推測される｡

その他に､栽培植物ではべニバナ属とソバ属の産出も見られた｡べニバナ属は古墳時代後期とみ

られるSt)54とSD60で､ソバ属は中世の耕作土であるⅢ層や近世以降の耕作土であるⅡ層を中心とし

た層準で産出している｡べニバナとソバはともに虫媒花で､広範囲に花粉を散布させないと考えられ

るため､試料採取箇所周辺において古墳時代後期にはベニバナ栽培が､中世から近世以降にはソバ栽

培が行われていたと考えられる｡

稲荷遺跡DO13･DO15グリッドのⅣ層では､花粉化石がほとんど含まれていなかった｡おそらく､

Ⅳ層堆積当時の水田区画周辺は乾燥状態にあったと思われる｡DOllグリッドⅣ層では花粉化石が産

出しており､落葉広葉樹のコナラ属コナラ亜属やブナ属､照菓樹のコナラ属アカガシ亜属やシイノキ

属-マテバシイ属､温帯性針葉樹のスギ属の産出が目立ち､ツガ属やモミ属を伴う｡なお､プラント･

オパール分析においてもⅣ層ではイネ機動細胞珪酸体を検出しているが､六里遺跡と同様にⅢ層との

撹拝がある試料を採取していたことが判明し､本資料についてもⅢ層の分析結果が反映されていると

考えられる｡畝情状遺構群から採取したSNlでは､コウヤマキ属の産出も目立つ｡遺跡周辺の丘陵

帯上部から山地帯下部の移行帯においてモミやツガなどと共にコウヤマキも分布を広げていたと思わ

れる｡草本花粉ではイネ科が優勢であり､水田雑草を含む分類群であるキカシグサ属を伴っている｡

古代以降の水田耕作土であるⅢ層や圃場整備前の耕作土であるⅡ層においても､コナラ亜属など

の落葉広葉樹やアカガシ亜属などの照菓樹､スギ属などの温帯性針葉樹が産出しており､遺跡周辺に

はⅣ層の堆積時と同様な森林植生が広がっていたと考えられる｡ただし､スギ属については上位層に

向かって減少傾向を示しているため､スギ林は時期を経るにしたがって分布を縮小させていた可能性

がある｡代わって､上位層に向かって増加傾向を示すのがマツ属複維管束亜属である｡特にDO15グリッ

ドではマツ属複維管束亜属が顕著な産出を示しており､DO15グリッドを中心としてニヨウマツ類の

二次林が存在していたと考えられる｡また､マツ属複維管束亜属の産出が顕著な試料では､アブラナ

科の産出も顕著である｡アブラナ科にはナズナ､タネツケバナなどの野生種や蕪､大根といった栽培

種が含まれるが､花粉の形態で種を区別するのは難しい｡例えば､畦畔にナズナなどの野生種が生育

していた状況や､水田の一部において蕪や大根が栽培されていた状況などが推測される｡さらには､

DOll､DO13､DO15各グリッドのⅡ層とⅢ層ではソバ属の産出が見られた｡ソバは虫媒花で花粉の散

布範囲は狭いと考えられるため､試料採取箇所の近辺でソバ栽培が行われていたと推測される｡

なお､古代の溝の最下部から採取したSDIOとSD14では花粉化石が産出しなかった｡これらの堆積

物は人為的な埋土など､花粉が保存されるのに適した土壌ではなかったと考えられる｡
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のプラント･オパールを検出しているが､SI13では3,300個とやや少ない個数を示している｡また､

本層においてもイネの頴に形成される珪酸体の破片を3地点で確認した｡最も多く検出したのはやは

りネザサ節型で､おおむね 10,000個前後を確認した｡その他ではウシクサ族が約4,000-9,000個､

キビ族が約 2,000- 10,000個検出しているDⅢb層 (sN14とSN17)からも6,000個前後のイネのプ

ラント･オパールを検出しているが､イネの頴に形成される珪酸体は観察されていない｡その他には､

ネザサ節型やキビ族､ウシクサ族などを若干確認した｡Ⅳ層､Ⅴ層のイネのプラント･オパールにつ

いては､SN14のⅢ層の撹拝と考えられるⅣ層上層より若干検出している他は確認できなかった｡最

も多く検出したのはやはりネザサ節型で､SN9では30,000個を超えている｡その他には､ササ属型

やキビ族､ウシクサ族などをわずかに確認した｡

畝溝状遺構群であるSN26では5,000個前後のイネのプラント･オパールを検出した｡最も多く検

出したのは14,000個前後を示しているネザサ節型で､その他に､ササ属型やキビ族､ウシクサ族が

3,000個前後の産出個数を示している｡SN27では他の試料と比べてプラント･オパールの検出数が少

なく､10,000個を超える分類群は無かった｡ただし､D13より1,100個のイネのプラント･オパール

を検出した｡

②稲荷遺跡 (表 114､第249図)

DOllグリッドの全3試料から5,000個を超えるイネのプラント･オパールを検出しており､Ⅱ層

では10,000個を超えている｡また､Ⅱ層からはイネの頴に形成される珪酸体の破片も確認した｡最

も多く検出したのはネザサ節型で､3試料とも10,000個以上を示している｡次いでウシクサ族が多

く､Ⅱ層では10,000個を超えている｡その他には､ササ属型やキビ族などを若干確認した｡DO13グ

リッドでは､Ⅱ層とⅢ層から10,000個を超えるイネのプラント･オパールを検出し､イネの頴に形

成される珪酸体の破片も若干確認した｡最も多く検出したのはネザサ節型で､3試料とも10,000個

以上を確認した｡ウシクサ族はⅡ層とⅢ層で 10,000個前後を示しており､その他にも､ササ属型や

シバ属､キビ族などを確認した｡DO15グリッドでは､Ⅱa層とⅢ層からそれぞれ26,700個と13,500

個のイネのプラント･オパールを検出し､イネの頴に形成される珪酸体も確認した｡最も多いのはネ

ザサ節型で､Ⅱ層では40,000個を超えている｡その他には､ササ属型やキビ族､ウシクサ族などを

検出している｡

SNlでは､D9とDIOからそれぞれ9,300個と8,900個のイネのプラント･オパールを検出した｡

最も多いのはやはりネザサ節型で､D7とD9では10,000個を超えている｡その他には､ササ属型

やキビ族､ウシクサ族などを確認した｡

水田耕作について 上記のように､多くの試料からイネのプラント･オパールを検出した｡ここで検

出個数の目安を示すと､イネのプラント･オパールが試料 1g当たり5,000個以上検出した地点から

推定された水田跡の分布範囲と､実際の発掘調査で判明した水田跡の分布とがよく対応する結果が得

られており (藤原 1984)､稲作が行われていたか否かの検証ではこの5,000個を目安に､プラント･

オパールの産出状態や遺構の状況をふまえて判断されている｡

六里遺跡では､Ⅱ層は近世以降の耕作土､Ⅲa層は中世の耕作土､Ⅲb層は古墳時代から古代の

耕作土の可能性がある｡先にも記したように､Ⅱ層からは 10,000個を超えるイネのプラント･オパー

ルが､Ⅲa層からも10,000個前後のイネのプラント･オパールが得られており､耕作土､すなわち
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ない可能性が高いと判断される｡

稲荷遺跡では､Ⅱ層､Ⅲ層の試料から7,000個を超えるイネのプラント･オパールを検出した｡こ

のうちⅢ層は古代以降の水田耕作土の可能性があると考えられており､今回のプラント･オパール分

析ではこれを支持する結果が得られたと判断される｡また､Ⅱ層は圃場整備前の耕作土と考えられて

おり､10,000個を超えるイネのプラント･オパールを検出したのは､耕作土､すなわち水田耕作の

存在を支持する結果と判断される｡なお､DOllのⅣ層でも5,000個のイネのプラント･オパールが

得られており､花粉分析でも水田雑草を含む分類群を確認したが､六里遺跡のSN14のⅣ層と同様な

状況と考えられる｡SNlのD9･DIOからも9,000個前後のイネのプラント･オパールを検出してお

り､畝溝状遺構群の土壌が水田土壌である可能性は高いと判断される｡一方､D7からイネのプラント

オパールは得られていないため､遺構の性格の評価について慎重に扱う必要がある｡

遺跡周辺のイネ科植物 両遺跡ともに､最も多く検出しているネザサ節型のササ類 (ケネザサ､ゴキ

ダケなど)については､開けた日の当たる場所での生育が考えられる｡このうちケネザサ (ミヤコネ

ザサ)について､愛知県名古屋市周辺の丘陵から稜線下にかけては現在クロマツーケネザサ群集やコ

ナラーケネザサ群集 (谷斜面)が成立している (愛知県 1995)｡また､ススキ (ウシクサ族)とともに､

丘陵のやや平坦な台状地においてススキーケネザサ群集を形成している (愛知県 1995)｡このような

状況から､三水川の自然堤防上や丘陵部空き地､林縁部､水田耕作地周辺などの開けた日の当たると

ころに上記のようなネザサ節型のササ類やウシクサ族が多く生育していたとみられる｡一方､ササ属

型のササ類 (スズタケ､ミヤコザサなど)については､遺跡周辺に成立していたと考えられる落葉広

葉樹林 (花粉分析の項参照)の下草的存在として生育していたとみられる｡また､ヨシ属 (ヨシなど)

については水田周辺の水路などに､シバ属 (シバなど)は畔などに生育していたと推測される｡

キビ族については､アワやヒエ､キビといった栽培種に由来するか､エノコログサやスズメノヒエ､

イヌビエなどの野生種に由来するかについて現時点においては形態からは分類できず不明である｡し

かしながら､上記のように遺跡周辺では古墳時代から古代以降において水田耕作が営まれていたと考

えられるため､検出したキビ族にはタイヌビエなどの稲作にともなう野生種が含まれている可能性が

ある｡

第 3節 炭化材樹種同定及び放射性炭素年代測定

1 炭化材樹種同定

六里遺跡第3調査面のSK112で出土した炭化材の樹種同定を行った｡遺構埋土の上面で検出した

板状の材で､出土時には完全に炭化していた (第3章第5節参照)｡燃料の可能性もあるが詳細は不

明である｡なお､分析は小林克也 (株式会社パレオ ･ラボ)が担当した｡

試料と方法 試料は､表 115に示した 12点である｡まず試料を乾燥させ､材の横断面 (木口)､接線

断面 (板目)､放射断面 (柾目)について､カミソリと手で割断面を作製し､整形して試料台にカー

ボンテープで固定した｡その後イオンスパッタにて金蒸着を施し､走査型電子顕微鏡 (日本電子 (樵)

製 JSM-5900LV)にて検鏡及び写真撮影を行なった｡

分析結果 同定の結果､試料はいずれも広葉樹のクリであった｡同定結果を表 115に示す｡次に､同
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た｡チタン (TiO2)含有量は少ない｡SEM反射電子像では､第253図-2､3のような結晶組織が観察

された｡EDS分析結果と併せると､密集 している明色の樹枝状ないし粒状組秩 (第253図-3のa)

では鉄 (Fe)と酸素 (o)が検出され､ウスタイ ト (FeO)とみられる｡中間色木ずれ状組織 (同図b)

では鉄とケイ素 (si)と酸素が検出され､ファイヤライ ト (2FeO･SiO2)とみられる｡これらが､基

質となる暗色ガラス質 (同園C)上に晶出している｡以上の特徴より､鍛冶梓と考えられ､鍛錬鍛冶

梓である可能性が高い｡

一般に砂鉄製錬の場合､原料中にチタンが多く含まれており､さらにその製錬梓にはチタンが濃

縮され､チタンを含む結晶鉱物が晶出する｡今回の鉄梓の鉱物組織の定性分析結果では､チタン含有

の鉱物が検出されず､またウスタイ トが多くみられ､また､蛍光X線分析ではチタン含有量が少なく

鉄含有量が多い｡以上より､製錬に伴う製錬揮ではなく､精錬鍛冶や鍛錬鍛冶に伴 う鍛冶梓といえ､

中でも鍛錬鍛冶梓である可能性が高い｡
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第6章 総括

第 1節 六里遺跡 ･稲荷遺跡の竪穴建物について

今回の調査において六里遺跡で7軒､稲荷遺跡で18軒の竪穴建物を検出した｡いずれも古墳時代

後期以降の竪穴建物であり､美濃地域ではこの時期､屋内の壁際にカマ ドを備えるものが多い｡カマ

ドを備える竪穴建物については､平成4年に行われた集成がある (中井 ･鈴木 1992)｡これによると

西濃地域の事例は大垣市東町田遺跡のみで､集成時にはまだ本報告 (大垣市教育委員会2004)がな

されていなかった｡以降多数の発掘調査が行われ資料の蓄積が成されたが､西濃地域におけるカマド

を備える竪穴建物の事例はそれほど増加したとはいえない状況にある｡その中で今回の調査で確認し

た六里遺跡 ･稲荷遺跡の竪穴建物群は､当該期における西濃地域の集落の在り方を示す重要な資料と

考える｡

本節では､平成4年の集成で着目されたカマ ドの位置や煙道の形態による分類に加え､建物規模

や長軸方位等から各時期における特徴を抽出し､西濃地域で確認された竪穴建物との比較をすること

で地域的な特徴について検討する｡

1 対象とした遺跡と遺構

西濃地域においてカマ ドが検出された事例は少なく､対象としたのは､六里遺跡 ･稲荷遺跡の他3

遺跡にとどまった｡

東町田遺跡は､昼飯大塚古墳にほど近い大垣市赤坂町に所在する遺跡で､国史跡である ｢東町田墳

墓群｣を含む｡標高は六里遺跡 ･稲荷遺跡よりやや低いが､低位段丘に立地しているため､基盤は安

定している｡主に弥生時代の遺構 ･遺物が確認されているが､平成3- 6年に大垣市教育委員会が実

施した調査で､7世紀代の竪穴建物が3軒確認された｡同じ大垣市内の一本松遺跡では､大垣市教育

委員会による平成4年の第2次調査で､8世紀代の竪穴建物が3軒確認された｡東町田遺跡と同様

赤坂町に所在し､山麓の緩斜面に立地する｡なお､3軒の内､sB03についてはカマ ドのみ検出され､

竪穴建物の竪穴掘方は残存していなかった｡座倉遺跡では､平成元年に大野町教育委員会が調査し､

平安時代の竪穴建物や掘立柱建物などが確認された｡六里遺跡から北西約 1.31mに位置し､地形も類

似する｡

この他､大野町教育委員会が平成 24年度に実施した六里遺跡の調査 (以下 ｢24年度調査｣という｡)

について､すでに公表されている図面等 (大野町教育委員会2013)を用いて､計測を行った1)｡ただし､

遺構の内容は明示されていないため､規模や長軸方位のみ記載した｡また､岐阜市教育委員会が調査

した御望遺跡と財団法人岐阜市教育文化振興事業団が調査した下西郷一本松遺跡は､立地や標高が類

似し､地理的に六里遺跡 ･稲荷遺跡と比較的近いことから､参考事例として一覧表に含めた｡

2 竪穴建物一覧表について

集成した竪穴建物一覧表の各項目は､以下のとおりである｡
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遺跡名 集成した遺跡の名称を記載した｡集成した遺跡の概要は次項に記載した｡

遺構名 文献に記載された名称を記載した｡

時期 文献に記載された時期を､本報告の時期区分に置き換えて記載した｡なお､特に時期が示され

ていないものは出土遣物から判断した｡

平面形 今回集成した竪穴建物は､形状がわかるものはすべて方形又は長方形であった｡このため､

全容が不明なものは ｢方形か｣と記載した｡

長軸 ･短軸 平面形から長軸とそれに直交する短軸の上端の長さを､図面から計測した｡重複により

全容が不明なものは､残存値を括弧で示した｡

面積 長軸 ･短軸から面積を算出した｡

長軸方位 北を起点に長軸が東西にどの程度傾いているかを図面から計測し､本書の記載に合わせて

｢N-● O -E(W)｣と記載した｡平面形が歪な遺構は､直交する2辺を基準に計測した0

南北軸からのずれ 算出に当たっては､まず西に傾く長軸を直交する東の傾きに換算し､この数値か

ら450を引くことで､平均となる北東方向からの分散を算出した｡その上で､算出した数値を45で

割り (マイナスの値はプラスに補正)､その比率をパーセントで示した｡従って､割合が高いほど方

位が南北軸に近いことを示す｡

煙道タイプ 平成4年の集成でも示されているとおり､カマ ドの煙道は竪穴建物の掘方 (以下､｢竪

穴掘方｣という｡)から突出するものと突出しないものに大きく分けることができる｡谷氏の分類 (谷

1992)では､さらに竪穴掘方の突出について詳細な細分が行われている｡ここでは､六里遺跡 ･稲荷

遺跡の検出例等を参考に､第254図のような分類を行った｡なお､平成4年の集成にもあるとおり､

A類にはB類やC類の上面が削平された可能性のあるものも含むと思われる｡

A類 竪穴掘方から煙道が突出しないもの｡

B類 カマ ドが接する竪穴掘方が竪穴掘方外にやや突出するもの｡

C類 カマ ドは竪穴掘方内に構築し､煙道が長く延びるもの｡

D類 カマドそのものが竪穴振方外に構築されるもの｡

カマ ド位置 竪穴掘方壁面とカマ ドの設置位置との関係について以下のとおり分類した｡

1類 竪穴掘方中軸線上に設置されるもの｡

2類 カマ ドの左袖が竪穴掘方中軸線より右に位置するもの｡

3類 カマ ドの右袖が竪穴掘方中軸線より左に位置するもの｡

琵 rlF一打 1ru l r瓜 -1
カマドの設置位置1中央 2右寄り 3左寄り 4隅
｢.1J｢｢.~tll｢肝~｢｢.･.句

第254国 力マド属性分類模式図
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4類 竪穴振方の隅に設置されるもの

主柱穴 今回集成した遺構については主柱穴について明確な記載のないものが多かったため､図面上

から判断できる内容について､以下のとおり分類した｡なお､a類については今回の調査における六

里遺跡の事例から､深さが0.15m以上あることを基準とした｡

a類 明確な掘り込みのある主柱穴が同心円上に配置されるもの｡

b類 明確な掘り込みはないが､同心円上の配置が認められるもの0

C類 同心円上の配置が認められないもの､又は掘り込みのないもの｡

文献 節末尾の脚注に示した文献の番号を記載した2)0

3 集成結果

(1)各時期の様相 (第 IR95図)

Ⅲ期 六里遺跡の9号竪穴建物 (24年度調査)と下西郷一本松遺跡の5軒 (財団法人岐阜市教育文

化振興事業団2000の時期区分7期)がある｡いずれも5世紀後半の遺構であり､美濃地方における

カマ ドの出現期とされる時期である｡建物規模は一辺が5m以上あり､長軸方位は南北軸に近いもの

が多い｡カマ ドの煙道が竪穴掘方からやや突出するものがあり､下西郷一本松遺跡のSB29では､カ

マドに接した竪穴掘方外で炭化物の散布が報告され､竪穴掘方外-延びる煙道の存在が示唆されてい

る｡この時期はカマ ドの設置位置に明確な特徴は認められず､主柱穴も不明確である｡

Ⅳa･Ⅳb期 下西郷一本松遺跡の6軒 (8期)と六里遺跡の5号竪穴建物 (24年度調査)､六里遺

跡のSI1-3及びSI5- 7､稲荷遺跡のS14がある｡下西郷一本松遺跡の竪穴建物は､六里遺跡

より時期の古い遺構が含まれている可能性が高い｡前時期に引き続き､一辺5m以上の竪穴掘方をも

つものが多いが､下西郷一本松遺跡 sB5や六里遺跡のS17のように小規模な竪穴掘方のものも認め

られる｡長軸方位は南北軸から傾いたものが多く､下西郷一本松遺跡ではⅢ期との違いが認められる｡

六里遺跡では､SI1･3･5･6に特徴の類似性があり､位置も近いことから何らかのまとまりを

示す可能性がある｡一方､六里遺跡 5号竪穴建物 (24年度調査)及びSI2･7､稲荷遺跡 S14に

も類似性が認められるが､これらは立地する場所が互いに離れており､SIl等とは､詳細な時期が

異なる可能性がある｡煙道タイプは遺存状態が良好な事例が少ないが､下西郷一本松遺跡sB6や六

里遺跡 S17にはC類が認められる｡主柱穴は､下西郷一本松遺跡では不明確なものが多いが､六里

遺跡では同心円上に配置された明瞭なものが認められる｡なお､六里遺跡S17については､床面で

検出した河原石が柱の礎石である可能性について指摘した (第3章第4節)0

ⅣC･Ⅳd期 六里遺跡 (24年度調査)4軒と東町田遺跡3軒がある｡六里遺跡のものはいずれも

規模が小さく､長軸方位に若干ばらつきがある｡東町田遺跡では前時期と規模は変わらない｡Ⅳd期

の可能性がある六里遺跡のS14はさらに小規模で､カマ ドをもたない特殊な遺構である｡カマ ド位

置がわかる事例は東町田遺跡のみであるが､カマド部分の竪穴掘方の突出はなく､カマ ドは竪穴掘方

中軸線上に設置される｡主柱穴は､東町田遺跡で同心円上に配置された明瞭なものが認められる｡

Ⅴ期 御望遺跡 17軒と稲荷遺跡 11軒､一本松遺跡 2軒がある｡御望遺跡については遺存状態が悪い

ものが多く､規模がわかるものは2軒のみである｡また､時期は稲荷遺跡より古いVa期のものが含

まれている可能性が高い｡一本松遺跡は出土遺物からVb期とほぼ同じ時期の遺構と思われる｡前時
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期と比較すると竪穴振方が小型化し､一辺が5mを超えるものが認められない｡長軸方位は､稲荷遺

跡の事例で西部のSI2･5､東部のSI10- 17､SI8･18の3グループに分けることができ､いず

れも近接している｡カマ ドはA ･B類が多いが､一本松遺跡のSBOlのように竪穴掘方外に設置され

るD類も認められる｡設置位置は竪穴掘方中軸線上又は右寄りが多い｡なお､一本松遺跡 sB02のよ

うに竪穴振方隅に設置された可能性のあるものは､他の遺跡では確認できなかった｡主柱穴は､稲荷

遺跡のように窪み状の浅いものか､御望遺跡のように確認できないもので､a類は認められなかった｡

Ⅵa･Ⅵ b期 御望遺跡 1軒と稲荷遺跡6軒､六里遺跡 (24年度調査) 1軒､座倉遺跡2軒がある｡

御望遺跡sBllは9世紀代の須恵器が出土しているため当期に含めた｡座倉遺跡は竪穴建物とされて

いるのは1軒のみであるが､参考事例として1号竪穴状遺構を掲載した｡Ⅳ期より竪穴の小型化が進

み､一辺4mを超えるものも認められない｡どの遺跡でも長軸方位が南北軸に近いものが多くなり､

Ⅳ期との違いは明瞭である｡煙道タイプは様々なものがあるが､カマ ドはいずれも竪穴掘方中軸から

右寄りに設置されるものが目立つ｡主柱穴はb類又はC類で､a類は認められなかった｡

(2)まとめ

今回の検討によって､カマドをもつ竪穴建物について､いくつかの特徴を抽出することができた｡

(D建物規模は縮小化する傾向があり､Ⅲ ･Ⅳ期には一辺5mを超えるものが認められるが､Ⅴ期

には5m未満､Ⅵ期には4m未満となる｡

②長軸方位により､まとまりを抽出できる可能性を指摘することができた｡また､Ⅲ期やⅥ期に

おいては､南北軸に近い傾向がある｡

③煙道タイプの明確な傾向は､遺存状態の問題もあり見出せなかったが､煙道が屋外-長く延び

るC類は各時期で認められる｡設置位置は竪穴掘方中軸線上か右寄りが多く､左寄りのものは

少ない｡

④主柱穴はⅣ期以前はa類が多いが､Ⅴ期以降はb類､ C類のみとなる｡

(Dについては､比較的明瞭な傾向であるOただし､六里遺跡S17のようにⅣ期でも小型のものや

稲荷遺跡sI14のようにⅥ期でも大型のものが存在し､竪穴建物の規模によって､性格が異なる可能

性がある｡②は､平安時代以降南北軸を基準とした土地区画が､浸透しつつある可能性がある｡稲荷

遺跡では､情状遺構等には同時期における長軸方位の変化が確認できないため､一般的な傾向とする

には､他地域の類例を検証する必要がある｡③の煙道C類は､竪穴掘方壁面から横穴をあけるもの

や､竪穴据方から溝状に延ばすもの3)が削平により煙道の一部が残存したものと考えられ､遺存状

態の良い資料により検証を進める必要がある｡カマドの設置位置については､時期にかかわらず竪穴

掘方中軸線上の右側に寄せる例が多いことが特筆される｡六里遺跡は1類でカマ ドの両側に貯蔵穴を

配し､東町田遺跡 sBlは2類で､狭くなった右隅に主柱穴が配される｡稲荷遺跡 sB3は2類で右隅

に貯蔵穴､座倉遺跡第1号住居跡は1類で同様に貯蔵穴と思われる土坑が認められる｡D類を除くカ

マ ドは竪穴建物の床面の一定の場所を占める構造物であり､その両脇を活用するために工夫された結

果､片側に寄せたことが考えられる｡ただし､右側に寄せる例が多いことは､地域的傾向や当時の屋

内利用に関する慣習などによる可能性を秘めている｡④は(Dと同様比較的明瞭な傾向である｡柱穴に

よって柱を固定する構造でない場合､屋根の重量によって安定させる必要があり､規模の縮小傾向と

主柱穴の変化は､竪穴建物の構造が違うことを示す可能性がある｡今後は､六里遺跡 S17のように､
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床面上に置かれた磯などにも注目していく必要があると思われる｡ただし､Ⅲ期の下西郷一本松遺跡

では明確な柱穴が検出されておらず､時期的あるいは地域的な傾向なのかを､他地域の類例を含めて

検討する必要がある｡

注

1)大野町教育委員会から六里遺跡24年度調査における全体図原図の提供を受けた｡また､出土遺物の実

見について御協力を得た｡

2)表の引用文献は以下のとおりである｡

1 高木宏和 1990『座倉遺跡』大野町文化財調査報告書第1集 大野町教育委員会

2 大垣市教育委員会2004『東町田遺跡』大垣市埋蔵文化財報告書第14集

3 大野町教育委員会2013『大野町史跡 条里跡 (六里遺跡)の発掘調査』平成25年度岐阜県発掘調

査報告会配付資料

4 財団法人岐阜市教育文化振興事業団2000『下西郷一本松遺跡』(財)岐阜市教育文化振興事業団報

告書第6集

5 大垣市教育委員会1994｢一本松遺跡 (第2次調査)｣『大垣市埋蔵文化財調査概要 平成4年度』

3)谷氏によれば､｢地山を掘り抜いたトンネル状のもの､溝を掘って被覆したもの､土器を連接した土管

状のもの｣があるとされ､F類として一括されている (谷1997)｡

第2節 六里遺跡の土器埋設遺構について

県内の縄文時代晩期の土器埋設遺構については､平成 12年に集成が行われ (春日井 2000)､この

中で美濃地域は18遺跡が挙げられている｡その後､恵那市串原町の大平遺跡 (財団法人岐阜県教育

文化財団文化財団文化財保護センター2006)､揖斐川町の櫨原村平遺跡 (財団法人岐阜県教育文化財

団文化財保護センター2007)､大垣市の荒尾南遺跡A地区 (岐阜県文化財保護センター2013)で確認

された｡これまで県内で確認された土器埋設遺構は後世の撹乱を受けている例が多いが､今回の調査

で検出したものは遣存状態が良く､設置状況を考える上で重要な資料になると考えられる｡以下に､

今回検出した土器埋設遺構の埋設形態と位置について検討するとともに､同時期の他遺跡における検

出例との比較を行 う｡

1 埋設形態

西日本における縄文時代晩期中葉の土器埋設遺構については､人骨が土器内容物として遣存して

いる事例などから ｢土器棺｣として使用されたことは確実とする見解がある (立岡2000)｡今回の調

査では埋設土器の内部から人骨が出土しなかったため埋設土器としたが､一般的に ｢土器棺｣とされ

る遺構と類似する形態を持つ｡中村氏は ｢土器棺｣の埋設形態について8類の分類を行っている (中

村 1996)｡今回検出した土器埋設遺構は､この内､B類､D類､G類に当たると考えられ､それ以外

にSJ9･SJllのような複合的な要素を含むものも認められる｡以下に､六里遺跡の土器埋設遺構を

分類 (第256図)し､その詳細を述べる｡
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1類 同一個体の土器片を組み合わせて設置するもので､中村氏のB類に当たる｡今回確認したのは

sJ6の1基である｡SJ6は2個体の土器が使用されているが､小型の頚部屈曲深鉢 (285)を別個体

の深鉢 (284)の破片で覆うように設置されていた｡ほぼ設置当初の状況を留めていると考えられる

が､284･285ともに底部破片を欠く特徴がある｡時期は異なるが､土器片を組み合わせる埋設形態は､

大平遺跡sz4で認められる0

2類 横位又は斜位に設置した土器に､別個体の土器の破片を蓋として被せるもので､中村氏のD類

に当たる｡今回の調査ではSJ3-SJ5､SJ8がこれに該当する｡蓋の被せ方は､同一個体の大型

破片を被せたもの (SJ3)､複数個体の破片を蓋に用いたもの (SJ4･SJ8)､同一個体の破片を組

み合わせて蓋としたもの (SJ5)がある｡蓋として用いられた破片は接合するものは多いが､いず

れも完形にはならない｡また､体部下半を欠くものが多い｡その中で､SJ4は体部を含む比較的小

型の破片を集めて蓋とする特徴をもつ｡遺構の時期は､いずれもIb期である｡

3類 横位又は斜位に設置した同一器種の土器を､口縁部同士で合わせて設置するもので､中村氏の

G類に当たる｡今回の調査ではIb期のSJl･SJ2､Ic期のSJIOがこれに該当する｡SJl･SJ2は､

口径が異なる深鉢を深く組み合わせる特徴があり､SJIOのように､ほぼ同じ口径の2個体を組み合

わせたものとは若干異なる｡

4類 2類と3類の2つの要素をもつもので､SJ9･SJllが該当する｡SJ9は298の中に底部を欠

く297を合わせ口で設置し､さらに296の破片を蓋としている｡このような事例は､戸入村平遺跡 (財

団法人岐阜県文化財保護センター 1994)sz7にも認められる｡SJllは完形の深鉢 (304)の口縁部

に2個体の深鉢で蓋をするが､蓋とした破片の内､上に置かれた方 (302)の口縁部と304の口縁部

を合わせた擬似的な合わせ口形態をもつ｡

5類 ･6類 5類は設置形態 (正位 ･横位など)にかかわらず土器 1個体を埋設するもので､中村氏

のA類にあたる｡ 6類は異なる器種を組み合わせるもので､中村氏のE類若しくはF類に当たる｡と

もに今回の調査では確課できなかったが､第3項における同時期の遺構の集成では､いんべ遺跡や戸

入村平遺跡で5類､はいづめ遺跡で6類が認められたため､分類に加えた｡

第256図 六里遺跡における土器埋設遺構の分類
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2 遺構の分布

第257図に､六里遺跡の土器埋設遺構の長軸方位と位置を示した｡長軸方位は埋設土器の中軸線

で計測した｡｢●｣を付けた方位が､主となる土器のある方向である｡ Ib期がAO13グリッドから

AO18グリッドまで広がっているのに対し､Ic期はAO16グリッドに単独で位置するSJ6とAN18-

AN19グリッドに集中するSJ9-SJllに分かれる｡長軸方位では､位置が比較的近いSJ2とSJ3､

sJ7･SJ8､SJ9-SJllがそれぞれ近似している｡SJ4･SJ5は若干離れているが､長軸方位や

埋設形態 (2類)に類似点があり､SJlとSJ2は長軸方位や土器の埋設形態 (3類)が類似するが､

位置は他のものと比べると離れている｡今回の調査は発掘区の幅が約 10mしかない狭い範囲での検

出状況であるため断定はできないが､土器埋設遺構が位置や長軸方位にまとまりをもって設置されて

いた可能性を示すと考えられる｡

3 他遺跡の状況

第2節冒頭で述べた遺跡の内､六里遺跡の土器埋設遺構と同時期と考えられる遺構が確認された

のは､北裏遺跡 (大江他 1973)､はいづめ遺跡 (岐阜県教育委員会 1989)､戸入村平遺跡､上原遺跡 (財

団法人岐阜県文化財保護センター1998)､いんべ遺跡 (財団法人岐阜県文化財保護センター2000)､

櫨原村平遺跡 1)がある｡北裏遺跡の土器埋設遺構は､土器の埋設状態などに不明な点が多いため､

それ以外の遺跡からIb･Ic期の土器埋設遺構を抽出し､表 122にまとめた｡遺構の規模や長軸方

A B

0 25m
赤表示･-Ib期 黒表示･･･Ic期

(S=1/500)

第257園 土器埋設遺構の長軸方位と配置
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第258囲 いんべ遺跡における土器埋設遺構の配置

の集成では､六里遺跡のSZ6のような1類は認められなかった｡

遺跡内の分布 六里遺跡の検出状況から､位置と長軸方位にまとまりが存在する可能性について指摘

したが､いんべ遺跡では､報告書の中で ｢南東もしくは北西を向くものと､南西もしくは北東を向く

もの｣(財団法人岐阜県文化財保護センター2000)､の2種があるとしており､前者がSZ7･SZ8･

szll､後者がsz2･SZ9･SZIOである (第 258図)0sz7･SZ8は､竪穴掘方が切り合う位置にあり､

szllも両遺構から4m程度北に位置する｡一方､sz2はSZlに隣接するが､SZ9･SZIOからは大

きく離れており､六里遺跡の状況に照らせば､sz2 (･SZl)､SZ7･SZ8･SZll､SZ9･SZIOの

3グループになると思われるO戸入相平遺跡では､発掘区中央にSZ4 ･SZ5･SZ7･SZ13が横並

びで配置されており､この内sz7とSZ13が隣接して長軸方位が類似する｡はいづめ遺跡ではIb期

とした 14号 ･16号土器棺は隣接しており､長軸方位が一致する2)0 Ic期の7号と12号においても

設置位置が 10m程度離れているが､長軸方位が南北軸から大きく傾く点では類似している｡櫨原村

平遺跡はSKllO･SKlllともに同一グリッドで検出されており､長軸方位が類似している｡

4 おわりに

今回の集成によって､六里遺跡で確認した土器埋設遺構の埋設形態が同時期の他の遺跡において

も認められること､また､当該期の土器埋設遺構の一部がまとまりを構成して配置され､他の遺跡で

も同様な配置が存在する可能性があることを指摘できた｡春成氏は､晩期の埋葬人骨の抜歯や装身具

から血縁の有無を基準とした埋葬場所の区分について言及しており (春成 1992)､土器埋設遺構が墓

であるという観点に立てば､家族や血縁に基づく単位などの解釈は可能と思われる｡しかし､今回は
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同一遺跡内における土坑墓などに関する検討を行っていないため､墓域としての説明をするために

は､さらなる検討が必要になると考えられる｡また､その他の今回対象とした遺跡は､結果的に､旧

徳山村 (現揖斐川町徳山)と六里遺跡という岐阜県西濃地方でも限られた地域の資料のみとなってし

まったため､今後の調査事例の増加を待って検討する必要があると考えられる｡

注

1)表の参考文献は以下のとおりである｡

岐阜県教育委員会1989『はいづめ遺跡一徳山ダム水没地区埋蔵文化財発掘調査報告書-』

財団法人岐阜県文化財保護センター1994『戸入村平遺跡』徳山ダム水没地区埋蔵文化財発掘調査報告書

第4集 岐阜県文化財保護センター調査報告書第11集

財団法人岐阜県文化財保護センター1998『上原遺跡Ⅰ』徳山ダム建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報

告書第10集 岐阜県文化財保護センター調査報告書第36集

財団法人岐阜県文化財保護センター2000『いんべ遺跡』岐阜県文化財保護センター調査報告書第55集

財団法人岐阜県教育文化財団文化財保護センター2007『櫨原村平遺跡』岐阜県教育文化財間文化財保護

センター調査報告書第106集

2)藤田氏は､はいづめ遺跡の晩期中葉の土器棺をI省筆とし､｢調査区酉隅に偏る｣ことを指摘している (顔

田2013)0

第3節 六里遺跡 ･稲荷遺跡の出土土器について

六里遺跡 ･稲荷遺跡では､縄文時代から近世にかけての土器が出土している｡本節では､この中

でも縄文時代の遺物と古墳時代から古代にかけての土器に焦点を当て､その特性について検証する｡

1 縄文時代晩期の土器について

これまで述べたとおり､今回出土した縄文土着削ま､大半が晩期中葉から後葉に属すると考えられ

る (第5章第3節)｡特に第3調査面の遺構 ･遺物は､後世の影響を大きく受けておらず､遺存状態

が良いこともすでに述べた｡そこで､第3章第2節の縄文土器の分類と出土状況を対比し､遺跡の特

性について検証を行う｡

埋設土器 今回検出した土器埋設遺構は､第2節で述べたとおり､異なる個体の土器を組み合わせて

設置されている｡既存の研究では､Al類が稲荷山式期 (Ib期)､A2C類が西之山式期 (Ic期)

をそれぞれ代表する器形であり､今回の調査における時期区分の判断も､これによる部分が大きい｡

土器埋設遺構に埋設された土器は､異なる分類同士の共伴が認められ､これを整理することで各分類

の同時性を検証することができると思われる｡表 123に､埋設土器の分類とその共伴について掲載し

た｡なお､縄文時代晩期を示す ｢第Ⅱ群｣は､以下の記述では省略する｡Ib期としたものの共伴で

は､Ala類とAlb類が2例､Ala類とA2a類が3例､Alb類とA3C類が1例が認められ

る｡一方､Ic期とした共伴では､A2C類とA2b類が1例､A2C類とA3a類が1例､A2C

類同士が1例､A2d類とA6類が1例認められる｡この共伴関係について代表的な土器を抽出し､
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第260園 各区分における組成上の特徴を示す土器 (S=1/6)

り新しい時期に位置付けていることはすでに述べた (第3章第2節)｡これらの土器が出土する時期

を編年上に位置付けるのは難しいため､今回の調査ではIc期に含めたが､②と③における組成の違

いは､時期差を示している可能性が高い｡なお､②に素文突帯の浅鉢が認められない点については､

sL2では細片とはいえ出土しているため､本来は存在する可能性を残す｡

これまで美濃地方で確認された当該期の土器は､同一面や同一遺構で複数時期が混在する事例が

多く､時期的な組成を考えることが困難な状況にあった｡今回の調査により比較的良好な資料を得た

ことで出土状況に基づく検討を行うことができた｡ただし､Ib期 ･Ic期については墓域の可能性

が高く､それ以降については遺物包含層の出土遺物のみであり､当該期の土器組成全てが現れている

とは言い難い面がある｡また､対象とした資料には破片も多く含まれるため､今後の資料の蓄積を待っ

てさらに検討する必要がある｡
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2 古墳時代から古代の土器について

六里遺跡第2調査面及び稲荷遺跡から検出した集落跡は､Ⅳb期からⅥb期を主体とする｡これ

らの時期判断は､主に遺構内から出土した土器によるが､各遺構によって様々な土器が出土している｡

ここでは､遺構出土遣物により各時期における土器組成を検討する｡

検討対象とした遺構 今回の調査において最も遺物が多く出土した遺構は溝状遺構であるが､その大

半は埋め戻し等に伴い様々な時期の土器が混在しているため､比較的時期的なまとまりがあると思わ

れる竪穴建物出土遺物を対象とした｡ただし､稲荷遺跡の遺構については､Ⅴ ･Ⅵ期の遺構でも､一

定量のⅣ期の遣物を含んでおり､また､S15やsD14の事例 (第4章第3節)にもみられるように､

新しい時期の遺物が､遺構の埋没過程で混入する状況も考えられる｡これらの遺物を窓意的に除外す

ることはできないため､今回の検証では､その量比から傾向を確認することを主眼とした｡なお､対

象とした遺構は遺物出土状況や出土量から選択し､Ⅳb期が六里遺跡sll及びSI7､Vb期が稲荷

遺跡 sllO･SIll･SI15､Ⅵa期が稲荷遺跡sll､Ⅵb期がSI3及びSI14とした｡なお､組成の検

証には､口縁部残存率による口縁部個体数を用いた (第3章第2節参照)｡

種別ごとの組成 (表 126(ら) Ⅳb期においては須恵器と土師器が認められ､その比率は6:4である.

Vb期では､須恵器の比率が高くなり､以降の時期に継続する｡Ⅵa期には灰粕陶器が出現し､Ⅵb

期において､比率が増加する｡なお､前述のように稲荷遺跡においては時期が古い須恵器が一定量遺

構に混入するため､Vb期以降の組成に一部反映されている｡

器種ごとの組成 (表 126②) 須恵器では､Ⅳb期ではA類の杯類のみであったのに対し､Vb期で

B類 ･C類が卓越するようになる｡また､これに加えて盤も認められる｡碗 ･皿はVb期にも若干

存在するが､Ⅵb期を主体とする｡喪は､Vb期以降の遺構にみられⅣb期には認められないが､S1

7では横瓶 (57･58)が出土している｡Ⅵa期の灰軸陶器は､碗 ･皿類に加え､口縁部が残存してい

ないため表示していないが､手付瓶 (667)のような壷 ･瓶類も出土している｡Ⅵb期では深碗や輸

花皿の他､口縁部が残存していない段皿 (694)も出土している｡土師器はⅣb期で嚢A類のみであ

るが､Vb期以降ではB類が主体を占める｡Vb期には甑の把手 (707)も出土している｡なお､杯

身 (790)とした土師器は､内外面の摩耗が著しいため回転ナデ調整が確認できないが､器形は須恵

器の杯身に類似している｡Ⅵa期には､鍋とした土師器 (670)があるが､細片であるため詳細は不

明である｡また､Ⅵb期にSI14でロクロ土師器が出土しており､SD16では当該期の灰軸陶器との共

伴が認められた (第4章第3節)｡

用途ごとの組成 (表 126③) 出土した土器について､杯や碗 ･皿類を ｢食膳具｣､須恵器の嚢や壷 ･

瓶類を ｢貯蔵具｣､土師器の嚢や鍋を ｢煮炊具｣(宇野 1989)として､用途ごとに集計した｡その結

果､各時期において食膳具 ･貯蔵具 ･煮炊具が存在し､当該地において生活を営んでいた状況が考え

られるが､組成においては､Ⅳb期に比べてVb期以降に大きな違いが認められた｡Ⅳb期の遺構に

ついては､食膳具や貯蔵具と比較し､破損しやすいことからより消費量が多いと考えられる土師器の

煮炊具が卓越する状況から､一般的な傾向と考えられる｡一方vb期では､組成の8割以上を食膳具

が占める状況が認められる｡なお､Vb期においては須恵器が食膳具の主体を占め､Ⅵ期以降灰粕陶

器が採用されるようになったが､組成における食膳具の比率に変化はなかったと思われる｡美濃地域

においてはⅤ期以降美濃須衛窯における生産が活発となり､当該地でもⅤ期以降に美濃須衛産の須恵
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器が食膳具として多量に持ち込まれたと推定されるが､組成的に食膳具が主体を占めてⅣb期と大き

く異なる状況については､遺跡の特徴を示している可能性がある｡稲荷遺跡発掘区の北に位置する里

山稲荷神社境内では ｢美濃国｣刻印須恵器が採集されており､また､近世には稲荷遺跡の東を流れる

三水川が水運に利用されたことから､稲荷遺跡で確認した集落跡が､Ⅴ期以降において､水運を背景

として物資が集積する拠点的な性格をもった集落であった可能性も考えられる｡ただし､官衛の可能

性がある広畑野口遺跡 (財団法人岐阜県教育文化財団文化財保護センター2010)や官営工房的とさ

れる野内遺跡B地点 (財団法人岐阜県教育文化財団文化財保護センター2009)と比較すると､文字

と認識できる墨書土器や硯などの特徴的な遺物は比較的少なく､公的な性格を持っていたかは不明で

ある｡今後の周辺の調査の進展を待って稲荷遺跡の集落跡の性格を､さらに検討する必要がある｡

第4節 土地利用の変遷について

本項では､これまでの検討を踏まえ､今回の調査で確認した周辺の土地利用の変遷について考察

する｡なお､六里遺跡の24年度調査 (第6章第 1節参照)における発掘区は､今回の発掘区と座標

を合わせて配置した1)0

Ⅰ期 今回の調査で確認した最も古い遺物は､六里遺跡の縄文時代後期 (ia期)の可能性がある土

器である｡大野町では､北部山麓古墳群の調査で縄文時代早期～中期の遺物が確認されているが､後

期については今のところ例がない｡ただし､大野町の公郷八木では地下約 1.5mから大型の彫刻石棒

が出土した事例 (第2章第2節参照)もあり､当時の大野町の地形については不明な点が多い｡ Ib

期には､NRl及びNR3に挟まれた中洲状の微高地に､六里遺跡第3調査面で確認した土器埋設遺構

や土坑が出現する｡土器埋設遺構や土坑出土遺物はいずれも特徴が類似しており､大きな時期幅はな

いと思われる｡第3章第5節でも述べたが､Ib期の遺構は今回の六里遺跡第3調査面発掘区全体に

広がっており､骨片の可能性がある白色粒が出土した土坑や土器埋設遺構を含めた墓域を形成してい

た可能性がある｡ Ic期に遺物包含層や遺構から出土する遺物の量が増加する｡ Ic期には､六里

SJ2 SJ3 SJ5

SKIO4SK105SK106SK107SKllO SJI SJ4 SJ7 SJ8 HR3

SK103 SL2 SK115 SJ9 SJll

SK111 SK112 SD62 SJ6SL3 SL4 SJIO NR3

0
(S=1/500)

第261図 土地利用の変遷 (Ⅰ期)
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遺跡と地形が類似する大垣市の荒尾南遺跡や､本巣市の番場遺跡 (岐阜県文化財保護センター2016)

にも当該期以降の土器が出土しており､当時の人々の揖斐川中流域沖積地-の進出が始まった可能性

がある｡六里遺跡では､特にAN13-AO14グリッドにおいては質 ･量ともに顕著で､当該期の溝状遺

構と思われるSD62以西を土器捨て場にしていた可能性が考えられる｡一方､ Ic期の遺構は､AN13

-AO14グリッド周辺の他､SD62以東に分布している｡土器埋設遺構や焼土遺構､土坑などはいずれ

もIc期の遺構と思われるが､明確な建物跡は確認できなかったため､集落跡が存在したかは判断で

きなかった｡ Id期の遺構は認められないが､SD62以東の各グリッドにおいて遺物が出土している｡

第3節で検証したように量や器種は豊富で､当該期の土器捨て場として利用された可能性がある｡発

掘区東端のNR3は､Ⅵ a層堆積後に埋没しており､Ⅵ a層出土土器より新しい様相をもった土器が

含まれることから､Ie期までは周辺で人々の活動があったと考えられる｡六里遺跡のⅣ ･Ⅴ層は均

質で下層ほど粒子が粗いことから､沈殿堆積の可能性がある｡網目状の河川が堰き止められることに

よって生じた池や沼が､流入する土砂によって埋没することで古墳時代以降に基盤となる地形が形成

されたと考えられる｡Ⅳ ･Ⅴ層にはIe期以降の縄文土器が認められ､縄文時代の末期には堆積が始

まったと思われる｡なお､稲荷遺跡から出土する縄文土器は摩耗しており､時期的にⅣ ･Ⅴ層に含ま

れるものと類似することから､当該期以降に二次的に流入した可能性がある｡

Ⅱ期 Ⅱ期の遺物としては六里遺跡sD39から出土した高蔵式期の弥生土器 (197-199)がある｡著

しく摩耗しているため､二次的な流入と考えられるが､これまで大野町で確認された弥生土器では最

古である｡また扇形文を施した後期の土器 (202)も出土した｡

Ⅲ期 Ⅲ期には六里遺跡で幅3mを超えるSD35が設置される｡この溝状遺構は､六里遺跡発掘区西

部の微高地上に立地しており､流水の痕跡があることから取水路と考えられる｡一方､発掘区東部の

低地には､古墳時代前期から中期に属すると考えられるSD42やsD50が設置される｡流水の痕跡がな

く､湿地性であった水田の水位を下げることを目的とした遺構の可能性がある｡八賀氏は､大野町に

おける土壌環境の分析と古墳の分布から ｢弥生時代後期までには南部及び北部に広がる強湿地系の水

田経営が始まった｡この頃､平野の大半を占める条里地帯は山林であり､4世紀代から5世紀にかけ､

湿地系の水田を中核としてその縁辺でに新たな開発が及んだ｣(八賀2011)という見解を示しており､

六里遺跡の溝状遺構は､その時期の状況を反映している可能性がある0SD35設置当時の集落域は不

明であるが､六里遺跡の24年度調査では5世紀後半代の竪穴建物を確認した｡六里遺跡西部に分布

する遺構の埋土からも同時期の遺物が出土しており､5世紀後半には集落域が存在した可能性は高

い｡なお､稲荷遺跡でも5世紀代の遺物が出土している｡

Ⅳa･Ⅳb期 Ⅳ期前半になると六里遺跡のSD35はほぼ埋没して機能を失い､これに代わってSD44

が設置される｡SD44はSD35とは異なり､西部の微高地と東部の低地の境に位置する｡その後､同じ

ような位置に溝が複数設置されており､付け替えが行われたと考えられる｡東部の低地にはSD42･

sD50より東に溝状遺構群が設置される｡SD42･SD45が旧河道上の低地に設けられているのに対し､

sD54等の溝状遺構群は若干地形が高い東側に位置し､水田域が拡大した可能性がある｡西部の微高

地には､集落域が形成される｡SI1-3･SI5･6などは当該期の竪穴建物と考えられる｡S17も

同時期の遺構と思われるが､他の竪穴建物から離れたSD44に近接する位置に設置され､その後同じ

場所にSB1･SB2が建てられる状況から､集落内で特殊な役割を担った建物であったと推測される｡
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た取水溝ではない可能性が高い｡この時期の六里遺跡の集落域は､より地形の高い24年度調査区 (1

号竪穴建物等)に移動し､六里遺跡発掘区内の溝状遺構は､この集落の北縁に位置すると考えられ

る｡なお､S14はSD26と長軸方位が類似することから､当該期の竪穴建物である可能性がある｡発

掘区東部では､遺物での検証はできなかったが､Ⅳ期前半のSD44周辺に引き続き溝状遺構が設置され､

重複の新しいSD39･SD40･SD41などがこれに該当する可能性がある｡また､総柱振立柱建物である

SB1･SB2も遺構の重複や長軸方位から当該期の可能性がある｡また､発掘区西部のSD57ではⅣd

期の遺物が出土しており､Ⅳ期前半から引き続き排水溝が設置されていたと考えられる｡

第263図 土地利用の変遷 (ⅣC期･Ⅳd期及びⅤ期)
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注

1)大野町教育委員会から提供を受けた六里遺跡24年度調査の全体図原図と座標値をもとに作図した｡

2)遺物の実見により判断した｡
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